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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「お、お許しくださいませ……」


　若い娘むすめが涙なみだを流して、懇こん願がんしている。


　小こ柄がらな身体からだは震ふるえ、声はかすれていた。


　板いた敷じきの床ゆかに腰こしをつき、必死になって後ずさろうとしている。着物の裾すそがはだけて、白い肌はだが、腿もものところまであらわになっていた。


「恨うらむのなら、わたしに反逆したおまえの父を恨むのだな」


　若い男が、娘を見下ろしながら冷たく言った。


　そして背後を振ふり返る。


　そこには厚畳だたみが敷しかれ、ひとりの男があぐらをかいていた。


　薄うす地じの白い着物を着ている。顔や手足、そして着物からかいまみえる肌のすべてに、包帯が巻かれていた。包帯の下からは黄色い体液が滲にじみでている。


　部屋には刺し激げきの強い香こうが焚たかれていたが、それに混じって、かすかな腐ふ臭しゆうが感じられた。


「帰してやれ……」


　口にあたるところの包帯が割れ、苦しげな声が漏もれた。


「父上！」


　若い男は驚おどろきの声をあげ、厚畳の側にひざまずく。


「な、なにを言われます。このままでは、父上のお身体は……」


「もう……よいのだ。このまま朽くちるにまかせよう……」


「そうは、まいりません。父上がいればこそ、この国の豪ごう族ぞくどもは、おとなしくしておるのです。父上がいなくなれば、ふたたび反乱を起こしましょう。わたしは殺され、領民は苦しむことになりましょう」


　若者は、父と呼んだ男に詰つめ寄った。


　包帯の隙すき間まから覗のぞいている白はく濁だくした瞳ひとみが、息子むすこを見つめる。


「その娘も、領民だぞ……」


「反逆者の娘です！」


　父の言葉を遮さえぎるように若者は言った。


「わたしの父は、郡ぐん主しゆ様に従っただけです。そうしなければ、村が滅ほろぼされていたことでしょう。本心から国主様に反逆したわけではありません」


　娘が必死の口調で訴うつたえる。


「反逆したことに変わりはないわ！」


　若者は娘を振り返ると、大声で怒ど鳴なりつけた。


　その顔には血管が太く浮うきでて、青黒く染まっている。


「おまえが覚かく悟ごを決めさえすれば、おまえの父の罪を許そうというのだ。あくまで拒こばむというなら、村ごと滅ぼすまで。それでも、よいのだぞ？」


「そ、そんな……」


　娘は首を横に振った。ふたたび大おお粒つぶの涙があふれだす。


「おまえが、覚悟を決めさえすれば……」


　若者はささやくように繰くり返すと、娘の頰ほおにそっと手を触ふれた。


　娘は顔を背そむけたが、しばらくすると、うなだれるようにうなずいた。


「承知……いたしました」


「お聞きになりましたか、父上！」


　歓かん喜きの表情で、若者は父を振り返る。


「わしには……できぬ」


「国のため、民たみのためです。そして、わたしのためにも！」


　息子の言葉に、男は苦く悶もんの声を漏らした。


「父上ができぬというなら、このわたしが代わりに……」


　若者は言うと、腰に差していた刀に手をかけた。


　娘はうなだれたまま、きつく目を閉じている。身体の震えは止まることなく、涙を流し続けていた。


「やめ──」


　男は言いかけたが、その瞬しゆん間かん、若者は刀を抜ぬき打った。娘の首筋がふかく切り裂さかれ、鮮せん血けつがほとばしる。


　娘は悲鳴すらあげることができず、その場に倒たおれた。


「うおおおお……」


　亡もう者じやが呻うめくような低い叫さけびが、部屋に響ひびき渡わたる。


「さあ、父上！」


　若者は骸むくろとなった娘を後ろから抱だきあげると、その身体を父に渡した。


　娘から溢あふれでた血が、白衣と包帯に染しみこんでゆく。


　無論、若者も血まみれだった。


「すまぬ……。すまぬ……」


　娘を抱きしめながら、男は何度も繰り返した。





　その様子を、部屋の格こう子し窓から見つめる男の姿があった。


「よいぞぉ。よいぞぉ……」


　男は残ざん忍にんな笑えみを浮かべていた。


「乙女おとめの生き血を浴び、慟どう哭こくしておる。それはやがて鬼き哭こくとなる。あと少し、あと少しよ……」
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　猛もう烈れつな日差しが降り注いでいる。


　吹ふき寄せる熱い風に、濃のう密みつな草の香かおりが漂ただよっている。


　大小の丘おかの麓ふもとを蛇へびが這はうように走る細い街かい道どうを、一台の古びた牛車が、がたがたと音を立てながら進んでいた。


　茶色い道のほかは、見み渡わたすかぎりの緑だった。


　丘の斜しや面めんは背の高い草で埋うめ尽つくされ、風に揺ゆられて波だっている。小さな林や森が周囲にはあり、雑多な種類の木々が形の異なるそれぞれの葉で陽光を受け止めていた。


　轍わだちが刻まれた土道は、緑のなかに一本だけ走る茶色の筋のようであった。


　その筋をたどるかのように進む牛車は、かつては高貴な人の乗り物だったのだろう。立派な天てん蓋がいがあり、四方にも板が張られていた。だが、その板に施ほどこされていた漆うるしや蒔まき絵えは剝はがれ落ち、黴かびや汚よごれで斑まだら模様となっている。


　左右には大きな車輪と格こう子し戸があり、前後には出入口がある。だが、簾すだれがかかっているため、車中の様子はうかがえない。よく見ると鷹たかの羽はねを意い匠しよう化した紋もん章しようが御み簾すにつけられているが、これもひどく傷いたんでいるため、よく目を凝こらさないと、いかなる紋章か見分けられない。


　車を引いているのはよく肥えた赤毛の牛だった。それと並ぶように、青毛の馬が歩いている。


　馬には、ひとりの男がまたがっていた。


　まだ若い男である。


　真っ黒な髪かみを無造作に短く刈かり、青く染めた着物を幅はば広びろの帯で留めている。帯の色は黒。近ちか頃ごろは身分、職業に関係なく好みの帯を巻くようになっているが、帝てい国こくが定めたとおりなら、武人階級であることを示している。


　たしかに若者は黒鞘さやに収めた大おお太刀たちを背中にくくりつけ、両りよう腰ごしには小こ太刀だちを二本、差していた。だが、旅をするなら、武人でなくとも武器のひとつやふたつは用意しよう。


　五年前に起こった大乱は、治まるどころか、全国に飛び火し、より激しく燃えさかっている。旅をするだけでも、命がけという時世なのだ。


「遅おせぇぞ、コブト！」


　若者は赤牛に向かって怒ど鳴なりつける。


「スクネ！　おめぇは、まっすぐ歩けねぇのかよっ！」


　そして自分がまたがる青馬にも文句を言う。


　赤牛は首を激しく振ふり、鼻息を荒あらくした。青馬のほうは、前足を高く持ちあげ、甲かん高だかく嘶いななく。


　従順とはほど遠い反応である。


「おとなしく苦く役えきにつかねぇと、鬼き気きが抜ぬけねぇぞ！」


　若者は怒鳴りつづけた。


　すると──


「やかましいわ！」


　と、牛車のなかから別の怒ど声せいが響ひびいた。


　薄うすい磁器を指で弾はじいたような甲高い声である。


「それに、このひどい揺れも、なんとかせい！」


　不満そうに声は続く。


「道が悪いんだから、しょうがねぇだろ」


　若者は素そっ気なく答えた。


　彼の視線は、行く手に見える丘の斜面に向けられている。


　そこは草が激しく乱れており、黒い塊かたまりがいくつか蠢うごめいているのだ。耳障ざわりな鳴き声が、風に乗って流れてくる。かすかに腐ふ臭しゆうも感じられた。


　死体をカラスが漁あさっているのだ。


「戦いくさでもあったか？　それとも賊ぞくの仕し業わざか？」


　若者は小声でつぶやく。


　周囲の気配をうかがってみたが、異状はとくに感じられない。


「陵りよう国こくミサカ。国主はナクイ家。先代は五年前の大乱で戦死していたっけな……」


　今の当主はまだ若かったはずだ。


　国主の座を狙ねらい、地方の豪ごう族ぞくが争っているのだろうか？　それとも国の乱れに乗じ、賊が跳ちよう梁りようしているのか？


「いずれにせよ、たいして違ちがわねぇか……」


　若者は竹たけ筒づつに入っている水を口に含ふくむと、粘ねばりをゆすいでから、地面に向かってべっと吐はきだした。


「行ぎよう儀ぎが悪いぞ！」


　御簾をあげ、車中の人が顔を突つきだした。


　一見すると、若い娘むすめである。


　青みがかった銀色の髪を櫛くしでまとめ、菫すみれ色いろの瞳ひとみをまっすぐ向けてくる。影かげのなかにいるというのに、肌はだはほのかな光を放っているように白い。


　普ふ通つうの人とはあきらかに異なる細長い耳が、ぴくぴく動いている。機き嫌げんが悪いときには、いつもそうなるのだ。


「日に当たりっぱなしで、口が渇かわくんだよっ！」


　若者は牛車を振り返ると、乱暴な口調で言った。


「その言こと葉ば遣づかいも改めるよう、いつも言っておろう」


「こういうのが、帝てい都とじゃ今風なんだよ！」


「嘆なげかわしいかぎりじゃ。帝都になぞ、行かせるのではなかったわ。まったく、おかしなことばかり覚えてきおって……」


　娘は大おお袈げ裟さにため息をつくと、ねちねちと小言をつづける。


「おかしいのは、そっちだろ！」


　若者は思わず怒鳴りかえした。


「聞く耳もたぬわ！」


　娘はつんと顔を背そむけると、そのまま車のなかにひっこみ、ぴしゃりと御み簾すを下ろす。


「その長い耳は飾かざりなのかよ……」


　若者は前を向き、ぶつぶつとこぼした。


　若者は名をヒエンという。


　中海の生まれだ。千を超こえるといわれる小島のひとつ、アオイ島というところで、父とセラという名のこの娘と十六の頃ころまで三人で暮らしていた。


　だから、知らなかったのだ。そこでの暮らしがどんなに異常であったか……


　思い出したくもないというように、ヒエンは激しく首を振る。


　それで気がついた。牛車の屋根に向かって、漆しつ黒こくの鳥が一羽、舞まい降りてくることに。


「八咫烏ヤタガラス……？」


　ヒエンの目が大きく見開かれる。


　霊れい性せいを得て変へん化げしたカラスの王だ。足が三本、生えているのが、最大の特とく徴ちようである。迷い人に道を示すとされる霊れい鳥ちようである。


「オレたちは、道に迷ってなんかいねぇぞ？」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんにヤタガラスに声をかけた。


「小こ童わつぱに用などないわ」


　しゃがれた声が返ってくる。


　この霊鳥は人語を話すのだ。


「そうかよ……」


　若者は憮ぶ然ぜんとしながら、牛車のなかの人に声をかける。


「なんじゃ？」


　すねた声が、返ってくる。


「あんたに客だぜ。後ろの御簾をあげてやりな」


「客じゃと？　かようなところでか？」


「相手は人じゃねぇしな」


　ヒエンが答えると、すぐに御簾があがる音がした。


「おお、ヤタガラスではないか？　このあたりの主か？」


　ヒエンからは見えないが、明るい声が響ひびく。


「初めて、お目にかかる……」


　カラスの霊鳥は神しん妙みような口調だった。


「よう来てくれたのう。それにしても、聞きしにまさる艶つややかな羽じゃ。嘴くちばしも太くて立派じゃ。そしてこれが霊源とされる三本目の足か？　たしかに、これなら蹴け鞠まりの鞠ぐらいひと摑つかみじゃのう……」


　激しい羽音と、ぎゃあぎゃあという鳴き声が車中に響きわたった。


「ええい、愛めでさせい。愛でさせい……」


　無む邪じや気きな笑い声が重なる。


「哀あわれだな……」


　牛車の外のヒエンは、ため息まじりに首を横に振ふる。


　車中で何が起こっているのかは、見るまでもないことだった。


「ところで、わしに何の用じゃ？」


　ようやく満足したらしく、セラが訊たずねる。


「ち、忠告に参った……」


　ヤタガラスはとりつくろったように答えた。


「これより、先へはお進みなされるな」


「先に進むなと？　それは、なぜじゃ？」


「鬼き気きが満ちはじめているゆえ……」


「なるほどのう」


「たしかに、お伝え申したぞ。我が忠告、聞き届けられるように」


　そう言い残すと、ヤタガラスは、かぁとひと声鳴いて、牛車から飛びたち、空へと舞いあがっていった。


「聞いたか、ヒエン？」


　牛車から顔をのぞかせ、セラが声をかけてくる。


「ああ、聞こえた……」


　ヒエンは牛と馬に怒ど鳴なりつけ、止まらせる。


「引き返すなら、今のうちだぜ？　一度もどって、北の街かい道どうを抜ぬけるかい？」


「よい、このまま進もう」


　セラの目はわずかに細められ、声は低くなっていた。


「わかった……」


　ヒエンはうなずいた。


「今の世の中、どこへ行っても戦いくさだらけだしな。鬼気だって満ちるってもんさ」


　四方を山に囲まれたこんな片かた田舎いなかでも、争いが起こり、死人が出ているのである。


　ヤタガラスの姿はいまだ上空にあり、死肉を漁あさっている眷けん属ぞくたちを見守るように弧こを描えがいて飛んでいた。


「それにしても、今日は本当に暑いのう。まるで、風ふ呂ろのなかにいるようじゃ……」


　セラが呻うめくように言うと、格こう子し窓も御み簾すも全開にする。


「日に当たってないだけ、ましだと思いなよ」


「そうは言っても汗あせだくじゃ。この先の森に、ちょうどよい泉が湧わいておる。そこで、水浴びをいたそう」


「なんで、それが──」


　わかるのかと言いかけて、ヒエンは口をつぐむ。そういうものだということを、思い出したのだ。


　彼女が普ふ通つうと違ちがうことを知ったのは、帝てい都とに行ってからである。そして最近になって、普通どころではないとわかってきた。


　ヒエンはため息をつきながら、街道から外れ、行く手に見える森を目指した。
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　泉は、たしかに森のなかにあった。


　さほど大きなものではないが、澄すんだ水を湛たたえている。


　このあたりの山に浸しみた雨水が地下水脈に集まり、ここで地上へと出てきているのだ。泉から溢あふれた水は小川となって流れだしている。


　近きん隣りんの人も、この泉のことは知っているようで、泉からいくつかの小道が延びていて、足あし跡あともそこかしこに残っていた。


　ヒエンは泉の水で喉のどを潤うるおし、牛や馬にも好きなだけ飲ませてやった。


　そのあいだに、セラは着ていた服をすべて脱ぬぐと、歓かん声せいをあげながら泉へと飛びこむ。


　頭まで水に浸つかり、そして顔だけをだす。


「生き返るようじゃ……」


　濡ぬれた髪かみが水面下に広がって、ゆらゆらと揺ゆれていた。


　ヒエンは彼女から顔をそむける。


「てめぇらも見るんじゃねぇぞ！」


　赤毛の牛と青毛の馬に、そう声をかける。


　牛と馬は顔を見合わせると、すごすごと小川のほうへと移動した。


「ヒエン、そなたも入らぬか？」


　セラは楽しそうに声をかけてくる。


　ヒエンは聞こえないふりをして、上半身だけ裸はだかになった。鍛きたえられ、ひきしまった肉体が現れる。


　手て拭ぬぐいを濡らし、汗と汚よごれを拭ふいてゆく。


　泉の水は冷たく、辺りの空気も涼すずしいので、それだけで十分に気持ちがよかった。


「なにを照れておるのじゃ？」


「照れてなんかいねぇ！」


　ヒエンは怒鳴りかえす。


「素す直なおでないのう……」


　セラは泉の水面に向かって、愚ぐ痴ちるように言う。


　そして勢いよく立ち上がった。


　激しく飛沫しぶきがあがるが、それは泉にもどらず、空中で細長くまとまった。幾いく本もの透とう明めいな糸、紐ひも、縄なわとなって、彼女の裸ら身しんにからみついてゆく。


　セラは吐と息いきをつき、うっとりとそれらに身を委ゆだねた。水は絶えず形を変えながら、彼女の身体からだを洗い清めるように動く。


「ああ、気持ちよい……」


　セラは満足げであった。


　そのときである。


　森の向こうから異様な気配が近づいてくるのを、ヒエンは感じた。


（なんだ？）
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　全身の神経を研とぎ澄ませる。


　しばらくはセラと牛、馬がたてる水音だけが聞こえたが、やがて人の足音を感じた。そして不ふ愉ゆ快かいな金属音。


（賊ぞくか？　それとも落ち武者でも狩かっているのか？）


　脇わきに置いてある大おお太刀たちと二本の小こ太刀だちを摑つかんで立ち上がると、大太刀は背中にくくりつけ、小太刀は左右の腰こしに差す。


「どうしたのじゃ？」


　セラが不ふ審しんそうに声をかけてきた。


　ヒエンは答えない。


　目を閉じ、周囲の気をうかがってみる。


　殺気のようなものが迫せまってきていた。


（だが、たいしたものじゃねぇな）


　ヒエンは溜ためていた息を吐はくと、目を開き、じっと泉の向こうを見つめた。


　セラはまだ水浴びをしており、視界の端はしにいるが、見えていないことにする。


　しばらくすると、森の向こうから、人が姿を現した。


　若い娘むすめだった。


　息を切らせながら、娘は走ってくる。ときおり、後ろを振ふり返り、怯おびえたような表情を浮うかべていた。


　追いかけられているのだ。


　追っ手の数は、ヒエンが感じたところでは、十人ほど。


　娘はやがて、泉の側までやってきた。当然、楽しそうに水浴しているセラを見つけることになる。


　娘は一いつ瞬しゆん、啞あ然ぜんとなった。


（無理もねぇ）


　ヒエンは苦く笑しようをもらす。


「どうした、娘？」


　セラが娘に気がつき、陽気に声をかけた。


「ひどい汗あせではないか？　おまえも水浴びをせぬか？」


　その声で娘は我に返り、急いで周囲を見回した。そしてヒエンを見つける。


「お願いです。お助けください」


　娘は今にも泣きだしそうな表情で、ヒエンに駆かけ寄ってきた。


　追われているのだから、救いを求めてくるのは当然のことだ。本音を言えば、関かかわりあいたくない。だが、そうもゆかない状じよう況きようだった。


　追っ手のものと思おぼしき足音は、どんどん近づいている。


　娘はヒエンの胸にしがみつくと、顔を上げて、じっと見つめてきた。


　間近で見ると、都でもなかなか出会えないほどの器量の持ち主である。


　ヒエンは思わず、胸が高鳴るのを感じた。しかし、すぐに自らを戒いましめる。


（こんなだから、節操がないと言われるんだよな）


　そう心のなかでつぶやいて、


「あんた、名前は？」


　と、わざとぶっきらぼうな口調で訊たずねてみる。


「ミナセ……と申します」


　娘がそう答えたとき、


「見つけたぞ！」


　という野太い声が響ひびいた。


　そして木々の向こうから、男たちが次々と姿を現した。粗そ末まつな具足をつけ、武器を手にしている。賊のようにも見えるが、近くの村人が、ありあわせの武具で武装しているだけかもしれない。


　娘の顔が強こわ張ばって、ヒエンの背中に隠かくれようとする。


「物々しいのう……」


　セラが男たちを無ぶ遠えん慮りよに見ながら、ため息まじりに言った。


　彼女は腰までしか水に浸つかっておらず、真っ白な肌はだを隠しているのは濡ぬれて張りつく銀色の髪かみのみ。恥はじる素そ振ぶりもなく、腰に手を当てて立っている。


「な、なんだ？」


　セラの裸ら身しんを見て、男たちは息を飲んだ。


「どこの娘だ？」


「あ、あの髪の色を見てみろ……」


「ああ、それにあの長い耳。まるで、いにしえの妖よう精せい画から出てきたようだ……」


　男たちは追いかけていた娘のこともしばし忘れ、呆ぼう然ぜんと話しあう。


「てめぇら、その目を開きつづけていたいんなら、その娘をじろじろ見るんじゃねぇ！」


　ヒエンは男たちに向かって怒ど鳴なった。


　そしてセラに向き直る。


「あんたもだ！　さっさと隠れなよ！」


「なぜじゃ？」


　セラは不思議そうな顔をしたが、とりあえず水のなかに身を沈しずめた。


　男たちは呪じゆ縛ばくが解けたかのように、ヒエンのほうを振り返った。


「その娘を、こちらに渡わたせ！」


　ひとりが怒鳴る。


　その声にびくりと反応し、娘むすめはヒエンの肩かたに両手をかけ、ぴたりと身体からだを寄せてきた。


　柔やわらかなものがふたつ、背に押しつけられる感かん触しよくがある。


　自分が半はん裸らであったことを、それで思いだした。


　頭に血がのぼったような気がし、ヒエンは我知らず、両手を横に広げていた。


「娘のほうは、嫌いやがってるみてぇだが？」


　そう答えて、男たちをにらみつける。


「貴様には関係ないことだ！　痛い目を見たくなくば、すぐここから立ち去れ！」


「痛い目を……見るだとぉ？」


　ヒエンの眉まゆがぴくぴくと動いた。


「それは、いったいどちらかなぁ？」


　挑ちよう発はつするように顎あごをしゃくりあげ、男たちを見回す。


「無論、貴様よ！」


　大きな鼻息を鳴らし、体格のよい男がひとり、進みでてきた。


　着物の上から幅はば広びろの黒帯を締しめ、短い槍やりを手にしている。


「てめぇ、武ぶ使しだな？」


　ヒエンはわずかに目を細めた。


「そうともよ。わしの名は──」


　男は胸を反らすと、大きく息を吸う。


「ちょいと待った！」


　ヒエンは掌てのひらをまっすぐ突つきだして、男の言葉を遮さえぎった。


「どうした？　おじけづいたのか？」


　男は勝ち誇ほこったような笑い声を響かせる。


「まさかな。ただ、名乗りあったら、それは仕し合あいをするということだ。そうなりゃ、オレは止まらないぜ？　念のため聞いておくが、命のやりとりをする覚かく悟ごはあるのかい？」


「武使たる者、いつもその覚悟よ！」


　そう言うと、槍の石いし突づきで、地面を激しく突く。


「そうか。なら、いいんだ。名乗りを続けてくれ」


　ヒエンは手をひらひらさせた。


　男は不ふ機き嫌げんに咳せき払ばらいをすると、


「わしの名はカシイ。光こう陰いん流りゆう槍そう術じゆつの使い手よ。この槍の銘なは黒こく翁おう！」


　と、名乗りをあげた。


　そして槍をぐるぐると回し、先せん端たんをぴたりとヒエンに向ける。


「オレの名はヒエン。クオンが一子にして、神しん明めい流りゆう刀とう術じゆつを修めている」


　ヒエンは気のない声で応じた。


「神明流のクオンだと？　まさか剣けん聖せいと謳うたわれたあのクオンか？」


　カシイの目が大きく見開かれる。


「世間ではそう言われてたらしいな……」


　アオイ島で暮らしていた頃ころには、父の評判はまったく知らなかった。


　物心ついた頃から、武術を仕込まれはしたが、稽けい古こ相手が他ほかにいなかったこともあり、父がどれほど強いかわからなかった。


　それがわかったのは、ヒエンが帝てい都とシスイに出てからである。武術が盛んな帝都でさえ、父よりも強い武使には、会ったことがない。


　しかも父はただの武使ではなく、自ら武器を鍛きたえる武ぶ匠しようでもあった。ヒエンが今、腰こしに差している二振ふりの小こ太刀だちは、父が鍛えたものである。


　銘は鳳ほう翼よくと凰おう翼よく。


「虚こ仮け威おどしも、ほどほどにするんだな。剣聖の名を騙かたれば、わしが怯ひるむとでも思ったか？」


「あいにくだが、そんなつもりはねぇよ」


　ヒエンは足を八の字に開くと、腰を低くした。そして小太刀の柄つかに逆手をかける。神明流〝水すい鏡きよう〟である。敵の動きに即そく応おうし、抜ばつ刀とうする居合いの構えだ。


「なんだ？　背中の大おお太刀たちは飾かざり物なのか？」


　カシイと名乗った槍術使は嘲あざ笑わらうように言った。


「そのとおりさ。今はまだ、な」


　背中に負っている大太刀も父が遺のこしたものだが、芯金のみで刃やいばはまだ打ってはいないのだ。武術の修しゆ行ぎようを続け、自分に合った刃を打てということだろう。


　しかし、ヒエンにとって、武術とは父にひと太刀をあびせるためのものだった。父の死によりその目標が失われ、武術を続ける気が失うせつつある。今はまだ日々、鍛たん錬れんしているが、いきなり習慣を変えるのが気持ち悪いからだ。


（キリハ姉は、オレに武術を捨てられるはずがないと言ったけどな……）


　自分では、どうかわからない。


　だが、小太刀に手をかけていると、気が高まってくるのは確かだ。


「小太刀で槍に敵かなうと思うのか？」


　カシイはそう言うと、円を描えがくように槍の穂ほを動かしはじめた。


　しばらくすると、槍の穂に残像が生じ、槍が幾いく本にも見えるようになった。


　気を高め、武具に秘ひめられた力を解放したのだ。


〝武術〟である。


　武術を使う者は古来〝武術使い〟と呼ばれ、やがて〝武使〟と略されるようになった。


　人間は武具を作り、武術を用いて、この世界アーシアを支配していた妖よう精せいたちを封ふうじたとされている。


　千年も昔の話だ。


　その後は、妖精を封じた武使が領主を称しようし、アーシアを治めてきた。


　だが、その支配体制はゆっくりと崩くずれつつある。そして五年前の大乱〝光こう帝てい戦争〟がそれにとどめをさした。


「光陰流槍術〝万まん華げ香きよう〟。我が夢む幻げんの突き、見み極きわめられるかな？」


　カシイの声は、勝利を確信しているかのようだった。


　だが、ヒエンは表情ひとつ変えない。


「さっさと、かかってきなよ」


　と、冷ややかに言う。


「小こ僧ぞうがっ！　死んでから後こう悔かいするなよ！」


　そう叫さけぶなり、カシイは怒ど濤とうのように突きかかってきた。


　まさに槍やり衾ぶすまであった。無数とも思える刃やいばが、ヒエンに迫せまってくる。


　武術で生じた幻げん影えいの刃であっても、貫つらぬかれれば本物同様の痛手を受ける。


　しかし、あくまで貫かれれば、だ。


「ほとばしれっ！」


　ヒエンは溜ためていた気を解き放った。


　その途と端たん、周囲の音が消しよう滅めつし、時間さえも止まったように感じる。


　カシイの槍の動きを見切ってゆく。


　ヒエンは二条の閃せん光こうを弾はじくように両りよう腰ごしの小太刀を抜ぬいた。


　身体からだに触ふれんばかりであった槍の穂をひとつ残らず弾き返してゆく。森のなかに鋼はがねの鳴る音が幾いく重えにも響ひびき渡った。


「な、なんだと？」


　カシイはいったん槍を引くと、信じられないという顔をした。


「驚おどろくこたぁねぇだろ？　てめぇの武術が足りねぇってことだ」


　本気で武術の修行を続けているなら、こんな田舎いなかに引き籠こもっているはずがない。


「クッ！」


　槍使いの顔が歪ゆがんだ。


「キェーイッ！」


　そして奇き声せいを発しながら、身体の近くで槍を回しだす。


　自らの気を高めようとしているのだろうが、高まってくる様子はまるでなかった。


「だから、足りねぇんだよっ！」


　ヒエンは叫ぶと、気を込めて、二刀を左右から交差させるように振ふるった。


　鳳翼、凰翼の刃が木こ洩もれ日びを受けて輝かがやく。


　その刹せつ那な、笛が鳴るような音が響いた。一いち陣じんの風が吹ふき抜け、静かだった泉の水面にさざ波が立つ。


　そして槍使いの着物はずたずたに裂さけ、端は布ぎれとなって地面に散っていった。


「ハウアッ!?」


　意味不明の叫びをあげ、カシイは身をすくめた。


　下帯一枚を残し、裸はだか同然の姿になっている。


「神明流刀術〝木霊こだま〟だ。受けた術を風ふう刃じんにして返す。あんたの術が未熟で命拾いしたな」


「ほ、本物の……神明流？」


　カシイは呆ほうけた表情でヒエンを見つめる。


「だから、そう名乗っただろうがっ？」


　ヒエンは悠ゆう然ぜんと言うと、小こ太刀だちを鞘さやにもどした。


　そして他ほかの男たちを、ぐるりと見回す。


「他に誰だれか、オレに挑いどもうってのはいるか？」


　そう呼びかけてはみたものの、いるはずがないことはわかっていた。


「あひゃっ！」


　ひとりが言葉にならない悲鳴をあげると、森の奥へと転がるように逃にげてゆく。


　槍使いのカシイが参ったと叫んで続くと、他の者たちも一いつ斉せいに走りだした。


「見事な逃げっぷりじゃのう」


　セラが呆あきれたように言う。


　いつのまにか、彼女は着物をつけ、帯を締しめていた。


「他た愛あいもないぜ」


　ヒエンはケッと吐はき捨てる。


「調子に乗るでない。それと仕合のときは、もっと礼節を重んじよ」


　セラがたしなめるように言った。


　ヒエンはあえて聞こえなかったふりをする。


「あ、ありがとうございました」


　離はなれた場所で様子を見ていた娘むすめが、ヒエンの前に走りこんで、身をふたつに折るように頭を下げた。


　彼女がミナセという名であったことを思いだす。


「礼を言われるほどのことじゃねぇ……」


　ヒエンは娘をじっと見つめた。


「さっきの男たちは、賊ぞくじゃねぇよな。武使がひとりいたが、あとは普ふ通つうの村人だろ？」


「この森を抜けたところにある……ヤヅという村の人たちです」


　娘はゆっくりと答えた。


「あんたも、そうじゃないのか？」


「そのとおりです……」


　ヒエンが問うと、ミナセは申し訳なさそうにうなずく。


「道理でな。あいつらには、ほとんど殺気が感じられなかったからな……」


　もっと強い殺気を感じていたら、ヒエンも本気になっていたかもしれない。怪け我が人がでなかったのは幸いだった。


「だが、あんたのほうは、本当に怯おびえているように見えた。いったい、なにがあったんだ？」


「そ、それは……」


　娘は口ごもる。


「言いたくなければ言わなくてもいいんだぜ。オレには関係ねぇことだしな」


　ヒエンはそう言うと、思い出したように着物に袖そでを通した。


「あなたがたは、どちらへ向かわれているのですか？」


「帝てい都とシスイに向かっている。そこにいる──」


　ヒエンはそこで言葉を切ると、咳せき払ばらいをひとつ入れた。


「姫ひめをお連れしている途と中ちゆうだ」


「お姫様……ですか？　たしかに高貴な雰ふん囲い気きがいたします」


「照れるではないか……」


　セラが頰ほおに手を当てて、身をくねらせる。


「どこが高貴だよ……」


　ヒエンはぼそりと言った。


「なにか言うたか？」


　セラがじとりと睨にらみつけてくる。


「いーや、なんにも」


　ヒエンは平然と答えた。


　しかし、彼女が高貴な生まれだというのは、噓うそでも偽いつわりでもない。帝都シスイで代々、帝てい国こくの執しつ政せいを務めるユウキ家の娘なのだ。五年前の大乱で戦死した先代の執しつ政せいユウキ・ハサイは、彼女の兄である。


　だが、執政の命令に従う者は、今ではほとんどいない。各国の国主は独立するか、滅ほろびるか、あるいは名ばかりの存在となっている。


　代わって台頭してきているのは、実力を持つ地方領主たちだ。彼らは近きん隣りんの領地を攻せめ取り、勢力を拡大しつつある。


〝下げ克こく上じよう〟などという言葉が、人々のあいだでは囁ささやかれている。水が火に克かつごとく、身分の低い者が高い者に克つ時代だというのだ。


　おかげで、平和な時代においては無用のものとされた武術が、急激に価値を高めつつある。さっきの槍やり使いのような半はん端ぱな武使でも雇やとい口はいくらでもあるだろう。


「……お願いです。わたしも帝都にご一いつ緒しよさせていただけませんか？」


　ミナセはそう言って、ヒエンにすがりついてきた。


　甘い匂においがしたような気がして、ヒエンはつい鼻をひくつかせてしまう。


「そ、そう言われてもな……」


　助けを求めるように、セラを振ふり返った。


「なにか事情があるのじゃろう。道連れが多いほうが旅も楽しいしのう」


　セラは、あっさりとうなずく。


「だとさ」


　ヒエンはぶっきらぼうに言うと、そっぽを向いた。


　しかし、内心では胸が躍おどっている。


　何かを期待しているわけではないが、いろいろな妄もう想そうが膨ふくらんでくる。


　帝都に行くまで、武術の修しゆ行ぎようと家事に明け暮れていたので、遊びというものはしたことがなかった。


　初めて見た帝都は、こんな世の中であっても、華はなやかでまぶしかった。


　武術の修行こそ怠おこたらなかったが、稽けい古こをつけてもらっていた草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの道場主に誘さそわれ、様々な遊びを教えられた。なにも知らない田舎いなか者だったので、楽しむどころではなかったが、それまでの自分の生き方には大いに疑問を持った。


　ようやく帝都での生活に慣れてきた頃ころ、突とつ然ぜん、セラから手紙が届いた。


　父、クオンが死んだという。


　無敵とも思えるほど強かった父が命を落とすとは、ヒエンには信じられなかった。


〝鬼き道どう衆しゆう〟と名乗る悪あつ鬼きの一団が、突とつ如じよとしてアオイ島に襲おそいかかってきたのである。


　父は島の人々を助けて戦ったのだが、鬼たちに組みつかれ、もろともに海に落ちたのだという。


　島の人々は総出で捜そう索さくしてくれたが、ついに発見されなかった。


　ヒエンは手紙を届けてくれたキリハの船で、アオイ島までもどり、父の葬そう儀ぎを行った。


　だが、鬼道衆はふたたび押し寄せてきて、今度はヒエンが立ち向かわねばならなかった。


　鬼道衆は羅ら刹せつ鬼きという恐おそるべき戦鬼が率いており、しかも牛うし鬼おにという神代の獣じゆう鬼きまでをも蘇よみがえらせた。ヒエンごときがとうてい敵かなうはずがなかったが、アオイ島の近くで眠ねむりについていた神しん獣じゆうをセラが目覚めさせ、牛鬼を倒たおし、大おお津つ波なみを起こしたのである。


　羅刹鬼は配下ともどもそれに飲まれ、滅んだ。


　それから、セラとともに旅をしている。


　彼女を帝都の実家である執政家に帰すためだ。それを果たしたあとは、ひとりで自由に生きようと思っていた。


　ミナセのような器量のよい娘むすめが隣となりにいてくれたら、きっと幸せだろう。


（一緒に旅をしていたら、いろいろあるよな？）


　うっかり彼女の着き替がえを覗のぞいてしまったり、ふとした拍ひよう子しで身体からだが触ふれるようなこともあるだろう。


　もしかしたら、彼女が自分を好いてくれるかもしれないのだ。


　帝てい都とで暮らしていたとき、気に入った娘は何人かいたが、誰だれからも相手にされなかった。


　幼なじみであり、姉のように慕したっていたキリハとは、お互たがいの不安から求め合いもしたが、今となってはなにもなくてよかったと思う。彼女に女を意識したのは確かだが、男と女の関係になっていたら、おそらくふたりとも傷ついていただろう。


（もしかして、これこそ運命の出会いってやつかも!?）


　ヒエンの若い妄想はとどまるところを知らなかった。


「なにをにやついておるのじゃ？」


　セラが冷ややかな視線を向けてくる。


「そんなわけねぇ！」


　ヒエンは顔を真っ赤にしながら、怒ど鳴なりかえした。


「どうせ、やましいことでも考えておったのじゃろう？　そのような暇ひまがあれば、急いでこの場を離はなれたほうがよいのではないか？　先さき程ほどの男たちが、応おう援えんを連れてくるかもしれんぞ？」


「こっちは牛車だからな。どうせ追いつかれるさ……」


　ヒエンは鼻で笑う。


「そのときはそのときで、追い返してやるぜ」


「あ、あの……、わたしがお願いすることではないかもしれませんが、あまり手て荒あらくしないでください」


　ミナセが不安そうに言った。


「そいつは向こうしだいだな」


　さっきは互いに本気でなかったから、あのぐらいですんだ。


　だが、次はどうなるかわからない。


　森を出ると、森のはずれに放置しておいた牛車に赤牛を繫つなぎ、セラとミナセを中に乗せる。


　そして、自らは青毛の馬にまたがった。


「ミナセと申したか？　硬かたくならずともよい……」


　セラの声が牛車のなかから聞こえてくる。


「は、はい……」


　ミナセはそう返事をしたが、その声はひどく緊きん張ちようしている。


「それにしても、美しい娘じゃのう。ヒエンが見とれるのも無理はないわ。黒くてしなやかな髪かみ、肌はだも餅もちのようで、指が吸いつきそうじゃ。胸も案外、豊かではないか？　下着はいかなるものをつけておるのじゃ？」
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「ひ、姫ひめ様、おやめください……」


「よいではないか？　まずは愛めでさせい」


　セラの笑い声が響ひびく。


「またか……」


　ヒエンはため息をついた。


　彼女の過か剰じような愛で方は、昔からまったく変わらない。


　そうして、しばらく街かい道どうを進んでいると、街道の向こうから、武装した一団が近づいてくる気配を感じた。


　ヒエンがそのことを伝えると、ミナセはひどく緊張し、セラにひしと抱だきついた。


「どうするつもりじゃ？」


　セラが訊たずねてくる。


「殺気も感じねぇしな。とりあえず、話をしてみるさ。それでこじれたら、もうひと暴れすりゃいい」


　ヒエンは答えた。


　そのまま、道を進んでいると、やがて一団が姿を現した。


　カシイという名の槍やり使いをはじめ、先程、見た顔もあったが、見慣れぬ顔のほうが多かった。


　武使と思おぼしき人物は、もうひとり。


　身なりのよい初老の男で、腰こしには剣けんを帯びている。


　剣は刀とは異なり、反りがないことを特とく徴ちようとする。斬きる力は刀に及およばないため、刃やいばに重量を持たせ、断たつことを主眼としたり、逆に刃を細くし、突つきに特化しているものもある。刀とう剣けんとひとくくりにされることが多いが、形状も流派も無数に存在しているのだ。


　ヒエンは馬から降りると、男と向きあった。


「あなたがヒエン殿どのか？　剣聖クオン殿のご子息だとか」


「クオンは、たしかにオレの親父おやじだ」


　ヒエンは鷹おう揚ようにうなずいた。


「それで、あんたは？」


「ヤヅ村の領主でモジと申します。ミナセは、わたしの娘むすめです」


「む、娘ぇえ？」


　ヒエンは頓とん狂きような声をあげる。


「村主の娘がなんで、村の衆から追いかけられるんだ？」


「わたしがミナセを国主様のもとに差し出そうとしたからです。娘は、それを拒こばんで逃にげたのです」


「なるほど……」


　ヒエンはうなずいた。


　そういう話なら、どこにでもある。ミナセはなかなかの器量だから、国主が侍じ女じよ、あるいは愛あい妾しようにと望んだのだろう。


　普ふ通つうの娘なら、運命として受け入れる。


　だが、ミナセはそうしなかったということだ。


「事情はわかったが、彼女はオレたちに助けを求めてきたわけだからな。彼女が承知しないかぎり、返すわけにはゆかないぜ。うちの姫はああ見えて、お優しい性格だしな」


　優やさしいというより、お節せつ介かいといったほうが正しい。アオイ島を離はなれ、旅をはじめてから、わずかな期間のうちに、ヒエンはいろいろ迷めい惑わくをこうむっている。


「一言、余計じゃ」


　牛車の御み簾すをあげて、セラが顔を覗のぞかせた。


　その奥には、身をすくませているミナセの姿があった。


「どうする、娘？　おまえが村に帰ると言うなら、わしらに止める理由はない。だが、一いつ緒しよに都まで来てもよいのじゃぞ？」


　セラは静かに訊ねる。


「お待ちください……」


　そのとき、ヤヅ村の村主であるモジが、突とつ然ぜん、地面にひれ伏ふした。


「国主様の命とはいえ、すべては娘に無む理り強じいしようとした、わたしが悪いのです」


「お父様……」


　それを見たミナセが口に手を当てて絶句する。


　父がそんなことを言うとは思ってもいなかったのだろう。


「それはつまり、国主の命には従わぬということじゃな？　それで咎とがめられはせぬのか？」


「あの国主様なら、間ま違ちがいなく攻せめ寄せてきましょう……」


　セラに訊ねられ、モジは静かに答えた。


「そこでお願いなのです。どうか、ヒエン殿に力を貸していただきたい」


「オレかよ？」


　ヒエンは驚おどろいて、自分自身を指差す。


「いくらなんでも、一国を相手に戦えるわけねぇだろ！」


「我が村だけではなく、近きん隣りんの村にも、若い娘を差し出すよう命令がくだされています。村主が集まって相談したところ、協力して国主様と対決しようということになりました。しかし、我らにはヒエン殿ほどの武使はおりません」


「勝手な都合を押しつけないでくれねぇか？　オレは戦いくさなんてものは嫌きらいなんだ。あんな無意味な殺し合いに武術を使ったりしたら、外げ道どうに落ちちまう」


　中海では、アオイ島のため、やむなく戦に加わったが、あれでますます嫌いになったのだ。


　武術の仕合も命のやりとりには違ちがいないが、そこには礼節があり、相手に対する尊敬もある。互たがいの力と技わざ、術を競きそい、高めることこそ、仕合の神しん髄ずいなのだ。


「できるかぎりの謝礼はいたします。どうか、我らにお力ちから添ぞえを……」


　そう言うと、モジは地面に額をつけんばかりに、頭を下げた。


　背後にいた村衆たちも、それに倣ならい、地面にひれ伏してゆく。


「そんなことをされてもなぁ……」


　ヒエンは困こん惑わくの極きわみで、セラを振ふり返った。


「どうやら、深い事情がありそうじゃ。とりあえず、話だけでも聞いてやれ」


　セラは諭さとすように言った。


（だから、あんたはお節介だっていうんだ！）


　ヒエンは心のなかで叫さけんだが、言葉にはしない。彼女が一度、言い出したら、もはや聞く耳をもたないことは、よく知っているからだ。


「あんたは、どうなんだ？」


　一いち縷るの望みをかけて、ヒエンはミナセを振り返る。


　視線が合うと、彼女はあわてて牛車から降り、父親のもとまで駆かけてから地面に膝ひざをついた。


「わたしからも、お願いします」


　そして頭を低く下げた。


「やれやれ……」


　ヒエンはため息まじりに、首を横に振る。


　セラとともに旅をしてからというもの、このような面めん倒どうに巻き込まれてばかりなのだ。





　　　　３




　ヤヅ村は戸数およそ五百ほど。


　なだらかな稜りよう線せんを描えがく山の合間に細長く家々が並んでいた。狭せまい土地に田畑が拓ひらかれ、村人たちが農作業にせいをだしている。


　ヒエンとセラは空から堀ぼりと柵さくが巡めぐらされた村主の屋や敷しきに案内され、畳たたみ敷じきの客間に通された。


　そこで、しばし待たされる。


　やがて、村主であるモジが姿を現し、着物を替かえたミナセが膳ぜんを持って続いた。


「長旅で、空腹でおられましょう。まずは食事など、召めし上がってくだされ」


　村長は恭うやうやしく言う。


「おお、これは馳走じゃ。気き遣づかいさせるのう」


　セラは満面の笑えみを浮うかべ、さっそく箸はしをつけてゆく。


（話を聞くだけじゃなかったのかよ……）


　ヒエンは思ったが、表情には出さなかった。ある程度、予想していたことである。


　合がつ掌しようしてから、箸を取った。久しぶりに術を使ったこともあり、たしかに腹は空いている。


　膳には、山菜や川魚を食材にした料理が並んでいた。


　見た目は普ふ通つうだったが、食べてみると、下した拵ごしらえがしっかりとしてあり、食材の良さをよく活いかしてあるのがわかった。魚の塩加減は絶ぜつ妙みようであり、根菜のあく抜ぬきは丁てい寧ねいで、しかも旨うま味みがぎゅっと閉じこめられている。


「これは、いい仕事だ……」


　ヒエンは思わず唸うなった。


　帝てい都とに武術の修しゆ行ぎように出ているとき、ヒエンは小さな酒宿で世話になっている。そこの主人は、かつて執しつ政せい家で召し抱かかえられていたほどの料理人だった。その主人を手伝ううち、ヒエンもずいぶんと仕込まれたのである。料理の腕うでも舌にもそれなりに自信はあるが、ここまで手て間ま暇ひまかけた料理はしたことがない。


「まさしく美味じゃのう」


　セラは最初の膳をあっという間に平らげた。


　モジがあわてて、次の膳を運ばせる。


「これも美味じゃ。おう、これも……」


　セラは運ばれてくる膳を、次々と平らげてゆく。


　空になった膳が、おもしろいように部屋の隅すみに積みあがった。小こ柄がらな身体からだのどこに収まるのかと思うほど、彼女はよく食べる。しかし、体型などは昔からまったく変わらない。


「これだけの料理に酒がないのは、なんとも寂さびしいかぎりじゃ。モジ殿どの、申し訳ないが、用意してもらえぬかのう？」


「姫ひめ様はお酒をお召しになるのですか？」


　モジは驚おどろいたらしかった。


　セラの見た目から想像もしなかったのだろう。


　だが、彼女はよく酒を呑のむ。だが、悪わる酔よいすることはなく、普ふ段だんよりさらに陽気になる。


　ヒエンはもうなにも言う気になれず、自らは箸を置き、主人に礼を言った。


「お父様、わたしは社やしろに行ってこようと思います。今朝の勤めを怠おこたりましたので」


　そのとき、ミナセが部屋に顔を出し、正座をして言った。


　村主は無言でうなずく。


　それを見たセラが、


「食事が済んだのなら、おまえも一いつ緒しよに行ってくるがよい」


　と、ヒエンに声をかけてきた。


「なんで、オレが？」


　ヒエンは顔をひきつらせる。


「腹ごなしにはなるじゃろう？　それとも、わしが食べ終わるまで、じっとしておるか？」


「それは……」


　勘かん弁べんしてほしいなと、ヒエンは正直、思った。


　食べる速さこそ鈍にぶったが、セラはまだまだ箸を置くつもりはなさそうだ。


　彼女が所しよ望もうした酒も運ばれてきて、このまま酒しゆ宴えんとなりそうな気配である。


　ヒエンも酒を嗜たしなんだことはあるが、正直、美味うまいと思ったことはない。酔った心地ここちも好きにはなれない。


　気を読む感覚が鈍るからだ。ヒエンにとってそれは、視覚や聴ちよう覚かくと同じ、いやそれ以上に大切な感覚なのである。


「わかったよ……」


　ヒエンはゆっくりと立ち上がった。


「ご案内いたします」


　と、笑顔を浮かべて、ミナセが声をかけてきた。


「邪じや魔まじゃなければな？」


「とんでもありません」


　ミナセはあわてて首を横に振ふると、ヒエンの手を握にぎってきた。


　ヒエンはそれだけで心臓の鼓こ動どうが速くなるのを覚えたが、動どう揺ようを悟さとられまいと、無ぶ愛あい想そうにうなずき、ミナセとともに部屋を出た。


　セラは苦く笑しようまじりに見送ってから、


「礼れい儀ぎ知らずで申し訳ないのう。悪い奴やつではないのだが、最近の風潮を誤解しておるのじゃ」


　と、モジに詫わびた。


「いやいや、食事の取り方だけを見ても、礼儀正しい若者なのはわかります」


　モジは笑いながら、首を横に振った。


「そう言ってもらえると、嬉うれしいかぎりじゃ。では、酒でも酌くみ交かわしつつ、ゆるりと話を聞こうかのう……」


　セラは紫むらさき色いろの瞳ひとみで、村主をじっと見つめた。


「この国で、いったい何が起こっているのじゃ？」


「下げ克こく上じようというのですか？　この国でも、それが起こりつつあったのです。先代の国主様が五年前の大乱で命を落とされ、まだ若いシノメ様が後を継つがれました。しかし、シノメ様は気き性しようの激しいお方で、先代には忠実に仕えていたこの国の領主たちも、反発するようになったわけです」


「陵国ミサカの先代の国主といえば、イナメ殿じゃな？　あれは、よい男であった」


「先代様のことを、ご存じなのですか？」


「帝てい都とで暮らしていた頃ころにな。会うたことがある……」


　セラが平然と答えると、モジは驚きの表情になった。


「姫はシスイのご出身なのですか？」


　モジに訊たずねられ、セラはむっつりとうなずく。


「では、帝都へとお帰りの途と中ちゆうで？」


「そういうところじゃ」


　セラは曖あい昧まいに答えた。


　自分たちの身の上についてはあまり話すなと、ヒエンに厳しく言われている。


　ヒエンとの関係も明かせない。セラとしては不満このうえないのだが、自分の容姿がどう見られるかは、さすがに理解している。


「それより、話の続きじゃ。新しい国主に領主たちが反はん抗こうしたのはわかった。普ふ通つうに考えれば、国主は滅ほろぼされるか、追放されるところじゃのう？」


「はい。何人かの領主が反逆し、国主様の城を攻せめたのです。この村が属する郡主もそれに加わり、我らも従わざるをえませんでした。国主様に味方する者はほとんどおらず、攻められるたび、城にこもるしかありませんでした。国主家が滅びるのは時間の問題だと、誰だれもが思っておりました……」


「それが、そうはならなかったということか？　なぜじゃ？」


「先代の国主様が、実は生きておられたからです……」


　モジは静かに言った。


「なんと？　イナメ殿どのは生きておるのか？」


　セラは驚おどろきの声をあげたが、すぐ笑顔になる。


「イナメ殿が生きておられるなら、話し合いで片がつくじゃろう」


「そうだとよいのですが……」


　モジは不安そうだった。


「先代様はひどい怪け我がを負っておられたらしく、ずっと養生をされていたようです。しかし城を包囲されている状じよう況きようを見かねて、怪我を押して出しゆつ陣じんされたのです」


「大戦があったのは五年前だというのにのう。よほどひどい怪我だったんじゃな」


「戦いくさに出たおりも、全身に包帯を巻いておられました。しかし、あの声とあの武術は間ま違ちがいなく先代様のものです。包囲軍はあわてて兵を退き、それぞれの領地へもどると、国主家への恭きよう順じゆんをあらためて誓ちかったのです……」


「それが、なにゆえ、もう一度、戦になるのじゃ？　こう言うてはなんだが、娘むすめを差し出すというのは、恭順の証あかしではないのか？　武人の社会では、よくある話であろう？」


「普通ならば、そうでしょう。わたしも娘がなんと言おうと、国主様のもとへ送ったと思います」


　モジはうなずいた。


「つまり、普通ではないと？」


「そういうことです……」


　モジは声をひそめた。


　セラはそれにつられて、モジに顔を寄せてゆく。


「国主様に反逆した領主たちの何人かは、命令どおり娘を差し出したのです。ところが、その娘たちとの連れん絡らくが、取れなくなったのです。国主様に問いただしても、病気で療りよう養ようしているとか、粗そ相そうをして座ざ敷しき牢ろうに入れているなどといった返答で言葉を濁にごすばかり。城下の人々のあいだでは、娘たちは皆みな、殺されたと噂うわさされています」


「殺された？」


　セラが顔をしかめる。


「それは解げせぬのう。娘たちを殺しても、何の利益もないはずじゃ。せっかく恭順した領主たちを敵に回すことになる。それなら、人ひと質じちなど取らず、最初から戦をすればよい」


「国主様がいったい何を考えているのか、わたしにはわかりません。気性が激しいということは知っておりましたが、此度の振ふる舞まいはまるで常じよう軌きを逸いつしております。しかし、人質を差し出すことを拒こばんだ近くの村が、先日、国主様の軍に攻め滅ぼされてしまいました。それで、わたしは娘に国主様のもとへ行くよう命じたのです。村を守るためとはいえ、娘を生いけ贄にえにしようなど、鬼き道どうに落ちてもしかたなき振る舞い。娘が逃にげてくれたおかげで、目が覚めました」


「鬼道か、なるほどのう……」


　モジの言葉に、セラの目がわずかに大きく見開かれた。瞳どう孔こうが開いたのか、瞳ひとみの色がその濃こさを増したように見える。


「ヤタガラスが警告した鬼気が満ちるとは、このことじゃな……」


「セラ様？」


　モジが怪け訝げんそうな顔になる。


「事情はあいわかった。そなたが申したことが真実ならば、国主の行い、許しがたい」


「ヒエン殿にご助力をお願いできますか？」


　モジは畳たたみに手をつくと、期待をこめた目で、セラを見つめた。


「それは、あいつが決めることじゃな。まずは、わしが国主の城へ参ろう。そなたの遠とお縁えんの娘ということにすればよい。そのあいだに、戦の準備なりを進めておくことじゃ」


「なんですと？　セラ様がお城においでになる？」


　モジは驚いたようだった。


「先さき程ほど、申しましたとおり、城に行った娘たちは殺されているのかもしれません。あまりにも危険です」


「危険は承知じゃ。だが、イナメ殿には昔、世話になっておるからのう」


　セラはそう言うと、微笑ほほえんだ。


　その微笑は愛らしかったが、モジはなぜか背中に冷たいものが走るのを感じた。


「ヒエン殿が、なんと言われることか……」


「厄やつ介かい払ばらいができると、喜ぶはずじゃ……」


　セラは不満そうに口を尖とがらせた。


「じゃが、あえて真相を語らずともよい。イナメ殿の怪我が癒いえるまで、面めん倒どうを見るだけのことじゃからな。戦いくさにならぬよう、わしが説得しよう」


「姫ひめ様は、いったいどのようなご身分なのですか？」


　モジは恐おそる恐る訊たずねた。


「かような時代に、身分など意味もあるまい。わしはただイナメ殿と知り合いだというだけじゃ……」


　セラは楽しそうに笑う。


　瞳の色が、ふたたび明るくなっていた。


「さあ、無ぶ粋すいな話はしまいじゃ。せっかくの料理と酒がまずくなるわ。そなたも相しよう伴ばんせよ。それから輿こしの準備を頼たのむ。ヒエンが帰ってくれば、わしはすぐに発たつとしよう」


　セラはそう言うと、酒の入った銚ちよう子しをモジに向かって差し出した。


　モジは畏かしこまって、盃さかずきを受ける。


　どう見ても若い娘むすめなのだが、理由のわからない圧あつ迫ぱく感かんを受けていた。


　身分の高さゆえだろうか？


　剣けん聖せいクオンの血と武術を受け継つぐヒエンに味方してもらおうと、この姫をもてなしたのだが、思いもかけない申し出をしてくれた。


　これで娘を城に差し出さずに済むし、戦いを避さけることもできるかもしれない。


　この国にも野心を持つ武人は多いが、モジにはそんなものはない。この村を戦火から守るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


　だが、自分の力がどこまで及およぶか不安である。


　流る浪ろうの武使であったカシイを雇やとい入れたものの、さほどの使い手ではないのは、今日のことがなくともわかっていた。


　モジ自身も武使ではあるが、先祖伝来の剣から術をひとつ使うことしかできない。アーシアの支配階級であったはずの武使は、大半が同じような有様なのだ。


　それゆえ、武使ならぬただの武人の力が大きくなる。


（この姫が国主様のもとへと行くなら、ヒエン殿どのは自由の身となるはず。ならば、是ぜ非ひともこの村に留とどまっていただきたいものだ）


　ヤヅ村の村主はセラと盃を交かわしながら、そう思った。そのための手立てはもう打ってある。


（今度は、あいつも嫌いやと言うまい……）


　モジは盃を一口で呑のみほすと、大きく息をついた。
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　ヤヅ村の社やしろは、村から山に向かうほうの出口近くにあった。


　すでに日は傾かたむいて、西の空が赤く染まっている。なだらかな山々に囲まれた陵国ミサカだけに、日が暮れるのは平地よりいくらか早い。もう一刻もすれば、辺りは薄うす暗ぐらくなるだろう。


　カラスどもが鳴きながら、山へと帰ってゆくのが見える。昼間、死体をあさっていた群れかもしれない。


　ミナセは、すこし離はなれた場所で、小さな社の境けい内だいを竹たけ箒ぼうきで掃はき清きよめている。


　今し方まで村をひととおり案内してもらったのだが、彼女が言ったとおり、見るべきものはなにもなかった。


　どこにでもある里村の風景。だが、それこそが平和の証あかしでもある。


「あんたは、巫女みこなのかい？」


　ミナセが掃そう除じをするさまを、ぼんやりと見つめながら、ヒエンは声をかけた。


「いえ、この社には神職がおいでにならないので、せめて掃除だけでも、と……」


「こんな神しん霊れいもいない寂さびれた社じゃ、御ご利り益やくもないだろうに」


　ヒエンは社の境内をぐるりと見回す。


　掃除は行き届いているが、拝はい殿でんは小屋ぐらいの大きさしかない。


「それは、そうですが……」


　ミナセは眉まゆをひそめた。


「神霊がいなくても、社は神聖な場所です。秋には収しゆう穫かくの祭も催もよおされます。わたしは、そのとき御み神楽かぐらを舞まうんですよ」


「神楽を？」


「はい、祖母が聖都ナユタの高祖神ウツヒミの大神宮で舞ぶ女じよをしてたのです。子供の頃ころから舞まいや楽がくを教えてもらいました」


　ミナセは楽しそうに言うと、優ゆう雅がに身体からだを回転させた。


「オレは子供の頃から、武術ばかり教えられたよ。あとは家事もな」


　ヒエンはうんざりとした表情だった。


「だから、あれほどお強いのですね。カシイ様を、いとも簡単に」


「あんなのと比べられてもな……」


　ヒエンは苦く笑しようした。


　あの槍やり使いもいちおうは武使だが、厳しい修しゆ行ぎようから逃にげだした手合いだろう。


「強くたって、なんの意味もねぇよ。舞のほうがよほど役に立つ。人々を楽しませることができるからな」


「ですが、今の時代により必要なのは、武術のほうではありませんか？」


「武術は戦いくさなんかに使うもんじゃねぇんだけどな。だけど、欲よくや野心を抱いだく武使も多くなってきたみたいだな」


「ヒエン様には、そういうものはないんですか？」


「まったくねぇな。武術を続ける理由も失っちまってるし、どこか落ち着いたところで、静かに暮らそうかなと思いはじめている。ま、今のところ、そうもいかないんだけどな」


「お姫ひめ様のお供をされているからですね？」


「そういうことだ。あの人がどこかで落ち着いてくれなきゃ、オレは自由になれねぇのさ……」


　ヒエンは空を見上げて、ため息をつく。


　夕日に照らされ、雲の底が蜜み柑かん色いろに染まっていた。


　ヒエンは持参してきた水すい筒とうに口をつけ、水を飲もうとした。


　さっきから妙みように喉のどが渇かわくのだ。それは緊きん張ちようしている証しよう拠こなのだが、ヒエンは気づいていない。


「もしかして、ヒエン様は、お姫様のことを好いておられるのですか？」


　唐とう突とつに訊たずねられ、ヒエンは口に含ふくんでいた水を噴ふきだしそうになった。あわてて飲み込もうとしたら、今度は咽むせて、激しく咳せきこむ。


「じょ、冗じよう談だんじゃないぜ。いや、あの人のことが嫌きらいというわけじゃないんだ。ただ、そんな関係じゃないってだけで……」


　激しく手を振ふって、否定した。


「そんなにむきにならなくても……」


　それを見て、ミナセはくすっと笑う。


「でも、よかった」


　と、小声でつぶやいた。


　それはヒエンには聞こえない。


　それから、何事かを思案するように、ミナセはじっと動かなくなる。


「どうかしたのか？」


　気に障さわることでも言ったのか、と不安になり、ヒエンはミナセの顔色をうかがおうと、近づいていった。


　すると──


　ミナセは唐突に、ヒエンの胸に飛び込み、顔を寄せてきた。


「おあっ？」


　ヒエンは頓とん狂きような声をもらす。


　まるで短たん剣けんで貫つらぬかれたように、ミナセの頰ほおが触ふれている部分が熱くなった。


「静かに暮らしたいとお望みなら、このまま村にとどまってはいただけませんか？」


　かすれるような声が聞こえた。


「あなたのような強い武使がおられたら、村人全員が心強く思うはずです。もちろん、わたしも……」


　ヒエンを見上げ、潤うるんだ瞳ひとみで見つめる。


（もしかして、この娘こは、オレのことを好いてくれてるのか？）


　ヒエンの胸は高鳴った。


　間近に若い娘の顔がある。


　紅も差していないというのに、唇くちびるは薄うす赤あかく、艶つややかだ。吸い寄せられるように、ヒエンは顔を近づけていった。


　ミナセは一いつ瞬しゆんだけ、ためらいを見せる。しかし、最後の距きよ離りは自分から縮めた。


　柔やわらかく、温かな感かん触しよくが、ヒエンの唇に重なる。


　一度だけ、キリハとしたことはあったが、あれは一瞬のことだったし、別れの挨あい拶さつのようなものだった。ヒエンのほうにやましい感情もなかった。


　しかし、今は違ちがう。


（こ、これが……）


　ヒエンは若い娘むすめの唇の感触をじっくりと確かめた。


　他人がするのを見ていただけでは、まったく想像もつかなかったが、全身の力が抜ぬけるような心地よさがある。


（こ、このあとどうすればいいんだっ？）


　ヒエンは自問してみる。


　どのくらいで離はなれたらよいのか？　息は止めたままでいいのか？


「痛……」


　そのとき、ミナセが唇を離し、かすかに喘あえぎ声を漏もらした。


　知らず知らずのうちに、ヒエンは彼女の細い腰こしを抱だきしめていたのだ。そして、力が入りすぎたらしい。


「す、すまない」


　ヒエンはあわてて手を離そうとしたが、ミナセはその手を押さえた。


「大だい丈じよう夫ぶ……」


　そう微笑ほほえむと、自らもヒエンの背に腕うでを回してきた。


（まずい……）


　その言葉や仕草が愛らしく、ヒエンは気が高まってくるのを感じる。


　その気は、しかし、邪よこしまなものだ。


　欲よく望ぼうである。


　武術の流派のなかには、気が乱れるゆえ、女によ人にんに触れることを禁ずるところさえある。


　たしかに、ヒエンの気は乱れていた。頭のなかが真っ白になり、視界がぼやけている。


　ヒエンはミナセを抱きしめたまま、しばらくのあいだ身み動じろぎもできなかった。


（む、胸とかに触さわってもいいのかっ？）


　想像しただけで、ヒエンの鼻息は荒あらくなった。


　それをうなじに感じ、ミナセがわずかに身をよじる。


「くすぐったい……」


　ヒエンの耳に口を寄せ、囁ささやくように言った。


（だ、だめだ。オレはもう、止まらない。止まらないぜっ！）


　ヒエンはミナセを抱かかえあげようとした。拝はい殿でんのなかなら、誰だれにも見られることはあるまい。


「ま、待ってください……」


　ミナセはあわてて言った。


「ここは神聖な場所ですから。今こ宵よい、ヒエン様のお部屋におうかがいします」


　ミナセはそれだけを言うと、ヒエンから身を離す。


「そ、そうか！　そうだよなっ！」


　ヒエンはあわてて、うなずいた。


　欲望にまかせて突つっ走ぱしりそうだったのを、すこし後こう悔かいする。だが、ミナセはヒエンを受け入れてもよいというのだ。


　それも、今夜……


「もうすぐ、日が暮れます。屋や敷しきにもどりましょう」


　ミナセは竹たけ箒ぼうきを胸に抱えると、足早に社から立ち去った。


　そのあとを、夢ゆめ心地ごこちのまま、ヒエンはふらふらと続いた。
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　ふたりが村主の屋敷にもどると、豪ごう華かな輿こしが庭に用意されていた。


　嫁よめ入いりのときなどに使われる儀ぎ式しき用のものだ。


（まさか、娘を？）


　国主のもとに差し出すつもりなのか、とヒエンは緊きん張ちようを覚えた。


　もし、村主がそのつもりなら、ヒエンは大暴れしてやろうと心に誓ちかう。そのときには、強ごう引いんにでも、ミナセを連れ去ってゆくだけだ。


　ミナセも自分のことを好いてくれてるのである。


　彼女は器量もよいし、度胸もある。


　細身ではあるが、抱きしめてみると、胸や腰のあたりは十分に豊かだった。


　ヒエンは玄げん関かんで足を洗わせてもらってから、客間に向かう。


　ミナセが先導してくれた。


　セラが上じよう機き嫌げんで酒しゆ宴えんを続けていると思っていたのだが、屋敷のなかは意外に静かだった。


　やや不安を覚えながら、客間に入ったが、セラはそこにいた。


　顔が赤いのは、酒が入っているからだろう。もっとも、いつもの明るさは、どこかしら影かげを潜ひそめているように見えた。


　屋敷の主人であるモジは、セラと向かいあって、ひどく恐きよう縮しゆくした表情でいる。


「なにかあったのか？」


　ヒエンはセラの隣となりに腰を下ろすと、小声で訊たずねた。


「なにもないわ。国主のもとへは、わしが行くことになっただけじゃ」


「な、なんだって？」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとなる。


　口をあぐあぐさせるが、それ以上、言葉が続かなかった。


「ミサカの先代国主には、昔、よくしてもらったからのう。先の大乱で、ひどい怪け我がをしているそうじゃから、治るまで世話でもしてやろうと思ってな」


「世話をするって？　誰が？」


「わしがじゃ！　粥かゆぐらいなら、作れるわ」


　セラはむっとして言い返す。


「粥以外は作れないじゃねぇか！　まあ、国主のところなら、料理人ぐらい雇やとっているだろうが……」


　セラが行っても、世話をするどころか、使用人たちの手間が増えるだけなのは明らかである。


「し、しかし、国主の城に行くってことは、人ひと質じちになるってことだぜ？」


「それぐらい承知のうえじゃ。この美び貌ぼうじゃからな。おまえが心配するのもわかるが……」


「心配なんかしていねぇ！」


「ならば、おまえにとって、いい厄やつ介かい払ばらいではないか？　どうせ、わしを帝てい都とに置き去りにするつもりだったのじゃろう？」


「帝都には、あんたの実家があるだろうがっ！」


「あのような家、帰りたくもないわ！」


　セラはすねたような顔をして、そっぽを向いた。


「とにかく、わしは決めたのじゃ。国主の城へ行く。おまえがなにを言おうと、もう聞かぬぞ」


「ああ、そうかい！　なら、勝手にするがいいさ！」


　ヒエンはセラに背を向けると、胡座あぐらをかき、ふかく腕うでを組んだ。


「では、勝手にさせてもらうとしよう。それではモジ殿どの、さっそく出向こうぞ」


「は、はい……」


　モジはヒエンの顔色を一いつ瞬しゆん、うかがってから、セラに返事をした。


「わしも城まで同道する。いつ帰れるかわからぬから、留守はしっかりと守れ」


　娘むすめのミナセに向かって、声をかける。そして何事か、耳打ちをした。


「は、はい……」


　不安そうな表情を浮うかべながらも、ミナセはうなずいた。


（オレのいないあいだに、いったいどんな話があったんだ？）


　ヒエンはじっと座すわったまま自問してみる。


　セラが陵国ミサカの先代国主と知り合いなのはわかる。死んだと思っていたのだが、実は生きていたというわけだ。ひどい怪我をしているなら、その面めん倒どうを見てやろうというのは、いかにも彼女が考えそうなことだ。それにセラは騙だまされることはあっても、脅おどされることは絶対ない女である。


（どうなっても知らねぇぞ！）


　ヒエンは心のなかで叫さけんだ。


　背後で、セラとモジが部屋を出てゆく気配がある。


「ちょ、ちょっと待った。オレはどうすりゃいいんだよ？」


　はたと気づいて、ヒエンはセラを呼び止めた。


　彼女は顔だけを振ふり返らせ、


「好きにすればよいではないか？　念願の自由というやつじゃ」


　と言った。


「今こ宵よいは、どうかこの家に泊とまってくだされ。わたしがいないあいだ、この村のこと、よろしく頼たのみます」


　モジが深々と頭を下げる。


「は、はぁ……」


　ヒエンは間の抜ぬけた返事になった。


「そうせい、そうせい」


　セラが甲かん高だかく笑う。


「ああ、そうさせてもらうぜっ！」


　ヒエンは怒ど鳴なりかえした。


　そしてセラは廊ろう下かの向こうへ消えてゆく。


　ヒエンは広い客間にミナセとともに残された。自然、顔が合う。


「お風ふ呂ろの支し度たくをいたしますね。お疲つかれのことでしょう。今夜は、ゆっくりお休みください」


　ミナセは言うと部屋を出た。


　いろいろあった一日だったので、虚きよ脱だつ感にも似た疲れを感じている。


「ああ、世話になる……」


　聞く者が誰だれもいなくなってから、ヒエンは呆然とつぶやいた。


（オレはこのまま、この村で暮らすことになるのか？）


　そう自問してみる。


（あの娘こと一いつ緒しよになって……）


　心が痺しびれたようになり、自分が現実の世界にいる気がしない。


　しばらくすると、風呂がわいたことを告げるミナセの声が聞こえてきた。
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　夜は、すっかり更ふけていた。


　ヒエンは布ふ団とんに寝ね転ころがったまま、天てん井じようをじっと見つめていた。


　目が冴さえて、まったく眠ねむ気けはない。


　ゆっくりと風呂に入り、あがってからは夜着に替かえて、客間でのんびりとしていた。


　しかし、ひとりでは時間を持てあますしかない。いつもなら、セラが騒さわがしくて、うんざりするぐらいなのだが……


（あいつは、まったく何を考えているんだ？）


　怒いかりにも似た感情が、ヒエンの脳のう裏りに渦うず巻まいている。


　たしかに陵国ミサカの先代国主は、義将として知られていた。崩ほう壊かいしつつある帝てい国こくに最後まで忠誠を誓ちかい、各地を転戦したと聞く。


　だが、そのときには、セラは帝てい都とを離はなれ、アオイ島で暮らしていたから、そこまでの義理を感じることはないはずだ。


「勝手にするがいいさ」


　ヒエンは吐はき捨てるように言った。


　そのときである。


　廊下を誰かが歩いてくる気配があった。


　ヒエンの心臓の鼓こ動どうが跳はねあがる。


　足音は部屋の前で止まった。


　そして、


「失礼いたします……」


　震ふるえる声がして、障子がゆっくりと開いた。


　上体だけを起こし、顔を向けると、白い夜着をまとったミナセの姿が目に入った。


　枕まくらもとに点つけたままにしていた行あん燈どんの淡あわい光に照らされて、上気しているように肌はだが赤く染まっている。


（お、落ち着けよ。ヒエン……）


　そう自分に言い聞かせた。


　これから、なにをすればいいかの知識はある。だが、想像には限界があり、肝かん心じんなところはもやもやとしているのだった。


　ミナセは廊下で正座したまま凍こおりついたように動かない。


　ヒエンは声をかけようと思ったが、なんと声をかけていいかわからない。


　とりあえず、手招きしてみる。


　だが、自分のそんな仕草がひどく無様なような気がして、後こう悔かいを覚えた。


　喉のどがからからに渇かわいている。水を飲んでおけばよかったと思う。


　ミナセは無言でうなずくと、布団の側までやってきた。


　なにか言わなければと思えば思うほど、言葉が出てこない。


（こういうときには、天気の話題に限るというな）


　そんなことを思いだし、


「そ、外は暗いな」


　と言ってみた。


　声はうわずっているし、舌はうまくまわらない。


「夜ですから……」


「そ、そうだった……」


　間ま抜ぬけなことを言ってしまった、とふたたび後悔する。


　ミナセは畳たたみのうえで、正座したまま動かない。


　とにかく、手を差し伸のべてみた。


　ミナセはびくりと身体からだを震わす。だが、すぐにヒエンの手を見つめ、自らの手を重ねてきた。湯上がりなのか、肌が火ほ照てっている。


　ヒエンはわずかに力を込め、彼女の手を引いた。


「あっ……」


　驚おどろきの声を漏もらして、ミナセの身体が倒たおれこんできた。それを胸で受け止め、そのまま抱だきしめる。


　ミナセは小さく震えていた。


　ヒエンは彼女の顎あごに指をかけ、顔を上げさせる。唇くちびるを重ねようと、顔を近づけてみた。


　それで気がついた。


　彼女のきつく閉じた目から、溢あふれだそうとしているものがあることに……


（な、なんだ？）


　ヒエンは狼ろう狽ばいした。


　なにかしら、違い和わ感かんを覚える。


（止まれ、止まるんだ……）


　理性を最大限に奮い起こし、自らの欲よく望ぼうを抑おさえこんでゆく。


　彼女の震えは、これからの行こう為いに対する怯おびえからくるものかもしれない。


　だが、それが違ちがっているとしたら……


　ヒエンは彼女の両りよう肩かたに手をかけた。


　震えはさらに激しくなる。


　涙なみだも止まるようすはない。


　その瞬しゆん間かん、ヒエンのなかで猛たけっていたものがいきなり萎なえた。


　ひどい喪そう失しつ感かんを覚える。だが、不思議なことに、ひとかけらの安心感もあった。


「あんた、オレのこと好いてるわけじゃねぇよな？」


　ヒエンはミナセに声をかけた。


「えっ？」


　ミナセは驚いて、目を開いた。


　そして自分が涙を流しているのに気づき、あわてて指でぬぐう。


「き、嫌きらいではありません……」


　消え入りそうな声が返ってきた。


　正直な答えだと思った。


「当然だよな。今日、初めてあったばかりだ。さほど話もしていねぇ……」


　ヒエンはため息をつく。
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「訳を話してくれないかな？　好きでもない男の部屋にやってきたのは、相応の覚かく悟ごが必要だったはずだ」


「ごめんなさい……」


　ミナセはうつむいて涙を流す。


　あやまられたことで、心の傷をさらにえぐられた気がした。


（オレの心が、血を流してるぜ……）


　ヒエンは叫さけび声をあげながら、夜道を走り回りたい衝しよう動どうを覚える。


「怖こわかったのです」


「怖い？　なにがだ？」


「国主様のところへ行くのがです。だから、村から逃にげようとしました。国主様のもとへ行けば、きっと殺されるから……」


「殺される？　なんでだよ？」


「理由はわかりません。でも、そうなんです……」


　ミナセはそう言うと、事情を語りはじめた。


　国主の城に差し出された娘むすめたちから実家への連れん絡らくが途と絶だえていること。面会を申し込んでも、すべて断られていること。夜中に死体が運びだされているのを見た者もいるという。娘たちは殺されたのだと、城下では噂うわさが広まっているらしい。


「なんだって？」


　ヒエンは愕がく然ぜんとした。


　彼女が逃げようとするのも当然である。


「それじゃあ、国主が求めてるのは、人ひと質じちじゃなく、生いけ贄にえじゃねぇか」


「だから、怖かったのです……」


　そう言うと、ミナセは顔を手で覆おおい、泣なき崩くずれた。


「わたしが行かなければ、国主様が攻せめてくる。そのとき、必要なのは強い武使だと、父は言いました。だから、ヒエン様をなんとしてでも引き留めるように、と……」


「だから、オレに？」


　ミナセは顔を覆ったまま、こくんとうなずいた。


「好きでもない男に、こんなことをしちゃいけねぇよ」


「ですから、嫌いではありません……」


　ミナセはわずかに首を横に振ふる。


「ま、あんたの気持ちに気づかず、浮うかれていたオレもオレだけどな……」


　そう言いかけて、はたと気づいた。


「ということは、国主のもとに向かったあの人は……」


　そしてヒエンは思わず、


「母さん！」


　と叫んで、立ち上がっていた。


「母さんって……どなたがですか？　国主様のもとに向かわれたのは、姫ひめ様でしょう？」


　うろたえたようにミナセが訊たずねる。


　しまったと思ったが、言ってしまったものはどうしようもない。


「あの人は、実はオレの母親なんだ。あの姿だからな。説明するのも面めん倒どうだし、貴族の姫とその護衛ということにしてある。実際、母さんは高貴の生まれだしな。彼女は妖よう精せいの取り替かえ子とかで、一生、あの姿のままなんだ。忌いみ子ってことで、表にはほとんど顔を出させてもらえなかったらしい。ああ見えて、あの人は三十五年は生きているはずだぜ」


「お姫様が……ヒエン様のお母様？」


　ミナセは呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「とにかく、オレはすぐに発たつぜっ！」


　ヒエンはそう叫んで立ち上がると、ミナセが見ているのもかまわず、服を着き替がえてゆく。


「姫様は、事情のすべてを承知していると、父は申しておりました。先代の国主様に会い、愚おろかなことはやめさせるつもりだと……」


　ミナセは話しながら、ヒエンの着替えを手伝う。


「まったく、母さんはなにを考えてやがる。領民の娘を平気で殺すような連中が、素す直なおに話を聞くわけがねぇ」


「姫様も……ヒエン様のお母様も殺されるのですか？　わたしの身代わりに？」


「いや、それはねぇだろうな……」


　ヒエンは苦く笑しようを浮かべながら、ミナセにうなずきかけた。


「だから、あんたはなにも心配しなくていいぜ」


「でしたら、急ぐことはないのでは？　夜道は危険です」


「それが急がないとならないのさ。説明している時間もねぇけどな」


　着替えを終え、二本の小こ太刀だちを腰こしに差し、背中に大おお太刀たちをくくりつける。


　そして廊ろう下かへ飛び出し、玄げん関かんへと向かおうとする。ミナセも続こうとしたが、それは手で制した。


「ここまででいい……」


　ヒエンはそう言うと、手を差し出した。


　おずおずと、ミナセはその手を握にぎる。


「勘かん違ちがいとはいえ、悪いことをしちまった。だが、オレにとってはいい思い出だ。あんたのこと、忘れないぜ」


「あ、あの……」


「それじゃあな。さらばだ」


　ヒエンは言うと、玄関まで走る。そして扉とびらを開け、闇やみのなかへと飛びだした。


「だから、嫌きらいではないと言ってるのに……」


　廊下に立ったまま、ミナセは不満そうにつぶやいた。
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　夜空に月はないが、わずかな星明かりが、屋や敷しきの庭を照らしている。


　それだけで、ヒエンには十分だった。


　完全な暗くら闇やみのなかでも、耳と気配だけで動けるだけの修しゆ行ぎようはしている。本物の武使とはそういうものなのだ。


　庭の隅すみにある廏うまやに向かう。


　廏のまえには、牛車が置かれ、なかには赤毛牛と青毛馬が繫つながれているはずだった。


　ヒエンは廏のなかに入る。


　中は真っ暗で、何も見えない。


「スクネ！　コブト！」


　入口に立ち、大声で叫さけんだ。


「さっさと正体を現しやがれ！」


　馬の嘶いななきと、牛が啼なく声が廏に響ひびいた。


「こんな夜中にどうしたというんですか？」


　人の声がして、細身で長身の男が現れた。しかし、その首から上は、人間のそれではなく、青毛の馬であった。


「もっと眠ねむらせてくれよぉ」


　もうひとり、大あくびをしながら、背が低く樽たるのように太った男が続いた。こちらの首から上は赤毛の雄お牛うしである。


　牛ご頭ず鬼き、馬め頭ず鬼きと呼ばれる鬼だ。


　もとは人だったのが、鬼道に落ち、変へん化げしたものである。牛頭鬼のほうは食欲にまかせ生きた獣けものを喰くらいつづけることで、馬頭鬼のほうは色しき欲よくにおぼれ女と性交しつづけることで変化するとされる。


　だが、このふたりは人間にもどろうとしている。それゆえ普ふ段だんは牛と馬の姿に変わり、苦行に就ついているのだ。


「この姿になると、鬼気が抜ぬけるのが遅おそくなるのですがねぇ？」


　馬頭鬼スクネが顔をしかめる。


「お腹なかが空いたよぉ」


　でっぷりとした腹を抱かかえて、牛頭鬼コブトが泣きそうな声で訴うつたえた。


「あいにく、時間がねぇんだ。くわしい説明は道中するけどな。母さんがこの国の国主に囚とらわれたかもしれねぇ。一刻も早く、助けださないとどうなるかわかるだろう？」


「セラ様が？」


　スクネのたてがみが逆立つ。


「それは大変だぁ」


　コブトが鼻息を荒あらくした。


「走るぜ」


　ヒエンは鬼どもに声をかけ、振ふり返った。


　すると、すぐ側に異様な輝かがやきがふたつあるのに気づいた。


「獣か？」


　ヒエンは目を細める。


　気をうかがうと、恐おそろしいほどの反応があった。


　普ふ通つうの獣では、絶対にない。


「何者だ？」


　光る目に向かって、ヒエンは問いかけてみる。


　返事はない。


　そのときには、すでに腰の両刀に手をかけていた。


　足を八の字に開き、ゆっくり腰を落とし、〝水すい鏡きよう〟の構えを取る。


「立ち去れと告げたであろう……」


　しゃがれた声が闇やみのなかに響いた。


「おまえ、ヤタガラスか？」


　ヒエンは構えを解いた。


「闇やみ夜よのカラスとはよく言ったものだな。まったく見えねぇや」


「昼間に見たカラスの霊れい鳥ちようですか？　いったい、なんで？」


「母さんだろ？　あの人は、どうやら、こういうのを引き寄せるらしい」


　ヒエンはうんざりとして言った。


「そのようですね」


　スクネが苦く笑しようする。


「じゃあ、食い物には困らないよなぁ」


　コブトがよだれを垂らし、ヤタガラスを見つめた。


「変な気を起こすなよ。こいつが、本気になったら、おまえのほうが骨だけにされちまうぜ」


「食うのは好きだが、食われるのはごめんだなぁ」


　コブトは身体からだを震ふるわせた。


「こんなものにまで食欲を覚えてるようじゃあ、鬼気が抜けるには、まだまだ時間がかかるな……」


　ヒエンはひとしきり笑ってから、ヤタガラスのふたつの目を見つめた。


「それで、いったいなんの用なんだ？　母さんなら、ここにはいないぜ」


「道に迷っているゆえ、案内いたそうと思うてな」


　ヤタガラスは答えた。


「道に迷っている？　オレがか？」


　ヒエンは首をひねる。


「国主の城までは一本道だぜ？　いかに夜とはいえ、迷ったりしねぇよ」


「愚おろかだな。わしが案内するのは、人が通る道ではないわ……」


「霊れい道どうを、通らせてくれるというのか？」


　ヤタガラスは迷い人を導くとされる。そのとき通る道が霊道だと聞く。通常、実体を持つ者が、通れる道ではない。だが、ヤタガラスの妖よう術じゆつは、それを可能とする。


「東の方角で、鬼気がさらに満ちようとしておるぞ」


「霊道を通れば、一いつ瞬しゆんで着く。すぐ頼まぁ」


「されば……」


　ヤタガラスの羽音が響ひびいた。


　霊鳥の翼つばさが大きく広がり、ヒエンたちを覆おおいつくす。完全な闇に包まれた。


　しかし、周囲を見回すと、一点だけ、光が見えた。


「あの光に向かうんだな？」


　ヒエンは訊たずねた。


「現うつつ世よにもどりたければな」


　ヤタガラスは、そして一声、鳴いた。


「無論、もどるさ……」


　ヒエンはつぶやくと、光の差す方向へ一歩を踏ふみだした。
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　板いた敷じきの広間に、セラは正座している。


　見つめる先には、厚畳だたみが敷しかれてあり、そこに白い着物を着た男が、脇きよう息そくにもたれかかるように座すわっていた。


　そして厚畳の左右手前には、細ほそ面おもての若者と屈くつ強きような体格をした法師姿の男がいる。


「この娘むすめが、ヤヅ村より参ったのか？　村主モジの娘のミナセではないのだな？」


　若者が法師に訊ねた。


「そのようですな。モジ殿どのは遠とお縁えんの娘と言っておりましたが、まあ、違ちがうでしょうな」


「その髪かみの色は染めておるのか？　それに、その耳はなんだ？」


「ありのままの姿じゃ。なんだと問われても、答えられはせんわ」


　セラは不満げに言う。


「それにしても美しいな。いにしえの妖よう精せい画を見ているようだ……」


　若者はセラを見つめたまま呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「おまえがミサカの国主シノメか？　先代には遠く及およばぬ愚か者ものらしいの」


　セラは不ふ機き嫌げんに言った。


「な、なんだと？」


　若者は顔色を変える。


「無礼にも程ほどがあるぞ！」


「無礼なのは、おまえのほうじゃ。わしは執しつ政せい家の娘ぞ。先代執政のハサイは、我が兄じゃ。もっとも、このような時代、いずれが偉えらい、偉くないと言っても、無意味じゃがのう」


「先代執政の妹だと？　世よ迷まい言もほどほどにせい！　年が離はなれすぎておろう！」


「噓うそなど言っておらんわ！　信じるかどうかは勝手じゃがな」


　セラは言い返す。


「この娘は、俗ぞくに言うところの妖精の取り替かえ子でしょうな。言い伝えでは、いにしえの妖精は不老不死とされております。この娘も、おそらくかなりの年ねん齢れいを重ねておるのでしょう……」


　法師がシノメに説明する。


「いにしえの妖精は、精せい霊れい、霊れい獣じゆうを従え、妖術を使うとされています。そして何百年ものあいだ、我ら人間を虐しいたげてきたのです」


「わしはまだ三十とすこしじゃ。それに、いにしえの妖精とは関係ないわ……」


　セラは不満そうに言った。


「取り替え子は、なにゆえか、妖精の血が流れておるのです。かつて、妖精と人が交わった証あかしとも、精霊の力によって血が変化するとも言われておりますが。真しん偽ぎのほどはわかりません」


「それで、この娘の血で、父上の身体からだを癒いやすことはできるのか？」


「妖精の血を浴びれば、先代様のお身体は、これ以上、朽くちることはなくなりましょう。それどころか、生前よりも強きよう靭じんな肉体を得るに違いありません」


「そ、それは真まことか？」


　法師の言葉に、国主が表情を輝かがやかせる。


「このカクア、決して噓は申しませぬ」


　カクアと名乗った法師は、力強くうなずいた。


「父上、お聞きになりましたか？」


　シノメは父を振ふり返る。


　その声に応じたように、白衣の男がゆっくりと顔をあげた。


　両目と口の部分を残し、顔中、包帯が巻かれている。


　そして、目が見開かれた。


　瞳ひとみは真っ赤な光を放っていた。


「哀あわれな。すでに鬼き道どうに落ちておったか……」


　セラは大きくため息をついた。


「おまえが仕組んだのじゃな？」


　彼女の視線は、法師に鋭するどく向けられる。


「死んだ先代に反はん魂こん術じゆつを施ほどこし、黄泉よみがえらせたのであろう？　黄泉がえりの身体は、日が経たつにつれ、朽ち果ててゆくと聞く。それを防ぐには、人の生血に浸ひたすしかないともな……」


「ほう？　くわしいな、娘」


　カクアは驚おどろいたらしかった。


「だが、人の血を浴びつづけていれば、いずれ鬼道に落ちるは必定。イナメを鬼として生まれ変わらせるのが、おまえの目もく論ろ見みだったのじゃな？」


「いかにも、そのとおり。人の生血を浴び続け変化した鬼を血ち吸すい鬼おにという。人の生血を吸い、血の呪じゆ縛ばくにより従僕とする上鬼よ」


　カクアは答えると、大声で哄こう笑しようした。


「おまえ、鬼き道どう衆しゆうじゃな？」


「ほほう、我らのことまで知っておるか？」


「知りとうもなかったがの」


　セラは吐はき捨てるように言う。


「そうとも、わしは鬼道衆がひとり、子喰ぐらいのカクアよ」


　手にしていた六角棒で、床ゆかをどんと突つき、名乗りをあげた。


「鬼道衆？　父上が鬼？　いったいどういうことなのだ？」


　国主である若者は戸と惑まどったように見えた。


「案ずることはありませんぞ。先代様が鬼になったのは国主様をお守りするため。先代様のお力があれば、国主様はミサカはおろか、このアーシアすべてを手に入れることもできましょう」


「アーシア全土を？　わたしが帝てい国こくを統すべるということか？」


「底そこ抜ぬけの阿あ呆ほうじゃのう。鬼に親も子もあると思うか？　おまえはすでにミサカの民たみからも見放されておる。遠からず、滅ほろびることとなろう……」


「な、なんだと？」


　シノメは激げき昂こうし、セラのもとに駆かけ寄ると、拳こぶしでその頰ほおを殴なぐりつけた。


　セラは悲鳴もあげず、その場に倒たおれ、動かなくなる。


「偉そうにほざいたわりに、他た愛あいもない。さあ、父上、この娘むすめの血を……」


　シノメは父を振り返った。


　その声に応じたように、先代国主はゆらりと立ち上がった。


　薄うす明あかりのなかで、黄色い霊れい気きが炎ほのおのように立ち上っているのが見える。


　そのときだった。


「国主様ぁ！」


　廊ろう下かを走る音が響ひびき、家来のひとりが、広間に入りこんできた。


「なんだ？　邪じや魔まはするなと言っておいたであろう」


「敵てき襲しゆうにございます。正門より数人が押し入り、すでに中庭へと達しております。警護の者が迎むかえ討うっておりますが、まるで歯が立たず……」


「なんだと？」


　シノメは顔色を変えた。


「何者でしょうなぁ」


　カクアが薄うす笑わらいを浮うかべる。


「大方、娘を殺された恨うらみを晴らしに来た、どこぞの豪ごう族ぞくだろう。オレが自ら、成敗してやるわ。我が伝家の武術、思い知らせてやる」


　シノメはそう言うと、近くに置いてあった刀を摑つかみ、床を踏ふみならすように広間を後にした。


「わしも参るとしよう」


　カクアが国主である若者に続く。


　ひとり残された先代の国主はゆらゆらと歩き、セラのところへと来た。


　黄色い霊気が、生き物のように動き、セラを包みこむ。


　と、セラの身体からだがゆっくりと持ち上がってゆく。首や手足は力なく下がり、長い髪かみがわずかに揺ゆれている。


　先代国主の顔を覆おおっていた包帯がひとりでに解けてゆく。精せい悍かんな壮そう年ねんの男の顔が、姿を現した。


　目は赤く光っている。


　大きく口が開いた。


　猛もう獣じゆうのごとく、鋭く尖とがった犬歯が現れる。


　セラを抱だきかかえると、愛する者に口づけするように、その顔を近づけていった。





　　　　９




「ふんがーっ！」


　かけ声とも鼻息ともつかぬ音が響いたかと思うと、城の正門が破られた。


　牛ご頭ず鬼きが体当たりをしたのだ。


「行くぜぇ！」


　ヒエンは叫さけぶと、城内に駆け込む。


　中庭までは、すんなりと侵しん入にゆうできた。


　そこで周囲から、城兵たちが現れた。数は五十を超こえている。だが、武使らしき者はひとりもいない。


「雑ぞう兵ひようどもが！　怪け我がしたくなけりゃあ、ひっこんでやがれ」


　ヒエンは取り囲もうとする城兵を恫どう喝かつした。


「ひ、怯ひるむな！　討ち取れ！」


　隊長と思おぼしき男が号令をかける。


「できるものならなっ！」


　ヒエンはその男に狙ねらいを定さだめ、二刀の小こ太刀だちを水平に構え、斬きりこんでゆく。


　相手はあきらかに怯んだが、その場で踏みとどまり、槍やりを突きだしてきた。


　ヒエンは下段からその穂ほを弾はじきあげる。そのまま相手の懐ふところに飛び込むと、具足をつけていない鳩尾みぞおちに、小太刀の柄つかを叩たたきこんだ。


　短い呻うめき声をあげ、男は前のめりに倒れる。


「次はどいつだっ？」


　ヒエンは二刀の切っ先を前後に向け、周囲の敵に備える。神明流〝無方〟の構えだ。


　そのときである。


「お、鬼おにだぁ！　鬼が出たぁ！」


　誰だれかが悲鳴をあげた。


　牛頭鬼コブトと馬め頭ず鬼きスクネが、追いついてきたのだ。


「おめぇら、食っちまうぞぉ」


　牛頭鬼は両手をぶんぶん旋せん回かいさせながら、城兵のまっただなかに突とつ進しんする。


「男などには触ふれたくもないのですがねぇ」


　馬頭鬼も牛頭鬼に続くと、華か麗れいに跳ちよう躍やくしつつ、足あし蹴げりを見み舞まってゆく。


　城兵たちは、次々と吹ふき飛ばされ、そのまま動かなくなった。


「やりすぎるなよ。それに術は使うな。人間にもどりてぇのならな」


　ヒエンは鬼どもに声をかける。


「この姿にさせておいて勝手なことを言いますねぇ」


「本当だぁ。暴れていると、このまま鬼でいたくなるぅ」


　スクネの言葉に、コブトが応じた。


「鬼になりきったら、そのときにはオレがおまえらを殺やるぜ？」


「ひどい主人ですねぇ」


「まったくだぁ」


　激しく暴れ回りながら、スクネとコブトは不平をこぼす。


「ここはまかせたぜ。オレは母さんを捜さがす」


　ヒエンは浮き足立つ城兵の囲みを突とつ破ぱし、楼ろう閣かくのなかへと侵入した。


　そして上への階段を見つけたとき、そこから降りてくるふたりの男と顔が合う。


「おまえが賊ぞくか？　どこの村の者だ？」


　若いほうの男が、声をかけてきた。


　間ま違ちがいなく武使である。


「この国の者じゃねぇ。この城に来たセラという女の身内だ」


　ヒエンは答えた。


「ほう？　あの妖よう精せいのか？」


「彼女を返してもらおうか？」


　ヒエンが呼びかけると、若者は大笑いをはじめた。


「返せるわけがあるまい。あの女の血があれば、我が父は完全な復活を遂とげるのだぞ。鬼となり、わたしに反はん抗こうした者どもを皆みな殺ごろしにしてくれよう……」


「てめぇ、ミサカの国主か？」


　ヒエンは目を細めた。


「なるほど、国が治まらないのも当然だな」


　ヒエンはせせら笑う。


「ぶ、無礼な！」


「てめぇみてぇな外げ道どうに礼を尽つくす必要なんかねぇや。さっさと、セラを返しな。これはてめぇのために言ってやってるんだ。さもないと、取り返しのつかないことが起きるぜ」


「なにをたわけたことを……」


「脅おどしなんかじゃないぜ。このところ、西の諸国で天災が続いているだろう。この国にも、それが起こることになるぜ？」


「天災だと？　そういえば、先日、雲うん国こくイシュタで豪ごう雨うがあったらしいな。そのまえには、中海で大おお津つ波なみも……」


「妖精の祟たたりっていえば、てめぇにも理解できるだろ？」


「祟りだと？　笑しよう止しだな」


　国主は顔をゆがませた。


「信じるかどうかは勝手だがな。おまえが生き延びる道はたったひとつ。今すぐ、この国から逃にげることだけだ」


「逃げるだと？　わたしはこの陵国ミサカの国主だぞ？　千年の長きにわたって、我が家はこの国を治めてきたのだ。渡わたさぬ、誰にも渡さぬわ！」


「なら、ここで死ぬんだな。だが、このままじゃあ、大勢の人間が巻き添ぞえになる。もう一度だけ言うぜ。今すぐ、セラを返せ。あいつの見かけに騙されるなよ。そこで暴れている鬼どもより、遥はるかに危険なんだぜ」


　ヒエンは中庭を顎あごで示す。


「死ぬのは貴様のほうだ。我が父より受け継ついだ御み影かげ流りゆう刀とう術じゆつの奥義、思い知らせてくれるわ」


　シノメは叫さけぶと大おお太刀たちを抜ぬいた。


「国主様……」


　だが、進みでようとしたシノメを、法師姿の男が手で制した。


「お下がりください。この男は、わしが成敗いたしましょう」


「成敗だとぉ？」


　ヒエンは、注意をその男に向ける。瞬しゆん間かん、彼の目は刃やいばのように細められた。


「てめぇ、鬼おにだな？」


「ほう？　わしの正体をひと目で看破したか？」


「おまえのような気を放つ輩やからとは、なにかと縁えんがあってな」


　ヒエンは吐はき捨てるように答えた。


「ならば、真まことの姿で相手しよう……」


　そう言うなり、男の姿は変へん形ぎようしていった。口が大きく裂さけ、肌はだの色が淡あわい松明たいまつの明かりのもとでもそうとわかるほど赤黒くなる。そして一本の角が額を割って伸のびる。


「カクア……？」


　間近でその様子を見ていたミサカの国主の顔が嫌けん悪おと恐きよう怖ふで歪ゆがむ。


「てめぇは、その鬼に騙されてたってことだ！」


　ヒエンは国主に向かって言う。


「お、鬼であろうと、わたしの味方であればよい！　この国の豪ごう族ぞくどもは、父が亡なくなるや、長年の恩も忘れ、わたしに反抗したのだ。すべては奴やつらが、奴らが悪いのだ!!」


「てめぇは救いようのない阿呆だな！　都合の悪いことをすべて人のせいにしていれば、自分は傷つかねぇで済むだろうさ。だが、それでは事態は変わらねぇんだぜ。他人を敵に回すも味方につけるも、すべてはてめぇの器量と才覚なんだよ！」


「か、勝手なことを……」


　国主は言葉に詰つまり、唇くちびるを嚙かんだ。


「さあ、小こ僧ぞう。わしを楽しませてくれよ」


　六角棒を構えた鬼が、悠ゆう然ぜんと間合いを詰めてきた。


「てめぇ、人ひと喰くいだな？」


　人肉を喰くらい変化した鬼である。食しよく人じん鬼きとも人ひと喰くい鬼おにとも呼ばれている。


「そのとおりよ。それも女どもを犯おかし、産ませた我が子を九十九人喰らってなぁ」


「業ごうの深いことだな！　それで得たものが、醜みにくいその姿かよっ!!」


　ヒエンの心のなかに激しい怒いかりがこみあげてくる。


　感情は気を乱す原因となりうる。それゆえ武術においては感情的になることを戒いましめる流派がほとんどだ。


　しかし、神明流においては、高ぶる感情は気に乗せうるとする。同時に、ひとつ間ま違ちがえば、外道に落ちうるともある。つまりは、諸もろ刃はの剣つるぎということだ。


「一打で、その頭、柘榴ざくろにしてくれるわ」


「時間が惜おしいからな。そのほうがありがてぇや」


　ヒエンは応じる。


　人喰鬼は地の底から響ひびくような咆ほう吼こうをあげた。全身から赤黒い霊れい気きが炎ほのおのごとく立ち上る。


　人喰鬼の力は、常人とは比べるべくもない。その一いち撃げきは大木をへし折り、岩をも砕くだくと聞く。


　ヒエンは鳳ほう翼よく、凰おう翼よくを水平に広げた。一見して無防備に見えるこの構えから、あらゆる攻こう撃げきを受けるのが神明流なのだ。


　受け損そこねたら当然、死ぬことになる。神明流では、稽けい古こにおいてさえ、命を落とす者も少なくない。まして鬼の一撃を、小こ太刀だちにて受けようというのだ。心技体すべてが一いつ致ちしなければ、とうてい為なしえるはずがない。


「おおおおおおっ！」


　慟どう哭こくしているかのような声をほとばしらせ、人喰鬼が六角棒を振ふりあげる。


　その風圧だけで、背後の壁かべ板いたが衝しよう撃げき音とともに割れた。


「たぎってきたぜぇっ！」


　ヒエンも叫び声をあげる。


「撲ばく！　滅めつ！」


　人喰鬼は六角棒を振りおろしてきた。


　風が砕かれ、破は裂れつするような音が鳴り響く。


　常人には目に止まらぬ速さであった。ヒエンの脳天に棒が打ち降ろされてくる。


　その一撃を、ヒエンは避よけるつもりはない。


　そんな気が一いつ片ぺんでもあれば、とても受けきれるものではないのだ。相手の攻撃に、自らの命を差し出す覚かく悟ごで受けなければならない。


　瞬を見み抜ぬき、瞬で合わせれば、受け得ぬ攻せめはないのだ。


　そして、ヒエンはそれを為しとげたのである。


「取ったぁ！」


　鳳翼と凰翼を交差させ、六角棒を脳天から拳こぶしひとつのところで止めていた。


　常人の目には、一いつ瞬しゆんにしてその光景が出現したように見えたであろう。


　だが、側にいたのは、武使である若きミサカの国主だ。


「ありえぬ……」


[image: ]


　シノメは目を見張り、うめく。


　ふたりの攻こう防ぼうを完全に見切れたわけではない。だが、なにが起きたのかは、かろうじてわかった。とても信じられぬことではあったが。


「ありえぬ……」


　同じ言葉を繰くり返した。


　ただ、目の前にいる若者が、とうてい自分の及およばぬ武術の使い手であることだけは理解しえた。


「木霊こだまぁ！」


　ヒエンは右手の凰翼で六角棒を巻き落とすと、鳳翼を頭上から一いつ閃せんさせた。


　先刻の破裂音がふたたび響く。


　そして次の瞬しゆん間かん、人ひと喰くい鬼おにの頭は微み塵じんに砕け散っていた。


　伐きられた巨きよ木ぼくのごとく、仰あお向むけに床ゆかに倒たおれてゆく。


「ふひゅー」


　ヒエンは笛を鳴らすように息を吐はいた。


「通してもらうぜ？」


　そして国主に声をかける。


「あ……ああ……」


　シノメは声にならぬ声をあげうなずいた。


　ヒエンは狭せまい階段に足をかけ、上へと向かおうとする。


　しかし、そのとき──


　すぐ近くにあった格こう子し窓の外が、数度に及んで明るくなった。稲いな光びかりかと思った瞬間、激しい揺ゆれを感じた。


「じ、地じ震しん？」


　シノメが動どう揺ようし、柱に摑つかまる。


「遅おそかったか……」


　ヒエンは唇くちびるを嚙かんだ。


　格子窓から外をうかがうと、恐おそれていた光景が展開されていた。


　城の四方にある山から絶え間なく閃せん光こうが走り、夜空を照らしている。


　そして青白く輝かがやく柱のごときものが、山から立ちのぼっていた。


　その柱は、やがて龍りゆうの姿をとった。


「蛟こう龍りゆう……」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「な、何事なのだ？」


　シノメがうろたえながら訊たずねてくる。


「さっき言ってやったろうが！　死にたくなけりゃあ、そのまま柱に摑まっているんだな」


　ヒエンは国主にそう言い残すと、激しい揺れをものともせず、階段を駆かけあがる。


　そして最上階の大広間へとたどりついた。





　　　　10




　ヒエンがそこに見たのは、まさに彼が恐れていた光景だった。


　白衣を着た男とセラが、数歩の間合いで向かいあっている。


　男は鬼と化しつつあるようで、黄色い霊気が全身から立ちのぼっていた。


　一方のセラは、目を閉じたまま立っていた。その全身は淡あわい白光に包まれ、両りよう腕うではまるで見えない柱に磔はりつけられているように力なく広げられている。


「母さん！」


　叫さけんでみたが、返事はない。


　白衣の男は鋭するどい犬歯を剝むきだしにし、セラへと近づこうとしているようだった。だが、白光に阻はばまれているかのように動かない。


「その鬼は、オレが倒す。だから、蛟龍を水脈に返してくれ！」


　蛟龍とは、地下水脈に棲まう龍の一族だ。龍が最強の霊れい獣じゆうとされるのは、誰だれもが知るところだ。神にも等しい存在ゆえ、神しん獣じゆうと呼ぶ者もいる。


　ヒエンはセラを止めようと走り寄ろうとしたが、彼女を包みこむ光が、強きよう靭じんな布のように行く手を阻んだ。


「目を覚ませ!!」


　ヒエンは光をかきわけようと、手足をもがくが、一歩も前へ進めない。


　と、セラが首だけを、振ふり返らせた。


　一いつ瞬しゆんだけ、目が開く。その瞳ひとみは、金色に輝いていた。


　そして、


「目覚めておるわ……」


　と声をかけてきた。


　だが、それはいつものセラの声とは違ちがっている。


　ヒエンは背筋が凍こおりついたように感じ、身み震ぶるいした。高まっていた気が萎い縮しゆくしてゆくようだった。


「おまえは……誰だ？」


　声を絞しぼりだすように訊ねる。


　しかし返事はない。


　その瞬間、雷らい鳴めいが響ひびき渡わたり、滝たきのような雨が降りはじめた。
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　ぎしぎしと城の楼ろう閣かくが揺れる。


　蛟龍が雷らい雲うんを呼び寄せ、嵐あらしを起こしたのだ。


　そして、四方にある窓や壁かべが、突つき破られ、蛟龍の巨きよ大だいな頭が広間のなかに飛び込んできた。


　それは白衣の男に群がると、その全身を瞬またたく間に咬かみちぎってゆく。


「完全に覚かく醒せいするまえとはいえ……」


　ヒエンはうめいた。


　上位の鬼おにとされる血吸鬼が、抗あらがう術もなかった。さすが、最強の霊れい獣じゆうと謳うたわれるだけのことはある。


　しかし──


「これぐらいのことで、呼びだすような霊獣じゃねぇだろ……」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


「やり過ぎにも、程ほどがあるぜ」


　そのとき、行く手を阻はばんでいた白光がいきなり消えた。


　そして、セラがふらふらと倒たおれる。


　床ゆかに落ちる寸前で、ヒエンは彼女の身体からだを抱だき止めた。


　小こ柄がらで華きや奢しやな身体は、ほとんど重さを感じない。あまりにも実感がなく、そのまま光の泡あわとなって消えそうな不安を覚えるときがある。


「母さん……」


　ヒエンはしばしのあいだ、セラを抱きしめた。


　と、すぐ側でなにかが弾はじけたような音がした。


　はっとして顔をあげると、蛟こう龍りゆうの姿が消えていた。そして頭上から大量の水が降り注いできたのである。


　その奔ほん流りゆうに押し流され、セラを抱かかえたままのヒエンは、壊こわれた壁から落ちそうになる。


　だが、間かん一いつ髪ぱつのところで支柱に片かた腕うでをかけることができた。


　残る腕うでは、セラを抱えたままである。


　奔流はすぐに収まった。


　そのまま楼ろう閣かくの外にぶらさがりながら、ヒエンは眼下を見み渡わたした。


　嵐あらしはすでに過ぎ去っている。いつの間にか昇のぼっていた月の明かりに照らされ、地上では凄せい惨さんな光景が広がっているのが見えた。


　大量の水が山の上にある城から溢あふれだし、斜しや面めんを駆かけくだり、大量の土ど砂しやを巻き込んで城下の町を飲み込もうとしている。


「またかよ……」


　ヒエンはがっくりとうなだれた。





　前まえ触ぶれもなく、突とつ然ぜん、起こった山やま津つ波なみにより、ミサカの城下町はほぼ壊かい滅めつ状態となった。


　死者、行方ゆくえ不明者は数えきれぬほど。多くの家屋と財産が失われた。


　国主が殺した娘むすめたちの祟たたりであると、人々は噂うわさしあった。


　その国主シノメも、行方知れずとなっている。山津波に巻き込まれて死んだとも、他国へ逃とう亡ぼうしたとも言われ、真しん偽ぎのほどはわからない。


「天てん罰ばつというものじゃ……」


　御み簾すをあげたままの牛車のなかで、セラは憤ふん然ぜんとした顔をしている。


「巻き込まれて犠ぎ牲せいになった民たみは、哀あわれじゃがのう」


　彼女には、自分がしでかしたという自覚はないのだ。


　ヒエンも、あえてそのことを追つい及きゆうするつもりはない。


「ありがとうございました」


　ヤヅ村の村主モジをはじめ、村人の多くが見送りに来ている。


　彼らはヒエンたちが山津波を起こし、国主らを滅ほろぼしたと思っている。


　信用されるとは思わないが、ただの天災だと、ヒエンは言い張っておいた。


「ヒエン様……」


　村人のなかから、ミナセが進みでてくると、馬にまたがろうとしていたヒエンを呼び止めた。


「よかったな。これで、あんたは自由の身だ。今度は、本当に好きな男を探しなよ」


　ヒエンが笑え顔がおで声をかけると、ミナセはなぜかむっとした表情になる。


「ヒエン様は、もうすこし女心というものを学ばれたほうがいいです……」


　ミナセはそう言うと、ヒエンの耳元に顔を寄せる。


「強く想おもってくだされば、女心はいかようにも変わります。相手の気持ちばかりではなく、ご自身の気持ちも大切になさってください」


　そして、そう囁ささやいた。


「自分の気持ちか……」


　ヒエンは、大きくため息をつく。


（案外、わからないものなんだよな）


　魅み力りよく的な娘は世のなかに大勢いる。どうすれば、そのなかの誰だれかひとりに本気になれるのだろう？　自分の気持ちを押しつけるより、相手の気持ちに応こたえたいと思うのは間ま違ちがっているのだろうか？


　ヒエンは首をひねりながら、馬の姿にもどっているスクネにまたがった。コブトのほうは、すでに牛車につないである。


　洪こう水ずいごときで流されるような鬼どもではないのだ。


「いろいろ世話になったな。それから路銀を頂ちよう戴だいして申し訳ない。この姫ひめはなにかと贅ぜい沢たくだからな、正直、助かるぜ」


　ヒエンは村主モジを向き直り、礼を言う。


「おまえには言われとうないわ。この腑ふ抜ぬけめ……」


　牛車のなかから、セラが呆あきれ顔で声をかけてきた。


「誰が腑抜けだって？」


　ヒエンは顔に血をのぼらせて怒ど鳴なりかえす。


「おまえの他ほかに誰がおる？」


　セラはぴしゃりと言うと、それ以上は聞く耳持たぬとばかり、御簾を下ろす。


「ひ、卑ひ怯きようだぞ」


　収まりがつかないヒエンであったが、他人の目がある。


　憮ぶ然ぜんとした表情のまま、馬を進ませた。牛車がゆっくりとそれに続く。


　まだ朝だというのに、日差しの強さは尋じん常じようではなかった。


　蟬せみがけたたましく鳴いている。


　風はなく、大地からは陽炎かげろうがたちはじめていた。


　雲ひとつない空を見あげ、たまらない一日になりそうだと、ヒエンはうんざりとなった。






[image: ]


　　　　１




　茶色い翅はねと胴どうをした大きな蟬せみが、ジージージーとやかましく鳴いている。


　透とう明めいな翅で真っ黒な胴の大きな蟬が、競きそうようにシャアシャアシャアと鳴いている。


　緑や橙だいだい色いろの胴をした小さな蟬が、遠えん慮りよがちにチィチィチィと鳴いている。


　蟬せみ時雨しぐれとは、まさにこのことだった。周囲の木々から、ひっきりなしに鳴き声が降りそそいでくる。


　岩にしみいるどころではない。岩の表面を覆おおう苔こけを洗い流してしまいそうな勢いだ。


「うるせぇぞ！」


　ヒエンは大声で怒鳴った。


　胸に溜たまっていたやり場のない怒いかりをぶつけたのである。


　その声は、山の木々にこだまし、幾いく重えにも轟とどろいた。


　蟬たちは、ぴたりと鳴き止やむ。


　頭上の木から大おお慌あわてで飛びたった蟬の放った液体で、頰ほおが濡ぬれた。


　ヒエンはそれを忌いま々いましげに手の甲こうで拭ぬぐう。


　森は先さき程ほどまでの喧けん噪そうが噓うそのように静まりかえっていたが、ただひとつショリショリショリという音だけが残っていた。


　濡れた砂を踏ふみ鳴らしているような音。蟬の鳴き声ではない。


「アズキトゴウカヒトトッテクオウカ……」


　耳の奥にささやきかけてくるような声がする。蟬であろうはずがなかった。


「狐きつねめ……」


　ヒエンは吐はき捨てるように言った。


〝小豆磨アズキトギ〟という狐の霊れい獣じゆうである。妖よう怪かいと呼んでもいい。


　狐、狸たぬき、狢むじなの類たぐいは、霊れい性せいの強い獣けもので、様々な霊獣に変化することで知られている。


　アズキトギはなかでも代表的な狐の霊獣で、アーシア各地の山中に棲せい息そくしている。


　姿を見せることはない。呼び名のとおり、小豆を磨といでいるような不思議な音と、脅おどしじみた声を発し、人間の方向感覚を狂くるわせるのだ。


　あわてて逃にげたりすれば、道に迷ったり、崖がけから落ちることもある。それゆえ、妖怪と疎うとまれているが、さほど性しよう悪わるではない。


　だが、今は敵意にも似た〝気〟をヒエンは感じていた。どこかに誘さそおうとしているようで、ふと気づくと、同じ方向に歩いている。


　武使であるヒエンの感覚さえ狂わせるほどの妖力があるということだ。


「さて、どうするかな？」


　ヒエンはつぶやいた。


　いつのまにか、蟬せみがふたたび鳴きはじめている。





「──山のなかに入った村の衆が、何人も帰ってこないのです」


　ココツという村の領主で、アシンと名乗った男は、ヒエンにそう語った。


　そして、


「──妖怪の仕し業わざです」


　と、続けたのだ。


　なんでも、村人がたてつづけに行方ゆくえ知れずになっているらしい。


　そこで妖怪を退治してくれる武使を探していたというのだ。


　ココツ村は酒しゆ国こくハルミはサナイ郡に属する五十戸ほどの山村で、陵国ミサカから国境を越こえて、すぐのところにある。


　もっとも、主要な街かい道どうからは外れており、ヒエンたちは最初、村の存在に気づくこともなく、その先にある宿場町であるウツキまでいったんは移動した。


　そこで、ひと騒そう動どうあって、引き返してくるはめになったのだ。


「まったく、思いだすだけで腹が立ってくるぜ」


　ヒエンは吐き捨てるように言った。


　ウツキの町に着いたヒエンは、三さん軒げんあった酒宿をすべて訪ね、宿代などの交こう渉しようをはじめた。


　陵国ミサカでの一件で、路銀はたっぷりもらっているが、帝てい都とシスイまでの旅のあいだになにが起こるかわからない。節約するにこしたことはない、と思ったのだ。


　だが、それが仇あだになった。


　宿屋の近くに宝ほう飾しよく品ひんを造る工こう房ぼうがあったのである。


　まるで好物の匂においに惹ひかれるように、ヒエンの母であるセラが牛車から降り、ふらふらと入っていった。


　そして持ち合わせの路銀すべてと引き換かえに、翡ひ翠すいの首くび飾かざりを買ったのである。


　ようやく宿を決めてもどってきたヒエンは、セラが嬉うれしそうに首飾りを愛めでているのを見て、愕がく然ぜんとなった。


　すぐに返品するよう迫せまったが、彼女はまったく聞く耳をもたなかった。


「──これほど深く澄すんだ色合いの翡翠は、滅めつ多たに取れるものではない。細工も一流じゃ。いくら出そうと、惜おしゅうないわ」


　セラは誇ほこらしげに言った。


「──今日の宿代はどうするんだよっ？」


　ヒエンが問いつめると、


「──稼かせいでくるがよい」


　という答えが、平然と返ってきた。


　ヒエンは全身の血が沸ふつ騰とうしそうになったが、なにを言っても無む駄だだということはわかっていた。


　気に入ったものは満足するまで愛用するし、手放すときは自分よりそれが似合うと思う者に譲ゆずる。そういうときには、買った値段など気にせず、ただ同然で渡わたすのだ。


　今は衰おとろえているとはいえ、セラは帝てい国こくを統治してきた執しつ政せい家の姫ひめである。贅ぜい沢たくに育てられたはずだ。ヒエンのほうは帝都シスイでの修しゆ行ぎよう時代、仕送りなどいっさいなく、金にはずいぶん苦労させられている。


　理り不ふ尽じんの極きわみだと思うが、世の中そういうものだということは、すでに悟さとっていた。


　しかし、このままずっとセラの面めん倒どうを見続けるつもりはない。帝都に上り、実家である執政家に彼女を帰し、自由を取り戻もどすことが、ヒエンの切実な願いだ。


　だが、ここまでの道中、あちらこちらで騒動に巻きこまれ、やたら日数がかかっている。先を急ぎたいのだが、路銀がなければ話にならない。ウツキの町を駆かけずりまわって、ようやく仕事の口を見つけたわけだ。


　ココツという村で起きている怪かい異いの始末である。





「こんなことばかりやってたら、外げ道どうに落ちてしまうぜ……」


　武術を使うには心技体を鍛きたえあげるだけではなく、志も高くなければならないとされる。それを失えば、武使は堕だ落らくし、外道に堕だするという。


　しかし、父の死によって、ヒエンは武術の修行を続ける目的を見失っている。高い志など持ちようがない。こんな半はん端ぱな気持ちで、武術を使いつづけているのは危険なのだ。


　今の時代、邪じや道どう、外道に落ちる武使は数多くいる。それらが賊ぞくの頭領となって、アーシア各地で暴れまわっているのだ。


　東西に長く伸のびる山地を縫ぬうように走るこの街道にも、山さん賊ぞくははびこっていると聞いた。


　山賊とはいっても、昔は商人を襲おそうことはない。通行料さえ払はらえば、道案内をしたり、荷運びの手伝いさえしたそうだ。


　だが、世の中が乱れるにつれ、積荷を根こそぎ奪うばってゆく性しよう悪わるな賊が増えてきたのである。世が乱れれば、人の心も乱れるということだ。


　それゆえ、商人のほうも大きな隊商を組み、護衛を雇やとって荷を運ぶようになっている。


　度胸があり、腕うでに覚えがあれば、今の世の中、金を稼ぐのは難しくないといえる。もっとも、運が悪ければ、命を落とすことになる。


　命と金とを秤はかりにかけるような生き方は、ヒエンの望むところではないが、早さつ急きゆうに金を稼ぐには、武術の腕を売り込むしかなかったのだ。


　世の中というものは、かくもままならないものなのである。


　アズキトギが発する耳障ざわりな音と声は、あいかわらず耳に届いている。


　それに惑まどわされぬようにしていると、今度はなかなか奥へと進めないのだ。まるで見えない壁かべに遮さえぎられているかのようである。


「このままじゃ、らちがあかねぇな」


　ヒエンはうんざりとした顔でつぶやく。


　そして、アズキトギの妖よう術じゆつにあえてかかろうと決めた。


「どこへ誘さそおうとしているのかは知らねぇが受けてやるぜっ！」


　ヒエンはそう叫さけぶと、足が向くにまかせて歩きはじめた。
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　そして、たどりついたのは、大きな池の畔ほとりだった。


　今は水が涸かれている小さな谷川の流れこみで、扇おうぎ状じように砂利じやり浜はまが広がっている。大小の岩も、そこかしこに転がっていた。


　粗そ末まつな小屋が建てられ、小こ舟ぶねが一艘そう、浜に引き上げられている。


　漁でもするのだろう。


　あちらこちらで、魚が跳はねている。


　何種類もの蜻蛉とんぼがあたりを滑かつ空くうし、小さな蟹かにが水際を這はいまわっている。蟬せみと競きそい合うように、蛙かえるの鳴き声がどこからか聞こえてきた。


　アズキトギの音と声はいつのまにか消えている。


「こんな場所に誘いだして、どうしようってんだ？」


　ヒエンは手て頃ごろな岩に腰こしを下ろすと、流れる汗あせをぬぐい、竹たけ筒づつから水を飲んだ。


　そのとき、ふと目の前をちらちらとよぎるものがあった。


「砂……？」


　その瞬しゆん間かん、ヒエンは手にしていた竹筒を頭上に向かって投げつけた。


　竹筒はくるくると回転しながら飛び、カーンと乾かわいた音を響ひびかせる。


「ぴきーっ」


　笛を鳴らすような声がしたかと思うと、真上から大きな塊かたまりが落ちてきた。


　ヒエンはわずかに身体からだを反らしてそれを避よけると、腰の二刀を抜ぬく。


　子供くらいの大きさのものが足あし下もとの砂利に叩たたきつけられ、ふたたび笛を鳴らすような声をあげた。


「逃にげられねぇぞ」


　ヒエンは凄すご味みを利きかして声をかける。


「だうか、お見み逃のがしを……」


　それは人語で答えると、ゆっくりと二足で立った。


　四し肢しは短く、胴どうは細長い。顔の先は尖とがり、小さな丸い耳がついている。紺こん色いろの着物をまとい、頭には小さな冠かぶり物をくくりつけていた。


「てめぇ、砂撒スナマキだな？」


　ヒエンが恫どう喝かつするように言うと、イタチの妖よう怪かいはこくこくと首を縦に振ふった。


「さう呼ばれておりまする」


　スナマキは鼬イタチの霊れい獣じゆうであり、妖怪である。鼬もまた狐こ狸りと同様、霊れい性せいの強い生き物で、よく化けることで知られている。


　有名なのは鎌鼬カマイタチだが、スナマキもまたアーシア各地の山中でその姿を見られる。


　頭上から細かな砂を落とし、それをふりかけられた者は、猛もう烈れつな睡すい魔まに襲われ、その場で寝ね入いってしまう。


　なかには何年も眠ねむりつづける者もいて、神かみ隠かくしにあったと大おお騒さわぎになる。


「アズキトギが道に迷わせ、てめぇが眠らせるとは、たいした連れん係けいだな？　誰だれかに命じられてるのか？」


　左手に持った小こ太刀だち〝鳳ほう翼よく〟の刃やいばを、首筋にぴたりと当てながら、ヒエンはスナマキに問いかけた。


「そ、そのやうなことは……」
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　短い手をふるふる振りながら、イタチの霊獣は答える。


「あるんだな？」


　ふたたび声に凄味を利かせた。


「命じられてるわけではありませぬ」


　スナマキは、胸の前で手をこすりあわせながら、うなだれた。


「命じられてはいねぇが、誰かのために働いているのは、間ま違ちがいねぇよな？」


　そう問うと、スナマキはこくりとうなずいた。


　アズキトギではあるまい。


　あの狐きつねの霊獣も、おそらくスナマキと同様、誰かのために動いているはずだ。それを突つき止とめて、片付ければ、依い頼らいは果たせたということになる。


　村人たちの消息も、わかるだろう。


（もっと性しよう悪わるなヤツに、喰くわれてなきゃいいけどな……）


　ヒエンはそう願っているが、その可能性も否定できない。


「さて、その誰かのところへ案内してもらおうか？」


　ヒエンは右手に持つ小太刀〝凰おう翼よく〟の切っ先をスナマキの尖った鼻先に突きつけた。


「あ、あい……」


　スナマキは振り返ると、水の涸かれた谷川をとんとんと遡さかのぼってゆく。


　ヒエンは小太刀を抜ぬいたまま、イタチの敏びん捷しような動きにまったく後おくれを取ることなく続いた。


　そして着いたのは、古びた祠ほこらが建てられている滝たき下したの河原かわらだった。


　その滝も今は水が流れておらず、落ち込みのところに溜たまっているのみ。


　その背後は崖がけとなっており、人が立って入れるほどの大きさの洞どう窟くつがある。祠が建てられているということは、なんらかの謂いわれがあるのだろう。


　たしかに、周囲には、強い気が満ちているように感じた。


「いったい、この洞窟になにが潜ひそんでいる？」


　ヒエンはスナマキに訊たずねた。


　しかし、イタチの霊獣が答えるより先に、


「誰か……いるのか？」


　と、洞窟のなかから声が響ひびいた。


　岩の壁かべに反はん響きようし、くぐもってはいるが、若い女の声のように思えた。


　だからといって、油断はできない。妖怪には、女の姿をしたものもいるからだ。


　ヒエンは腰こしを落とし、二刀の小太刀を構えた。


　スナマキはこそこそとその場から逃にげだそうとしている。


　ヒエンはそれを止めなかった。


　そして、それは姿を現した。


　赤い着物を身に着け、腰までもある長く豊かな黒くろ髪かみの女だった。細身だが刀身の長い大おお太刀たちを腰に下げている。


「ん？」


　ヒエンは、娘むすめの顔をじろりと見た。


　あきらかに見覚えがある。


　細い顎あご、きりりとした細い眉まゆ、薄うすい唇くちびる。大きいが涼すずやかな目が印象的だった。


「なんで、おまえが？」


　ヒエンは驚おどろきの声をあげ、構えを解いた。


「ヒエン殿どのではないか？」


　娘のほうも目を見開く。


　彼女の名はスズリという。中海にある故郷の島に帰ったときに出会った。女の身ながら武使を志しており、ヒエンの父クオンに神明流の教えを受けようとしていたらしい。


「なにゆえ、このようなところへ……」


　スズリは呆ぼう然ぜんとした表情で言った。


「それは、オレの台詞せりふだぜ？　なんで、おまえがここにいるんだ？　あの大おお津つ波なみから、無事、逃げられたのはなによりだが……」


　ヒエンの言葉で、スズリははっとなり、険しい表情になった。


「わたしをアオイ島に置き去りにしておきながら、よくも言える」


「こっちにも余よ裕ゆうがなかったんだよ」


　ヒエンは苦く笑しようを浮うかべる。


　あのとき大津波にのまれ、ヒエンは意識を失ったのだ。そして気がついたときには、海の上にいた。しかし、そのことはあまり言いたくない。


「牛車が中海を渡わたっていたとの噂うわさを聞いたが？」


「牛車が水に浮くわけねぇだろ。神じん亀きに運んでもらったんだよ」


「ならば、わたしも連れていってくれてもよかっただろう？」


「だから、余裕がなかったんだよっ」


　ヒエンは顔をしかめる。


「あの羅ら刹せつ鬼きや牛うし鬼おにとの戦い、そして大津波のことは毎夜、夢に見る。おかげで、今、大変な苦労をさせられて……」


　そう言いかけて、スズリはヒエンの顔をじっと見つめた。


「ヒエン殿は、ここへ、なにをしにこられた？」


「ちょっとした仕事を頼たのまれてな」


「もしかして、あなたはこの祠の主を捕とらえに来たのか？」


「祠の主？」


　ヒエンは首をひねる。


「その祠の奥になにが棲すんでいるのかは知らねぇが……」


「そうなのだな？」


　スズリの眉の端はしがつりあがっている。


「あの者たちに、雇やとわれたのだな？」


　声の調子が徐じよ々じよに高く、激しくなっていた。


「まあ、そういうことになるかな……」


　あの者たちというのが、ココツ村の住人たちなら、そのとおりだ。


　しかし、路銀が足りなくなり、雇われ仕事をしていることは言いたくない。


「み、見み損そこなったぞ！　いやしくも武使たる者が、山さん賊ぞくの手下に落ちぶれるとは！　それでも、あなたは剣けん聖せいクオンの神明流を継つぐ者か！」


　金属を打ち鳴らしたような甲かん高だかい声が響いた。


　その瞬しゆん間かん、スズリの全身から赤色の霊れい光こうが炎ほのおのごとく立ち上る。


「ちょ、ちょっと待て！」


　ヒエンはうろたえた。


　霊光とは、闘とう気きが実体化したものとされ、それが最大に高まったときにのみ現れるとされている。ほんのわずかな時間で、霊光を発するほど闘気を高められる武使など、ヒエンは見たこともない。


（これが、この女の本気ということか？）


　アオイ島にいたとき、彼女が稽けい古こをしているところを見たことがある。


　身体からだは鍛きたえているし、武技も確かだった。しかし闘気があまり感じられず、武使としての力量はわからなかった。


　ただ彼女は十体近くの悪あつ鬼きをひきうけ、短時間で始末をつけている。


　これほどの闘気を発せられるのなら、それも納なつ得とくできた。


「オレの話も聞けって！」


　ヒエンは必死になって、スズリをなだめようとする。


「いいや、聞く耳もたぬ！　あなたの所業は、神明流の名を汚けがすこと。クオン様が生きておられれば、きっと成敗されていたはず。亡なき師に代わり、このわたしがあなたを討うつ！」


　そう叫さけぶなり、スズリはいきなり腰こしの大太刀を抜ぬき打った。


　驚くべき速さだった。まさに神速の一いち撃げきである。


　ヒエンは小こ太刀だちを抜いたままだったが、構えを解いており、受けるどころではなかった。


（これは死んだな）


　しかし、そう思ったときには、ヒエンは大きく飛び退すさっていた。


　武術を使ったわけでもなければ、武技を出したわけでもない。ただ、本能が危険を察知し、それに肉体が反応しただけだ。まるで獣けものも同然である。
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「なぜ、よけるっ！」


　スズリは細身の大おお太刀たちを振ふりかぶると、ふたたび打ちかかってきた。


　刃やいばが赤く染まったかと思うと、火か炎えんが小さな塊かたまりとなって飛散する。


　武術が、発動したのだ。


　凄すさまじい熱気が迫せまってくる。


　ヒエンはそのすべてをよけたが、見切ったわけでも、小太刀で弾はじいたわけでもない。やはり、肉体が無意識に動いただけだ。


　武術には心技体いずれも必要だから、無論、身体からだは鍛えている。


　だが、身体はもっとも基き礎そ的なものとされる。技わざと心を容いれる器うつわでしかない。それが今、その器だけで、ヒエンはスズリの猛もう攻こうをよけていた。


　なんとかして状じよう況きようを打開しなければ、いずれスズリの刃か術を受けることになる。


　高く跳はねたり、左右に転んだり、上体を仰のけ反ぞらせるなどして、ヒエンはぎりぎりのところで、スズリの鋭するどい斬ざん撃げきと炎の術をかわしつづけていた。


　しかし……


　唐とう突とつに、スズリの攻せめが鈍にぶった。


　一いつ瞬しゆん前までの炎ほのおのごとき闘気の高まりも、消し炭になったかのように緩ゆるんでいる。


（これなら、いけるぜっ！）


　ヒエンはようやくスズリの斬ざん撃げきを見切り、左手の鳳ほう翼よくで受けた。


　一度、受けさえすれば、あとはこちらのものである。ヒエンはスズリの攻こう撃げきをすべて受け、気を高めてゆく。


　そして、術を発動させる機会をうかがった。


「くっ……」


　劣れつ勢せいになったことを悟さとったスズリは、もう一度、術を使ってきた。


　炎の飛礫つぶてが弾はじける。


　しかし、気が高まっていなくては、術の威い力りよくはさしたるものではない。


　ヒエンは飛来してくる火玉を、両刀ですべて叩たたき落とした。


「木霊こだまぁ！」


　そして鳳翼を振るい、術を発動させる。


「あっ……」


　危険を感じ、スズリは両りよう腕うでで顔をかばった。


　その腕うでや脚あし、衣服が切り裂さかれてゆく。


　ヒエンは素す早ばやく間合いをつめると、凰おう翼よくの切っ先をスズリの喉のどもとに押し当てた。


「勝負あったな」


　ヒエンは大きく息をつく。


「む、無念……」


　スズリは口くち惜おしげにうめいた。


　ヒエンは全身に冷たい汗あせが流れているのを感じた。


　身体からだが反射的に動いていなかったら、初しよ太刀だちで頭を割られていただろう。無論、即そく死しだ。


　自分が死ねば、いったい誰だれがセラの面めん倒どうを見るのだと寒気がする。


　世間に放置するには、いろいろな意味で危険な人なのだ。


「敗れたからには、もはやこれまで！　さあ、殺せ！　殺すがいい！　かくなるうえは怨おん霊りようとなって、あなたの非道を正してくれよう！」


　スズリはそう言うと、地面に大の字に転がる。


「おまえなんかに取り憑つかれたくねぇよ……」


　この女なら本当に化けそうだと思った。


　ヒエンは両刀を鞘さやにもどすと、スズリに手を伸のばす。


「山さん賊ぞくってのは、どういうことだ？　どうやら、お互たがいに誤解があるようだ。まずは冷静に話しあおうぜ。それでどちらも後に退ひけないとわかったら、もう一度、仕合で決着をつけてもいいしな」


「誤解……？」


　ヒエンの手を取って、起き上がりながら、スズリはわずかに頰ほおを赤くした。


「とにかく傷の手当てをしな。そう深くはないが、そのままにして膿うんだりするといけねぇ」


　ヒエンは帯に挟はさんである晒さらし木も綿めんの束を差し出した。


「もしかして、あなたは祠ほこらの主を捕とらえにきたわけではないのか？」


　白布を受け取りながら、スズリは訊たずねた。


「だから、そこらへんの話を聞きたいんだ。どうも、オレはうかつに仕事を受けてしまったらしい……」


　ヒエンが言うと、スズリは地面に正座しなおしてから、うなずいた。
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　ヒエンはスズリに案内され、祠の奥にある洞どう窟くつへと足を踏ふみ入れた。


　中は暗く、なにも見えない。


　スズリが用意してあった松明たいまつに火を点ともし、右手に掲かかげる。


「ご覧を……」


　炎に照らされて現れたのは、異様な光景だった。


　洞窟の地面に二十人近い人が、並んで寝ねかせられていた。死んでいるのかと思うほど静かだが、胸はかすかに上下している。


「スナマキが眠ねむらせているんだよな？」


「そうだ……」


「なら、心配ねぇな」


　スナマキの呪じゆ術じゆつなら、何年、眠りつづけようと、普ふ通つうに目を覚ますはずだ。


「オレはアズキトギの術で誘さそわれ、スナマキに危あやうく眠らされそうになった。この人たちも同じようにここで眠らされているわけか……」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやく。


「それで、祠の主というのは？」


「最奥に……」


　スズリは先に立ち、松明をかざして奥へと進んでゆく。


　洞窟はしだいに狭せまくなってゆき、ヒエンは頭を打たぬよう中ちゆう腰ごしになった。


　そして、祠の主がその姿を現した。


　大きさは牛ほど。羆ひぐまのごとき毛皮をし、足には薄うすく縞しま模も様ようがある。特とく徴ちよう的なのは長く伸びた鼻だった。


　獣けものは藁わらのうえに横たわり、眠っているように見えた。


「こいつは？」


　霊れい獣じゆうの類たぐいについてはくわしいつもりだったが、心当たりはなかった。


「獏バクだ……」


　スズリは霊獣を見つめたまま答えた。


　その表情は先刻、斬きりかかってきたときとはまるで違ちがって、優やさしさにあふれている。


　そうしていると、普通の娘むすめにしか見えない。武術の道など歩んでいなければ、今いま頃ごろは良りよう縁えんに恵めぐまれ、嫁とついでいてもおかしくないのだ。


　数はそう多くはないが、女の身で武使を志す者もいる。


　しかし、武術を極きわめるには、一生を費ついやす覚かく悟ごがいるから、普通の暮らしはあきらめるしかない。男というものは、なにかに一生をかけるしかない生き物だからいいとして、女ならもっと賢かしこい生き方がありそうに思う。


　しかし、スズリの場合、先さき程ほどの苛か烈れつさを思うと、普通の暮らしはできないかもしれない。


「バクといえば、あの悪夢を食べるとかいう伝説の聖獣だよな？」


「そのバクだ」


　スズリはうなずいた。


「アーシアに降臨した神が、獣を創つくったとき、そのあまりを合成して生みだしたとされているんだったかな？　伝説や昔話では聞いたことがあるが、とっくに滅ほろんでいたと思っていたぜ」


「ここには、生きていたということだ」


　スズリはバクのほうにわずかに松明を傾かたむけた。


　それで、ヒエンは気がついた。


　バクは、ひどく傷ついていたのだ。全身、数カ所を矢のようなもので貫つらぬかれている。


「こいつは、ひでぇ……」


　ヒエンは聖獣に近寄り、傷の具合を確かめると、思わずうめいた。


　傷のいくつかは内臓に達している。普通の獣なら、間ま違ちがいなく命を落としていただろう。


「誰だれが、やったんだ？」


「バクの毛皮を狙ねらう山さん賊ぞくどもの仕し業わざだ……」


　スズリは顔をしかめながら答えた。


　神代には数多くいたとされるバクが伝説の存在となったのは、その毛皮が破格の値で売れるからである。


　そのため、居場所を知られたバクは、すべて狩かられてきた。


　その毛皮から作られる〝夢ゆめ枕まくら〟は、思いどおりの夢を見ることができる霊れい力りよくがあるという。


　それひとつあれば、夢のなかとはいえ、あらゆる幸福を体感することができるのだ。


　もっとも、それを手に入れた者は、現実を忘れ、ひたすら眠りを貪むさぼるようになるという。そして、たいていは最悪の末路を迎むかえることになる。


　理り不ふ尽じんに殺された聖獣の呪のろいといえるかもしれない。


　ヒエンが、ふと気づくと、スズリの全身から炎ほのおのような赤い霊れい光こうが、かすかに立ちのぼっていた。


　反射的に数歩、飛び退のく。


「いかがされた？」


　スズリがいぶかしげに声をかけてくる。


「いや、身体からだが勝手に反応しただけだ。さっきは、いきなり斬りつけられたからな」


「先刻は申し訳なかった。あなたが山賊の手先になったと思い込んで……」


　スズリは顔を赤らめながら、ヒエンに詫わびた。


「まあ、オレにも責任はあるからな。おまえがいなけりゃ、オレはスナマキやアズキトギを操あやつってるのが、この生き物だと勘かん違ちがいしたかもしれねぇ。こいつに、とどめを刺さしておけば、万ばん事じ解決だとな。危うく、聖獣を殺あやめるところだったぜ……」


「ココツ村にとっては、この聖獣はまさに守り神のはず。悪夢を見ないですむことが、いかに幸せなことか」


「こんな乱れた時代なら、尚なお更さらそうだよな……」


　ヒエンはあいづちをうった。


「そうすると、おかしいな。ココツ村の村主には、この祠ほこらやバクの存在は教えてもらっていない。他所よそ者ものには教えたくなかったのかもしれないが、オレが誤って、こいつを殺す危険だってあったはずだ」


「それこそが、その村主の狙いだからではないか？」


「つまり……そういうことかよ」


　ヒエンはこれ以上ないというほど、顔をしかめた。どうやら騙だまされていたらしい。


　村主を名乗っていた男は、山賊なのだ。バクや霊獣たちを倒たおすために、流る浪ろうの武使を雇やとおうとしたのだろう。


「ところで、アズキトギとスナマキは、村人たちをここに眠ねむらせて、どうするつもりなんだ？」


「あのキツネとイタチの霊獣は、バクの怪け我がを癒いやそうとしていたのだ。そのためには聖獣の霊力を高めるのが、いちばんの薬だ。それでアズキトギとスナマキは、村人や旅人たちを眠らせ、ここに運んできた」


「それで怪我が治るのかよ？」


　ヒエンは首をひねる。


「これはスナマキたちから聞いた話だが、バクは夢だけを食べて、永遠に生きつづける。しかし、悪夢ばかり食べていては霊力を消しよう耗もうする。反対に良い夢を食べれば、霊力が高まるのだそうだ」


「なるほど……」


　ヒエンはうなずいた。


「わたしはヒエン殿どのを追って、南の街かい道どうから酒国ハルミへと入った。しかし、陵国ミサカで災さい厄やくが起こったという噂うわさを耳に入れ、あわててこの中街道をもどってきたのだ。しかし、道を間違い、ココツ村へと向かう道を歩いているとき、アズキトギのあの声を聞いた。隠かくれているところを看破し、斬きり捨てようとしたが、許しを乞こうたので、事情を訊たずねたところ、この聖獣のことや山賊たちのことを知ったのだ」


「隠れているアズキトギを見破ったのか？　そいつはすげぇな……」


　ヒエンは感心した。あの忌いま々いましい音と声にはうんざりさせられたが、どこに潜ひそんでいるかはまったくわからなかった。


「わたしは……その……霊力が高いらしくて……」


　スズリはなぜか顔をこわばらせ、うめくように言った。


「それは、けっこうなことじゃないか？　神職や巫女みこになれるかもしれないし、死んだらそれこそ化けられるぜ？」


　さぞ、たちの悪い怨おん霊りようになることだろう。


「けっこうなことではない！」


　スズリは激しく首を横に振ふった。


「それより、オレを追いかけてきたというのは、どういうことなんだ？」


　ヒエンは気味悪そうにスズリを見つめる。


「アオイ島に置いてゆかれた恨うらみなら、さっき聞いたぜ」


「そのようなことではない！」


　スズリは目の端はしをつりあげた。


「ヒエン殿に、神明流を教えてもらおうと思ったのだ。クオン様には及およばないにせよ、あなたも立派な武使に違ちがいない。羅ら刹せつ鬼きと戦うのを見て、あなたから武術を学ぼうと決めたのだ」


「あれでかよ？」


　ヒエンは顔をしかめる。


　羅刹鬼トキノとの戦いは、ひどいものだった。ただ、ひたすら羅刹鬼の攻こう撃げきを受けつづけ、時間稼かせぎをすることしかできなかった。


　そのトキノは大おお津つ波なみに飲みこまれ、中海に消えている。いかに神代の鬼おにとて、ひとたまりもなかったはずだ。


「それに親父おやじが死んで、オレは武術の修しゆ行ぎようを続ける理由がなくなっちまったからな。もしかしたら、武使をやめるかもしれねぇ。あの親父にひと太刀たちを入れることが、悲願だったというのに……」


　ヒエンはため息をついた。


「武使をやめる？」


　スズリは愕がく然ぜんとなる。


「まだ、そうと決めたわけじゃねぇけどな」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんに言い返した。


　スズリにとっては、考えられないことなのだろう。一生をかけて、武術の道を進むつもりなのだ。


「それでは、わたしが困る。武術をやめるのは、せめてわたしにクオン様の神明流を教えてからにしてもらわないと……」


「勝手なことを言うんじゃねぇよ。それに、オレには親父の神明流を教えることなんてできねぇしな。修行がまったく足りてないぜ」


　ヒエンはため息をつく。


「それにしても、ずいぶん親父にこだわるよな？　なにか理由でもあるのか？」


「剣けん聖せいクオンの名は、誰だれもが知っている。若くしてアーシア全土を巡めぐり、あらゆる流派の武使を相手に仕合をし、一敗もしなかったと聞いた。しかも、クオン様は仕合の相手を誰ひとり殺すことなく、その多くと友になったという。そして、わたしは幼いとき、商都ミナマでクオン様が仕合をするところを見たことがあるのだ。その武術の強さと美しさに憧あこがれ、わたしは武使を志した……」


　スズリは夢見るような表情で語った。


　父クオンがアオイ島を離はなれたのは、数えるほどしかない。その旅のあいだに、仕合を挑いどまれたのだろう。


「噂じゃそうらしいがな……」


　ヒエンはうんざりとした顔になる。


「たしかに、武術は物もの凄すごいが、普ふ段だんはひどいもんなんだぜ？　母さんにべったりだったし、修行と称しようして家事いっさいをオレにやらせるし。どこの家も同じだと思ってたのが腹立たしいぜ」


　世間を知らないまま育ったせいで、帝てい都とで暮らしはじめたころは戸と惑まどいもし、失敗もしでかしたものだ。それもこれも、父クオンと母セラのせいである。


「夫ふう婦ふ仲が睦むつまじいのはよいことではないか？　それに家事は、わたしも苦手ゆえ……」


「ああ、それはひと目でわかった」


　ヒエンは容よう赦しやなく言った。


　一度、家事をしているところを手伝ってくれたのだが、すぐに追い返した。不器用ではないのだろうが、やることがいちいち大おお雑ざつ把ぱで、細かな作業には向いていないのだ。


「あんたが親父を尊敬してくれているのは、もちろん悪い気はしねぇ。だが、オレは親父とは違うからな。あきらめて、他ほかの流派で修行してくれ」


「神明流でなければならぬのだ！　ヒエン殿にも先刻、わかったはず。わたしは感情が高ぶると、それを制することができない。これまで教えを受けたすべての師し範はんから、このままでは武術を極きわめることはできないと宣告されているのだ」


　スズリは必死の表情である。


「それで神明流というわけか……」


　武術の流派のほとんどは、気を乱すゆえ、感情が激することを戒いましめている。


　しかし神明流だけは、激しい感情を気に乗せうるとしていた。しかし、それは至難であり、また危険でもあるとされる。ひとつ間ま違ちがうと、自らの感情に飲みこまれ、不覚を取ることもあるし、外げ道どうに堕だすることもあるのだ。


　どうしようもなく感情が抑おさえられないようなときのための心得であり、奥おう義ぎ、極ごく意いというようなものでもない。ある意味、裏の技わざだ。


「それにしても、一いつ瞬しゆんで、あそこまで気が高められるのは貴重な才能だぜ？」


　優すぐれた武術使いとなるには、心技体、すべてを鍛きたえなければならない。技と体は日ひ頃ごろの鍛たん錬れんこそが大切だが、心のほうはなかなか思いどおりにゆかない。しかし、仕合のときには、気力の差で決着がつくことのほうが多い。それゆえ、武使は自らの心を律することに苦心することになるのだ。


「気力が続かなくては意味がない！」


　スズリは激しく首を振ふった。


「たしかにな……」


　先刻は油断をしていたから、初しよ太刀だちを受けられなかったが、十分に備えていれば、なんとかなったと思う。その後の猛もう攻こうも、押しこまれはしただろうが、おそらく凌しのげたはずだ。


　短時間で気が緩ゆるむのなら、その後は楽に戦える。正式な仕合であれば、スズリに負ける気はしなかった。


　だが、それはヒエンが、父クオンから徹てつ底ていして受けを鍛えられているからであり、並の武使では立ち合いざまの猛攻で瞬しゆん殺さつされるに違ちがいない。


　すなわち、スズリの武術の本質は、敵の動きを封ふう殺さつする〝殺せつ人にん刀とう〟なのだ。一方、神明流は敵の動きを制して勝つ〝活かつ人じん剣けん〟を流りゆう儀ぎとする。目指す武術は真逆であり、相あい性しようがいいとはとうてい思えない。


「お願いだ。どうか、わたしに神明流を教えてくれ」


　スズリは地面に手をついて、頭を低く下げた。


「事情はわかったが、オレはとてもそんな気になれねぇな。神明流を継つぐ者は、他にもいるわけだから……」


　しかし、神明流はさほどさかんな武術の流派ではない。


　流る浪ろうの武術といわれ、道場などは構えないし、弟で子しも進んでとらない。父が武術を教えた者は何人かいるらしいが、皆みな、神明流を極めることなく、離れていったそうだ。


　修しゆ行ぎようは厳しいし、攻せめを禁じられ、受けだけを徹てつ底てい的てきに鍛錬させられることに、嫌いや気けがさすらしい。


　当然だと思う。ヒエンはそれしか知らなかったから、疑問の抱いだきようがなかっただけだ。


「全国を回れば、神明流の使い手にも出会えるさ」


　ヒエンはスズリにそう言ってみたが、自分の言葉を信じる気にはなれなかった。


「そうか……」


　スズリはひどく落らく胆たんした様子で立ち上がる。これ以上は、なにを言っても無む駄だと悟さとったようだった。


「悪いが、話をもどさせてもらうぜ……」


　うなだれているスズリに向かって、ヒエンは声をかけた。


「とにかく、良い夢を見せれば、バクの怪け我がも治るってことだったよな？　しかし、この村人たちじゃあ、良い夢を見るどころじゃないだろう」


　ヒエンは並んで横たわっている人々を振り返った。


　アズキトギに方向感覚を狂くるわされて、そしてスナマキの妖よう術じゆつで無む理り矢や理り、眠ねむらされているのである。悪夢を見続けている可能性のほうが高い。


「ヒエン殿どのは、よい夢を見られるほうか？」


「オレは寝ね付つきも寝起きもいいからなぁ。夢を見てるのか、見てないのかさえわからねぇ。ただ間違いなく、夢見のいい人を知ってるぜ。その人を連れてくれば、おそらく即そく座ざに解決だ」


　ヒエンは自信の笑えみを浮うかべた。


　言うまでもなく、セラのことである。彼女の寝顔は、いつも安らかで、楽しそうだ。寝言で笑い声をあげることもしばしばだ。


　彼女ならきっと特上の夢をバクに馳走するだろう。


「ただ、困ったことに、母さんはココツ村に置いてきたんだよなぁ」


「セラ様を？」


　スズリの顔から血の気が失うせた。


「あの村は今や山さん賊ぞくの根城となっている。ヤツらがセラ様になにかしようとしたら……」


「まあ、大変なことになるだろうな」


　中海や隣りん国ごくミサカで起きたような惨さん事じが、この地でも繰くり返されることになる。


　スズリも、そのことは知っている。だから、ミサカで起きた天災の話を聞いただけで、自分たちがいると感じ、追いかけてきたのだ。


「まあ、今はオレに対しての人ひと質じちだろうから、大だい丈じよう夫ぶだと思うが」


「しかし、急ぐにこしたことはない」


「無論そうだ。ただ、オレが村に帰ったら、山賊たちはどう出るか……」


　セラを返し、約束の報ほう酬しゆうを払はらうようなことは、まずあるまい。


「不意討うちか騙だまし討ちにして、始末するといったところだな」


　スズリは冷たく言った。


「ま、そんなところだろうな……」


　ヒエンは苦く笑しようをする。


「簡単に討たれるつもりはねぇが、オレが暴れると、村人に害が及およぶかもしれないからな」


　ヒエンはふかく腕うでを組み、しばらくのあいだ思案する。


　そして策といえるほどでもないが、ひとつだけ打つ手を思いついた。


「おまえがここにいることは、賊ぞくたちは知らねぇよな？」


「おそらく、そのはずだ」


　スズリはうなずく。


「なら、頼たのまれてくれねぇかな？」


「わたしにできることであれば、協力は惜おしまぬが……」


「なに、そう難しくはねぇ」


　ヒエンはそう前置きして、思いついた手を、スズリに語っていった。
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「仕事を果たしてきたぜっ！」


　そう声こわ高だかに叫さけびながら、ヒエンはココツ村の木戸をくぐった。


　スナマキとアズキトギに縄なわをかけ、村人を四人、連れている。四人とも女である。そのうちのひとりは、かぶりものをしていた。


「女だけ、連れもどったぜ。男たちはまだ妖よう怪かいどもの術が解けず、動けないでいる。だが、皆みな、無事だから、安心するがいい」


　ヒエンの声を聞いて、村人たちが外へと出てくる。しかし皆、戸口のところで、怯おびえたような表情を浮かべているだけだった。


　そういえば、村を出るときもそんな様子だったが、ヒエンは怪かい異いのせいだろう、と気にも止めなかった。


　今なら、彼らがなにに怯えているのかわかる。


　数人が、領主の屋や敷しきに向かって走りだすのが、視線の端はしに見えた。


（おそらく山賊どもだな）


　ヒエンは思ったが、気づかぬそぶりをする。


　そして村主の屋敷の門をくぐった。庭の向こうにその村主の姿がある。


　ヒエンにはアシンと名乗っている。それは偽ぎ名めいではあるまい。だが、村主というのは騙かたりで、おそらくは山賊の頭目だろう。


　長身でひきしまった体格をしている。武使であるのは最初に会ったときにわかったが、さほど強そうな印象は受けなかったし、邪じや気きも感じなかった。


　気を抑おさえていたのだろう。それができるということは、かなりの使い手のはずだ。そして、覚かく悟ごを決めた悪人ともいえる。


　アシンの側には手下らしいのが、ふたりひかえている。


　そしてセラの姿もあった。


　いにしえの妖よう精せいの容姿をもつヒエンの母は、不ふ機き嫌げんな顔をして立っていた。


　山賊たちから、ひどい扱あつかいを受けていたのかもしれない。きっと、あとで散々に、小言を聞かされるだろう。それを思うと、うんざりするが、今回は自分のほうがうかつだったから、殊しゆ勝しように聞くしかない。


　それにしても、彼女の我が慢まんが限界を超こえなかったのは幸いだった。もし、超えていたら、どんな災さい厄やくが起こったかわからない。


「仕事は果たしたぜっ」


　ヒエンは大声で、アシンに呼びかける。


「ご苦労だったな……」


　村主はそう答えると、高笑いをあげた。


　そして右手をあげて、合図をする。


　すると、庭のあちこちに潜ひそんでいた男たちが、ヒエンを取り囲む。当然、武装している。


　女たちが悲鳴をあげ、村主の屋敷のほうへと逃にげる。他ほかは、道を塞ふさがれているからだ。


「これは、どういう真ま似ねなんだ？」


　ヒエンは驚おどろいた表情を装って、山さん賊ぞくの頭目を睨にらみつける。


「教えるまでもない。おまえには、ここで死んでもらうのだからな」


　アシンは手下のひとりが差し出した弓と矢や筒づつを受け取ると、そのうちの一本を引き抜ぬき、ヒエンに狙ねらいを定さだめ、引き絞しぼる。


　もうひとりの手下が、セラに刀を突つきつけていた。


　セラはまったく動じず、ヒエンを見つめている。


「そいつが術を使う素そ振ぶりを見せたら、即そく座ざにかかれ。その娘むすめも容よう赦しやなく殺せ……」


　アシンが含ふくみ笑いとともに命じた。


　ヒエンは、自分に向けられた矢を睨みつけたまま、一歩も動かない。


　額の中央に相手の気が集中するのを感じた。


「幽ゆう月げつ流りゆう弓きゆう術じゆつ〝鵜う目もく鷹よう目もく〟。我が必殺必中の一いつ矢し、受けてみよ！」


　そして、弦げんを引いた手を離はなそうとした瞬しゆん間かん、


「させぬ！」


　いつのまにか、村主の背後に忍しのびよっていた人ひと影かげが、その弦を懐ふところ刀がたなで断った。先さき程ほど、屋敷のほうへと逃げた村の女のひとりである。


　変装をしていた、スズリである。


　頭を隠かくしていたかぶり物をむしり取ると、豊かな黒くろ髪かみが波打つ。


　何が起きたのか理解できないでいる手下たちの首筋に、素す早ばやく手刀を叩たたきこむ。


　白目をむいて、手下たちは相次いで倒たおれた。


「お久しゅうございます……」


　スズリはセラに呼びかけ、背後にかばった。


「おお！　スズリではないか？　あいかわらず、豊かで艶つややかな黒髪じゃのう。それに見事にくびれた腰こし……」


　セラは笑え顔がおになると、スズリの髪や身体からだに触ふれてゆく。


「お、おやめください」


　スズリは顔を赤らめて言った。


「こ、小こ娘むすめがっ！」


　アシンが怒いかりのため赤黒くなった顔で、スズリを睨みつける。


「武使でありながら、山賊に身を落とすとはな！　恥はじを知れ！」


「山賊と呼ばれるのは一時のことよ。まずは一村、次は一郡、さらには一国を奪うばい、我が名を轟とどろかせてみせるわ！」


　アシンは大声で叫さけんだ。


「武術を私し利り私し欲よくに使うは、外げ道どうのすること。貴様はこのスズリが討うつ！」


　スズリはそう叫ぶと、懐刀を逆手に構える。


「ヒエン殿どの！　セラ様は、わたしがお守りする。存分に戦われよ」


　そう声を、かけてきた。


　次の瞬間には、全身から真っ赤な霊れい気きが立ち上っている。


「ほんと早ぇな……」


　ヒエンは苦く笑しようを浮うかべた。


　一いつ瞬しゆんにして、最大まで気を高められるのは、天性のものだ。それが続かないというのは、たしかに惜おしい。


「さて、と……」


　ヒエンは自分を取り巻く、山賊の手下どもを見回した。


　弓使いは弓の他に武器を持っている様子はないので、スズリにまかせても心配ないだろう。


　武使でもないただの賊ぞくが相手では物足りないが、見み逃のがすつもりはない。


「命は取らないから、安心しな。だが、骨の一本や二本、折られるぐらいは覚悟するんだぜ」


　ヒエンは腰の二刀をひきぬくと、刃やいばを返してから前後に押し出した。神明流〝無方〟の構えである。あらゆる方向からの攻こう撃げきに備えるものだ。


「一いつ斉せいにかかれば、相手が武使とて恐おそれることはない！」


　あきらかに怯ひるんでいる様子の手下を、アシンが鼓こ舞ぶする。


「そうしてくれると、話が早はえぇや」


　ヒエンは不敵な笑いを浮かべた。


　しかし、手下たちは包囲の輪を狭せばめたものの、なかなか斬きりかかってこない。


　誰だれかが最初に動くのを、待っているのだろう。


「しかたねぇ。そういうことなら、こっちからゆくぜっ」


　ヒエンはわずかに気を乗せると、身体を一回転させた。


　鳳ほう翼よく、凰おう翼よくの刃が一瞬、白く輝かがやく。


　そしてヒエンを中心に、旋つむじ風かぜが舞まった。


〝真空斬〟と呼ばれる術である。風の属性を持つ武器が発動する初心の術だ。鳳翼、凰翼はこの術のために鍛きたえられた武器ではないし、神明流が得意とする術でもないが、気がさほど高まっていなくとも、これぐらいなら出せる。


　風の刃に衣服や肌はだが切れ、山賊たちは怯んだ。


　ヒエンは大きく跳ちよう躍やくし、手下たちのあいだに割ってはいる。


　そして縦横に二刀を振ふるった。二刀の峰みねが、山賊どもの手や首筋をしたたかに打つ。


　男たちは悲鳴をあげてうずくまり、あるいは悶もん絶ぜつしてその場に倒れた。


　それを見て、かなわぬと悟さとった山賊どもの何人かが逃にげだそうとする。


「サセヌ……」


　いつのまにか、縄なわから抜けだしていたアズキトギが身体の周囲に青白い炎ほのおを浮かべた。


〝狐きつね火び〟である。


　キツネの霊れい獣じゆうの多くが使う妖よう術じゆつだ。その炎は熱くはない。だが、その炎に取り憑つかれると激しい脱だつ力りよく感かんに襲おそわれ、一歩も動けなくなるという。


「ケケッ」


　アズキトギは短く鳴くと、逃げようとしている山さん賊ぞくたちに狐火を放った。


　青白い炎は、ゆらめきながら宙を走り、山賊たちの肩かたのうえに取り憑く。たちまち男たちはその場にくたくたとしゃがみこんだ。


　別方向へ逃げようとしている三人ほどには、やはり縄から抜ぬけだしていたスナマキが立ちはだかっていた。


「失礼しまする……」


　そう言うなり、イタチの霊獣は山賊たちに尻しりを向けた。


　そして液体を放出する。


〝放ほう屁ひ〟したのである。霊獣ならずとも、イタチならふつうに使う。その液体を顔に浴びた山賊は顔を手でかきむしり、苦しそうにもがく。屁へとはいうが、その刺し激げき臭しゆうは凄すさまじく、目も見えなくなり、息をすることもままならなくなる。


　ヒエンは霊獣たちを縛しばっていた縄を使い、今度は山賊たちを後ろ手に縛りあげてゆく。


「こっちは片づいたぜっ」


　ヒエンはスズリを振り返る。


　彼女はまだ戦っていた。


　しかも、意外なことに劣れつ勢せいに立たされている。


　アシンは、全身の数カ所を斬られ、血を流していた。だが、うまく急所ははずしている。スズリも懐かい剣けんで戦っていたので、仕留めきれなかったのだろう。


　そして気が緩んだのだ。


「早すぎだぜ……」


　ヒエンはうめいた。


　驚おどろいたことに弓使いは、弦げんの切れた弓で戦っていた。


　弓の中央を持ち、変へん幻げん自じ在ざいに操あやつりながら、したたかにスズリに打ちつける。


　まるで鞭むちで打たれたように、衣服のみならず、皮ひ膚ふも裂さける。


　スズリの着物はずたずたで、その下にある白い肌にも何条もの赤い筋が走っていた。


　ヒエンはあわてて、スズリのもとに駆かけ寄る。


「手出しは無用に願う！」


　スズリは言った。


　同じ武使として、ヒエンにもその気持ちはわかる。


「ほらよ」


　ヒエンは、だから、背中に交差させて背負っていた大おお太刀たちのうち、朱しゆ色いろに塗ぬられた鞘さやのほうを外すと、スズリに放ほうり投げた。


　スズリはうまく隙すきを見つけ、空中でそれを受け取る。


　だが、劣勢なのは変わらない。


「このままじゃ、まずいな……」


　ヒエンは唇くちびるを嚙かんだ。


　気が衰おとろえていては、挽ばん回かいは難しい。しかし一度、衰えた気を、もう一度、高ぶらせるのは容易なことではない。


　ヒエンは励はげましの言葉がないか、考えてみる。そしてひとつだけ、思いついた。


「そいつに勝てたら、神明流を教えてやるぜっ！」


「それは真まことか？」


　スズリの表情が輝く。


「勝てたらだ！」


　ヒエンはうなずきながら言った。


「承知！」


　スズリは大太刀を鞘から抜き、アシンが繰くりだしてきた弓の攻こう撃げきを受けた。


　次の瞬しゆん間かん、彼女の気はふたたび高まっていた。


　赤い霊れい光こうが全身から立ち上る。


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶ！」


　スズリは細身の大太刀を一いつ閃せんさせた。


　術が発動し、炎ほのおの飛礫つぶてが弾はじける。


「うおっ」


　それを全身に浴び、アシンという名の弓使いは、炎に包まれた。


　苦く悶もんのあまり、地面を転げる。


「とどめをっ！」


　ヒエンが声をかけた。


　この男ばかりは、生かしておくわけにはゆかない。


　スズリはうなずくと、太刀の切っ先でアシンの心臓を正確に貫つらぬいた。


　血しぶきがあがり、弓使いは息絶える。そして愚おろかな野心も、ともに消え失うせた。
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　かくして、ココツの村は、山さん賊ぞくたちから解放された。


　本物の村主は、家族ともども山賊の一味に殺されていたそうだ。


　捕とらえた山賊の手下たちは、サナイ郡の郡主のもとに引き出され、裁きにかけられることとなった。


　おそらく、ほとんどの者が死罪となろう。


　そして今、山中の祠ほこらの前の河原かわらで、村人総出の宴うたげが催もよおされている。


　洞どう窟くつで眠ねむらされていた村人たちも術を解かれ、参加していた。


　村人たちは歌い、踊おどり、騒さわいだ。


　ココツ村の人々は先祖代々、バクを崇あがめ、またその存在を秘しつづけたのだ。


　バクを殺し、その毛皮を売れば、莫ばく大だいな金が入る。だが、金はいずれなくなる。しかし、バクが生き続けるかぎり、子々孫々、悪夢にさいなまれることはない。


　それこそが本当の幸せであることを、ココツ村の人々は知っていたのだ。


　ヒエンとセラ、そしてスズリももちろん宴に参加している。


　セラは上じよう機き嫌げんで料理を食べ、酒を呑のみ、ヒエンを叱しかり、スズリを愛めでた。


　そして先刻、幸せそうに眠りについた。


「やれやれだぜ……」


　ヒエンはため息をつくと、母の小こ柄がらな身体からだを抱だきあげる。


　そして洞窟の奥で横たわるバクの前で横たわらせる。


　むにゃむにゃと、セラは何事かつぶやいた。


「本当に幸せそうなお顔だ」


　スズリが感心したように言う。


「辛つらいことだってあるはずだけどな。この人は、どんなときでも、楽しいことを見つけだすんだ」


「お強い人なのだな」


「そうなのかもな……」


　スズリの言葉に、ヒエンはうなずいた。


「ところで、ヒエン殿どの、よもや約束を忘れていないだろうな」


「神明流を教えるということか？」


　ヒエンはうんざりとした顔をする。


「その顔はなんだ？」


「ああでも言わないと、おまえ、負けてたろう？　命を救ってやったんだから、それだけで感謝しろ」


「わ、わたしを謀たばかったのか？」


　スズリが気を高ぶらせるのを、ヒエンは感じた。


　うっすらと赤い霊れい光こうが立ち上りはじめている。


　おもしろい女だ、と思った。


「オレは武術を捨てようかと思っている。だが、今はまだ修しゆ行ぎようを続けている。それを勝手に見て、覚える分にはかまわねぇ。これまでいくつも流派を学んできたんだから、それだけでも身につくことがあるだろう」


「あ、ありがとう！」


　スズリは感極きわまった表情で、ヒエンの手を取る。


　普ふ段だんとは違ちがって、年相応の娘むすめらしい華はなやかな口調だった。


（もったいねぇよな）


　ヒエンはため息をついた。


　これほどの器量があるのに、女を捨てるような生き方を志さなくてもと思う。ひとりが女を捨てるごとに、男がひとりあぶれることになるのだ。そのひとりが自分でないとは、ヒエンには言い切れない。


　自分がなにをしたかに気づき、スズリはあわてて手を離はなした。


「よ、よろしく頼たのむ」


　そして表情をとりつくろってから、深々と頭をさげた。


　わずかに火ほ照てる顔を見られまいと思ったのかもしれない。


「おっ？」


　ヒエンが声をあげた。


「どうされた？」


　スズリが顔をあげる。


「見てみな」


　ヒエンがバクを指差した。


　夢喰くいの聖獣は、薄うすく目を開いていた。そして長い鼻を伸のばし、セラの頰ほおに触ふれる。


　セラがくすぐったそうに身をよじり、笑い声をたてた。


　聖獣の身体は、純白の霊光に包まれていた──
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　山間の街かい道どうに気合いの声が響ひびいていた。


　ヒエンとスズリが刀を交えているのだ。


　ともに、大おお太刀たちを手にしていた。


「オラッ！　オラオラッ！」


　攻せめかかっているのは、ヒエンである。


「うっ！　くっ！」


　スズリのほうは苦く悶もんの表情を浮うかべ、ヒエンの太刀を必死で受けている。


「ソイッ！　ソリャアッ！」


　ヒエンが繰くりだす大太刀の斬ざん撃げきは、まったく途と切ぎれることはない。


　旋せん風ぷうのごとく、あらゆる方向から打ちかかってくる。


「あっ！　ああっ！」


　ついに一いち撃げきを受け損そこねて、スズリは左の太ふと腿ももを打たれた。


　ヒエンが持つ大太刀は柔やわらかな芯金のみで刃やいばはない。


　だが、鋼はがねには違ちがいなく、痺しびれるような痛みが走り、その場に膝ひざをついた。


「甘い、甘すぎる！　足の運びがまるでなっちゃいねぇ。その太い足、斬きってくれと言わんばかりだぜ」


　ヒエンが大太刀を担かつぐように持ち、とんとんと峰みねで肩かたを叩たたく。


　スズリは今風に着物の片側を切り、左足はほぼ素す足あしだ。肌はだが白いので、まるで誘さそっているように目立つのだ。


「なっ……」


　スズリは屹きつ然ぜんと顔をあげ、ヒエンを睨にらみつけた。


　眉まゆの端はしが、ぴくぴくと震ふるえている。


「まだ、続けるか？」


「む、無論だ！」


　スズリは立ちあがると、大太刀を構えなおした。


「ハッ！　ハアッ！」


　ヒエンはふたたび疾しつ風ぷうのごとく斬りかかってゆく。


　スズリはそれを受けてゆくが、徐じよ々じよに息があがってきた。


「もっと動きを見ろ！」


「刃は筋すじを先読みしようとするんじゃねぇ！」


「相手の気に合わせるんだ！」


　ヒエンは、刀を振ふるいながら細こま々ごまと指南するが、口調が乱暴なので、まるで罵ば倒とうしているようだった。


　スズリは心の奥から轟ごうとわきあがってくるものを感じた。


　そして次の瞬しゆん間かん──


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶ！」


　スズリの全身から一いつ瞬しゆん、霊れい光こうが立ちのぼったかと思うと、大太刀の刃から炎ほのおの飛礫つぶてが弾はじけた。


「おおっ？」


　ヒエンは寸前で、スズリの気が高まったのを感じ、受けの構えに移っていた。


　しかし、大太刀での受けは、二刀の小こ太刀だちほどには慣れていない。飛礫のひとつを躱かわしきれず、着物の裾すそを撃うち抜ぬかれた。


　焦こげた臭においとともに、白はく煙えんがぶすぶすとあがる。


「な、なにをしやがる」


　ヒエンはあわてて着物を脱ぬぐと、火の粉を払はらい除のけた。


　牛車まで走り、なかから裁さい縫ほう道具と布切れを取りだした。そして器用にツギを当ててゆく。


「すまない……」


　スズリは下着姿のまま繕つくろいをしているヒエンに謝った。


　だが、あまりに情けない姿なので、顔は背そむけたままである。


「おまえが神明流の受けを覚えたいというから相手をしてやったんだぜ？　術を使って反はん撃げきするとは、どういう了りよう見けんだ？」


　繕いを終え、着物を穿はいてから、ヒエンはあらためて怒ど鳴なった。


　着物は一見して、ツギをしているのがわからないほど見事に修しゆう繕ぜんされている。


「ヒエン殿どのの攻めがあまりにも陰いん湿しつゆえ、いたぶられているというか、なぶられているというか、そんな気になったのだ」


「陰湿で悪かったな。だが、受けの稽けい古こで単調に攻めたって意味がねぇだろ？」


「だから、謝っているではないか！」


　スズリは言い返す。


（それが謝っている態度かよ）


　ヒエンは思ったが、それは言葉にはしなかった。


　これ以上、言い争いになれば、話がずれてゆくに決まっている。


「それにしても……」


　ヒエンはスズリをじっと見つめる。


「おまえ、本当に受けは下手へただな」


「じ、自覚はしているが……」


　スズリの顔が赤くなる。


「攻せめてるときの無む駄だのない太刀たちさばきや身のこなしが見る影かげもねぇ。刃筋は乱れる、動きは硬かたい、まるで別人だぞ？」


「そ、そこまで、ひどいか？」


「ひどい」


　ヒエンは即そく答とうした。


「毎日、繰くり返していれば、型や構えは自然、身についてゆくだろうが、おまえの場合、そういう問題じゃねぇ気がするぜ」


「ど、どういうことだ？」


　恐おそる恐るという口調で、スズリは訊たずねる。


「はっきり言えば、向いてねぇ」


　ヒエンは一刀両断に言った。


「そんな……」


　スズリは本当に斬られたように、よろよろと後ずさる。


「相手の斬ざん撃げきに込められた気や想念を受け入れるほどに感じ、瞬で止めるのが神明流の受けだ。おまえは最初から払いのけようとしているだろ？」


「当然ではないか？　斬られないために受けるのだから……」


「その意識が強すぎると、相手の攻めを先読みし、かえって誘さそいに乗せられたり、瞬より早く止めて、勢いを殺せず、押し込まれることになるんだよ」


「そういえば……」


　スズリはうなずく。


　右から仕し掛かけるかと思えば、手首をひねり、左からくる。


　上段からの切りおろしを見切り、隙すきをつこうと前に出ると、刃やいばを返し、切りあげてくる。


「まさに狡こう猾かつな攻めだった……」


　脳のう裏りに思い返すため、スズリは目を閉じた。


「おまえ、もうすこし言葉を選べ！」


　ヒエンはたまらず声を荒あらげた。


「弟で子しにしたわけじゃねぇが、いちおう教えてやってんだから」


「す、すまない」


　スズリはふたたび謝った。


「まったく……」


　ヒエンはぶつぶつ言いながら、遅おそい朝飯の支し度たくをはじめる。


「その傷、母さんに看みてもらいな」


　鉄てつ鍋なべを火にかけながら、振り返りもせず言った。


　その言葉で思い出したように、打だ撃げきを受けた太ふと腿ももが痛みだす。


　ヒエンの母であるセラは、牛車の側で、じっと正座していた。稽古のあいだ、ずっとそうしていたような気がする。


　スズリは足をわずかにひきずりながら、セラのところへ行った。


「終わったようじゃな？」


　セラは笑えみを浮うかべると、両手を突つきあげ、大きく伸のびをした。


「さっきから腹が鳴りどおしじゃ」


「お手数ですが、ヒエン殿がセラ様に看てもらうようにと……」


　スズリは一礼してから片かた膝ひざをつき、太腿に受けた傷を見せる。


　赤く筋状に腫はれあがり、血が滲にじんでいた。


「父親に似て、あいつも容よう赦しやないのう」


　セラはため息をつくと、懐ふところから蛤はまぐりの貝かい殻がらに詰つめた軟なん膏こうを取りだした。


　そして指に取ると、丁てい寧ねいに傷口に塗ぬりこんでゆく。


「つっ……」


　沁しみるような痛みがあり、スズリはわずかに顔をしかめた。


　しかし、すぐに傷口が温かくなり、噓うそのように痛みがひいていった。


「この薬は、いったい？」


「秘薬じゃ。材料は聞かぬほうがよいぞ」


「さ、さようですか」


「さて、汁しるが煮にえるのを待ちながら、握にぎり飯めしなどほおばるとしよう」


　セラはそう言うと、すっくと立ち上がった。
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　商都と称しようされるミナマの街は、河国アシベに属し、大川と称されるサミル川の河口に位置する巨きよ大だいな港街である。


　かつては小さな漁港だったが、帝てい国こくの拡大とともに貿易の拠きよ点てんとして発展していった。


　大陸中の物産がここに集まり、そして各地へ運ばれてゆく。


　帝国が衰おとろえ、戦乱の時代となった今も、商都の活気は衰えを知らない。


　港には大小の船が出入りし、街には人々があふれていた。


「すごい人じゃのう……」


　牛車の窓から顔を覗のぞかせながら、セラが瞳ひとみを輝かがやかす。


「あまり顔を出すなよ」


　青毛の馬の手た綱づなを持ち、赤毛の牛が引く車の前を歩いているヒエンが、周囲をうかがいながら言った。


　セラの髪かみや瞳の色、それに先の尖とがった細長い耳は衆目を集める。


「表に出るときは、髪と耳は隠かくしておくんだぜ」


「口うるさい奴やつじゃのう」


　セラは不ふ機き嫌げんに言うと、牛車のなかに顔をひっこめた。


「母さんはともかくとしてだ……」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやくと、スズリを振ふり返る。


　彼女は牛車の後ろに張りついて、落ち着きなく周囲を見回していた。


　商都に入ってから、ずっとその調子なのだ。


「なんで、おまえが隠れる必要がある。刺し客かくにでも狙ねらわれてるのかよ？」


　ヒエンはスズリに声をかけたが、まったく耳に入らないようだった。


「稽けい古このときより、集中してやがる……」


　ヒエンはため息をついた。


　そのとき、前方からあでやかな着物をまとった一団が向かってくるのに気がついた。


　十人ほどの若い娘むすめである。


　ヒエンは目をかっと見開き、ひとりひとりを子細に観察してゆく。


　皆みな、なかなかの器量だったが、なかでも先頭を歩いている娘は、これまで見たことがないほどに美しかった。


　着ている物も金糸、銀糸が織り込まれた豪ごう華かなものである。


　一歩ごとに鈴すずの音が聞こえてきそうなほど優ゆう雅がな足取りで、大路の中央を胸を張って歩いている。


　着物で押さえつけられているにもかかわらず、それをはねかえすほど豊かな胸をしていた。ヒエンは馬と牛車を止め、しばらくのあいだ呆ほうけたように見つめる。


「どうしたのだ？」


　突とつ然ぜん、牛車が止まったのを不ふ審しんに思ったのか、スズリが側にやってきた。


　ヒエンは魂たましいが抜ぬけたような表情のまま、自分の視線の先にある娘を無言で指差す。


　怪け訝げんに思いながら、視線を向けると、スズリは顔色を変えた。


「ひっ……」


　そして短く悲鳴をあげて、牛車の後ろにふたたび隠れようとする。


　だが、その動きがかえって目立ったらしく、娘の視線がこちらに向いた。


　それだけで、ヒエンはその場で射いすくめられたかのように硬こう直ちよくした。相手が弓きゆう術じゆつ使いなら、勝負は決したといっていい。心臓を矢で射抜かれ、息絶えただろう。その黒い瞳で見つめられるだけでも、心臓が止まりそうなほど緊きん張ちようする。


「スズリさん？　スズリさんでしょ？」


　先頭を歩いていた娘が小走りでやってくる。


「あ、ああ……スズリさんは、こちらですぜ……」


　ヒエンの声は裏返っていた。


　言葉もあきらかにおかしかったが、自分では気づかない。


　近くで見ると、その美しさは輝かんばかりで、甘あま酸ずっぱい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。


「おかしな人……」


　娘は着物の袖そでで口もとを隠すと、目だけで微笑ほほえんだ。


　そして牛車の後ろに回りこみ、そこで身をかがめていたスズリを見つけた。


「ス、ズ、リ、さん！」


　娘は呼びかけて、スズリの肩かたをつかむ。


「見ぃ～つけた！」


「コトネ……」


　スズリは微笑もうとしたようだが、顔が強こわ張ばっただけだった。


　不思議な反応だと、ヒエンには思えた。そしてコトネという娘の名前は、しっかりと心に刻みつけておく。


「その着物……武術の修しゆ行ぎようをしてるって、聞いてたけど、本当だったのね」


　コトネはそう言うと、スズリの全身を舐なめるように見つめる。


「みなさ～ん、スズリさんが帰っていらしたわよ～」


　コトネが振り返って声をあげると、成り行きを見守っていた若い娘の一団は、驚おどろいたように顔を見合わせる。


　そして嬌きよう声せいをあげながら、一いつ斉せいに駆かけ寄ってきた。


「スズリさん、お久しぶり……」


「お顔が見られなくて、寂さびしかったですわ……」


　娘たちは口々に声をかけると、スズリの手を握にぎる。


「騒さわがしいようじゃが、いったい何事じゃ？」


　セラが牛車の窓からわずかに顔をのぞかせ、ヒエンに声をかけてきた。


　ヒエンは窓に近づいて、事情を説明する。


「どうやら、スズリはこのミナマの街が故郷みたいだな」


「そのようじゃな」


　娘たちに取り囲まれているスズリを見て、セラはうなずいた。


　牛車は止まり、娘たちもかしましく立ち話をはじめている。


　大路とはいえ、あきらかに往来の邪じや魔まになっていた。


「オレたちは、先に行っとくからな」


　ヒエンは娘たちに囲まれ、姿が見えなくなったスズリに向かって呼びかけた。


「ま、待ってくれ。置いて行かれては困る……」


　悲痛な声が返ってくる。


「もしかして、スズリさんのいい男ひとなの？」


　コトネという名の娘むすめが、興きよう味み津しん々しんという表情で、ヒエンをじっと見た。


「そ、そんな関係ではない。ヒエン殿どのはわたしの武術の師し範はんで……」


　スズリがあわてて答える。


「ふうん、ヒエン様……と仰おつしやるのね」


　コトネはうなずくと、薄うす紅べにを塗ぬった唇くちびるをそっと舐めた。


「これから、わたしの家でお茶でもしようと、みなさんと話していましたの。スズリさんも、ぜひいらしてくださいな。ヒエン様もご一いつ緒しよに」


「い、いや、オレは……」


　ヒエンは断ろうとした。


　魅み力りよく的な誘さそいではあるが、こんなにも大勢の若い娘に囲まれては、平常心を保てる自信がない。笑いものになるかもしれないという恐きよう怖ふ感かんも覚える。


　しかし──


「わしも行ってよいかな？」


　牛車の窓からセラがいきなり顔を突つきだすと、目をきらきらさせながら言った。


「あちらの御お方かたは？」


　コトネは驚いた様子もなく、スズリに訊たずねる。


「セラ様と仰る。ヒエン殿がお仕えしている遠国の姫ひめ君ぎみで……」


　スズリはすらすらと答えた。


　セラの素す性じようを聞かれたら、そう答えるようにヒエンから言われているのだ。


「お姫様？　本物の？」


　今度は、コトネの目がきらきらと輝かがやく。


「お姫様ですって……」


　娘たちも囁ささやきあうと、羨せん望ぼうの目でセラを見つめる。


　下げ克こく上じようと呼ばれる今の時代でも、領主階級はやはり高貴な身分だと思われている。


　商家の娘たちが憧あこがれるのも、無理はない。


　そして商都ミナマに領主はいないのだ。評議衆と呼ばれる大商人たちが、合議制で治めているのだ。街の警護のため、大勢の武人が雇やとわれている。


「喜んで、お招きいたしますわ」


　コトネはセラに向かって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。


「茶会か、楽しみじゃのう」


　セラは糸のように目を細めた。


　極ごく上じようのお茶とお菓か子しにありつけると思ったのだろう。そういうことには、とにかく鼻が利きくのだ。


「さ、スズリさん」


　コトネはスズリの腕うでを強ごう引いんに抱かかえると、歩きだした。


　ヒエンは牛車の方向を変え、娘たちの後に続く。


　まるで夢のなかのように、ふわふわした足取りで……
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「オレはいったい何をしてるんだ？」


　広い湯船に、ひとり肩かたまで浸つかりながら、ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　大路で出会った美しい娘コトネに、茶会に誘われ、そのままなし崩くずしに泊とめてもらうことになったのだ。


　ヒエンとセラは、それぞれ別の客間を用意されている。


　茶会での主役は、あきらかにセラだった。


　商家の娘たちは、着物の着こなしや小物の選び方などを、真しん剣けんな顔をして彼女に訊ねていた。


　セラはお茶と茶ちや菓が子しを楽しみながら、細こま々ごまと指南してゆく。


　家事などはいっさいできないセラだが、その手のことはやたら得意だ。


　茶会が終わる頃ころには、娘たちから尊敬の眼まな差ざしを向けられていたものだ。


　ヒエンとスズリもそこに同席していたわけだが、話題にはまったく入れなかった。ふたりは並んで無言のままお茶をすすり、茶菓子を食べただけである。


　茶会が終わると、娘たちはそれぞれの家へと帰っていった。そしてスズリも、実家から迎むかえの者が来て、なかば強引に連れてゆかれた。


　どうやら、コトネが実家に知らせたらしい。彼女の話によれば、スズリはやはりこの街にある商家の生まれで、年ねん齢れいは違ちがうが、幼なじみとのことだった。


　ヒエンはどこかに宿を取るつもりだったのだが、コトネにひきとめられた。そのまま、なし崩しに豪ごう勢せいな夕食を馳走になり、そして風ふ呂ろを勧すすめられたのである。


　そして、今、広い湯船に浸ひたっているわけだ。


　商都に到とう着ちやくしたときには、予想もしなかった展開だった。


　ヒエンは湯船から出ると、用意されていたぬか袋ぶくろを使い、旅の垢あかを落としてゆく。


　そのときだった。


「失礼します……」


　若い女の声がして、突とつ然ぜん、誰だれかが風ふ呂ろ場ばに入ってきた。


　この店で働く手伝いかなと思い振ふり返ると、そこにはコトネの姿があった。


「うひゃあっ！」


　ヒエンは頓とん狂きような悲鳴をあげ、あわてて手ぬぐいを腰こしに巻く。


　コトネは薄うす地じの白い着物に襷たすきをかけていた。着物の裾すそもたくしあげ、白い肌はだが腿ももの近くまで露ろ出しゆつしている。髪かみも邪じや魔まにならぬよう高く結ゆいあげていた。


「お背中をお流ししますね」


「い、いや、そんなことは……」


　しなくていい、と続けようとしたが、その言葉は声にならない。


「無理におひきとめしたのですもの。このぐらいはさせてくださいまし」


　笑えみを浮うかべて言うと、ヒエンの手から、ぬか袋を取りあげた。


「そ、そうか……」


　ヒエンはコトネに背中を向けると、背筋を丸める。


（静まれよっ）


　たぎってきそうになり、そう自らに言い聞かせた。


　湯船に長く浸かっていたせいか、頭がくらくらしている。


　そのとき、コトネの手がヒエンの背に当てられた。なでるようにゆっくりとぬか袋でこすりはじめる。


　豊かな胸がゆれ、それがときおり背中に触ふれる感かん触しよくもある。布ごしではあるが、湯で濡ぬれたせいか、まるでじかに触れているような気がした。
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　感覚のすべてが背中に集中してゆくのがわかる。


「たくましい背中……」


　耳もとで、コトネが囁ささやいた。


　全身がぞくぞくし、鳥肌が立つのがわかる。


「き、鍛きたえているからな」


　ヒエンはうわずった声で答えた。


「スズリさんやセラ様が羨うらやましいわ。ヒエン様のような御お方かたに武術を教わったり、守ってもらえるのだから……」


「そ、そ、そうかな？」


　ヒエンは全身が溶とけはじめているように思った。それほどに力が入らない。


「こ、この街は、アーシアでもっとも豊かで、もっとも平和な街じゃないか？」


「最近はそうでも……」


　コトネが首を横に振るのが、気配でわかった。


「海上交易の独どく占せんを求めて、南の波国サイガの海かい賊ぞくたちが襲おそってくるようになって……」


「なるほどなぁ」


　ヒエンはぼんやりとうなずいたが、言葉は頭に入っていない。


「警護隊の武人たちも、頼たよりにならない。海賊が襲ってくると逃にげだす人もいて……」


「なるほどなぁ」


　ヒエンは同じ言葉を繰くり返していた。


「ヒエン様に守ってもらえたら、頼たのもしいな、と……」


　コトネはそう言うと、ゆっくりと首に両手を回してきた。


　柔やわらかなものが背中に押しつけられる感覚がある。


「し、商都にいるあいだなら、いくらでもっ！」


　ヒエンの声は、完全に裏返っていた。


「本当？」


　コトネがくすりと笑うと、ヒエンから離はなれ、背中に湯をかけた。


「約束しましたよ」


　そう言い残すと、そそくさと立ち去ってゆく。


　ヒエンは呼吸をするのも忘れ、しばしのあいだ硬こう直ちよくしていた。


　息苦しくなってから、それに気がつき、大きく息をついた。すると湯気が気管に入り、激しく咳せきこむ。


「なんというか、いろいろとたまらねぇぜっ！」


　ヒエンは身み悶もだえしそうになる。


「こ、今夜は眠ねむれねぇだろうな……」


　ヒエンは桶おけいっぱいに水を汲くみ、頭からかぶった。
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　早々と床とこには入ったものの、ヒエンはやはり眠ることができなかった。


　もしかしたら、コトネが部屋に忍しのんでくるのではないかと思ったのである。


　無論、そんなことはなく、夜半が過ぎた。


　悶もん々もんとするのが嫌いやになり、ヒエンは部屋を抜ぬけだし、廏うまやへと向かった。


　そこには荷を運ぶための牛や馬が、繫つながれている。そのなかには、ヒエンたちが連れている青毛馬と赤毛牛もいるはずだった。


「スクネ、起きてるか？」


　ヒエンが小声で呼びかけると、闇やみのなかで一頭が起きあがる気配がした。


「悪いが、人の姿にもどってくれねぇか？」


「なんですか、こんな夜よ更ふけに……」


　しばらくすると、人の声がした。


　馬め頭ず鬼きスクネが人の姿を取ったのである。そして、ヒエンの側にやってきた。


　全ぜん裸らである。ヒエンは彼に持っていた着物を手て渡わたした。


　スクネはそれを手早く身に着けた。


「また、鬼の力が必要なのですか？」


　スクネは不ふ機き嫌げんに言った。


　鬼から人にもどりたくて、獣けものの姿を取り、苦く役えきについているのである。鬼の姿や人の姿になっては、鬼気が抜けるのが遅おそくなるのだ。


「いや、そんなことじゃねぇんだ。おまえ、女の扱あつかいは得意なんだろ？　何人もの女を抱だいて、鬼になったそうだからな」


「欲よく望ぼうに忠実になること、本能を解き放つこと、そういったことが鬼気と共鳴し、鬼に変化すると聞いたものでしてね。それなら、わたしは女を抱くことで鬼になろうと決めただけですよ」


「なんで、鬼なんかに？」


　その理由をこれまで訊たずねたことはなかった。


「わたしたちが、弱かったからですよ。手早く強くなるには、鬼になるのが一番だったのです。どうしても、倒たおさねばならない者がいたものでね」


　スクネはわずかに肩かたをすくめた。


「どんなヤツだ？」


「あなたには関係ありませんよ。それに、そいつはもうこの世にいません」


「目的は果たしたってことだな？」


　ヒエンが訊ねると、


「そういうことです……」


　と、スクネはため息まじりにうなずいた。


「ですが、目的を果たしたからといって人にもどれるわけではありません。わたしと兄者は故郷を離れ、アーシア各地を転々としました。そのあいだにも、わたしは女を抱き、兄者は獣の生肉を喰くらいつづけました。そして鬼としての力が増してゆくことに、歓かん喜きを感じるようになりました。そして鬼道衆と出会い、その仲間に加わったのです……」


　スクネはいったん言葉を切ると、満天の星空を見あげた。


「ですが、そこにいたのは、わたしたちなど足あし下もとにも及およばぬ本物の鬼たちでした。わたしたちは彼らが恐おそろしく、逃げだしたくてしかたありませんでした。スズリ殿どのに敗れ、クオン様とセラ様のまえにひきだされたときは、むしろ救われたような気分でしたよ」


「弱いと、鬼にもなりきれないのか？」


「強い鬼にはなれませんね。そして弱い鬼など、存在する価値もありません。上鬼に怯おびえ、その命に服従するだけです。いつかは仲間の鬼か、人に殺される。それゆえ、鬼たちは必死になって業ごうを深め、強い鬼になろうとします。親や子を喰らい、人を殺し、生き血をすすってね」


「なるほどな。常とこ闇やみの時代のアーシアは〝地じ獄ごく〟と呼ばれたらしいが、まさにそういうことが行われていたんだろうな」


　スクネの言葉に、ヒエンは深くうなずいた。


　彼が言った〝鬼道衆〟を名乗る鬼の一団は、その常闇の時代をふたたびこの世にもたらそうと跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているのだ。


　戦乱が続く今のアーシアは、まさに鬼どもが待ち望んでいた状じよう況きようだろう。


「あなたがわたしに聞きたいのは、鬼のことではなく、昼間の娘むすめのことではないのですか？　たしかコトネと言いましたか、美しい娘でしたね」


　スクネがヒエンに笑いかける。


「手を出したら殺すぜ？」


　ヒエンは本気になって凄すごんだ。


　スクネは顔をしかめると、


「人の姿にもどしておいて、よくそんなことが言えますね？」


　と責めるような視線を向けてきた。


「馬の姿をしているときには、人の女に情じよう欲よくなどおこしませんよ。それに、わたしはどちらかといえば、熟うれた女のほうが好きですしね……」


「す、すまねぇ」


　ヒエンはあわててスクネに謝った。


「それで、なにが聞きたいんです？　あの女を口く説どくための文句とかですか？」


「く、口説くなんて、オレにそんな高度なことができるかよっ！」


　ヒエンはうろたえる。


「ただ、あの娘こがオレを好いてくれてるってことはねぇかなと……」


　ヒエンはスクネに風ふ呂ろ場ばでの出来事を語った。


「ありませんね」


　スクネは即そく答とうする。


「やっぱり、そうだよな……」


　ヒエンはがっくりとうなだれた。


「あの娘は、あの年ねん齢れいにして、自分が男にどう見られているか、どう振ふる舞まえば男の気をひけるか、知りつくしていますよ」


　スクネはわずかに顔をしかめた。


「オレは、あの娘の術中にはまったってことか……」


　ヒエンは大きくため息をつく。


　コトネは本当に美しくて、華はなやかに見えた。その顔や身体からだ、声や仕草のすべてに、ヒエンの気は乱された。


「情けねぇぜ」


「よいではないですか？　男をその気にさせてくれるのは、いい女というものです。彼女の術中にはまって、楽しめばいい。とにかく、あなたは女というものを知らなすぎますよ」


「ヤヅ村の娘にも言われたぜ。もっと女心を学べとな。どうすりゃ、学べるというんだ？」


　ヒエンはミナセとのことも、スクネに語ってみた。


「女心など、わたしにもわかりませんね。わたしはただ女を口説き、その気にさせる術をいくつか知っているだけです……」


　そこでいったん言葉を切ると、スクネはヒエンの心を見通そうというように、じっと目の奥を見つめてきた。


　ただならぬ気配を感じ、ヒエンの全身が総毛立つ。


「その術のひとつを、あなたに教えましょうか？　それから、コトネという娘の寝しん所じよに行けば、あなたのものにできますよ？」


「相手が好いてもくれていないのに抱だけるものかよっ！」


　ヒエンは激しく首を横に振った。


「そんなことをしたら、それこそ鬼き道どうに堕おちちまうぜっ!!」


「女のひとりやふたりを抱いたくらいで、鬼になどなりませんよ。あなたが、あの娘のことを好きならいいじゃないですか？」


　スクネは呆あきれたような顔をする。


「オレは節操がないらしいからな。誰だれだって、好きになれそうなんだ……」


　それこそ昼間見た娘たちなら、誰でも好きになれるだろう。


「オレもおまえと同じってことかよ？」


「失礼ですね。わたしはあなたのような腑ふ抜ぬけではありませんよ。これはと思った女は、かならず口説きます。それに女のほうから言い寄られたり、夜よ這ばいをかけられることも多かったですしね」


　たしかに、スクネは細ほそ面おもてで端たん正せいな顔立ちをしている。四し肢しもすらりと長く、動作は優ゆう雅がで洗練されている。声も高く澄すんでおり、ひと言、口説かれただけで、女はその気になりそうな気がした。


「まったく馬め頭ず鬼きのくせに、生意気だぜっ」


　ヒエンには負け惜おしみを言うことしできなかった。


　つまるところ、自分は節操なしのうえに腑抜けということである。だが、不思議なことに、そう思うと、気分はさっぱりとなった。


　コトネの相手になるには、いろいろ足らなすぎるということだ。だが、どんな修しゆ行ぎようをすればいいかは、やはりわからない。


「寝ねているところを邪じや魔まして悪かったな」


　ヒエンはスクネに一礼し、立ち去ろうとした。


「いえいえ、この手の話は嫌きらいではありませんからね。いつでも来てください」


　スクネは笑い声をあげると、廏うまやの奥へと消えてゆく。


　廏の入口のすぐ近くでは、一頭の牛がたてる激しい寝ね息いきが聞こえていた。


「牛ご頭ず鬼きだな」


　それが赤毛の牛なのを見て、ヒエンは苦く笑しようする。


　眠ねむりながらでも、牛頭鬼コブトは胃のなかのものを反はん芻すうし、口を動かしていた。


　コブトもまたスクネと同じ理由で鬼になったのだろう。鬼になるしかなかったふたりの境きよう遇ぐうは、ヒエンには想像もできない。だが、鬼は人が変化したものだ。誰のなかにも鬼が棲すむと言われている。


（オレのなかにも、鬼はいるってことか……）


　ヒエンは漠ばく然ぜんと思った。


　修行を積んだ武使が鬼になれば、もっとも恐おそるべき戦鬼になるとされる。阿あ修しゆ羅ら鬼き、羅ら刹せつ鬼きといった常とこ闇やみの時代に名を馳はせた鬼たちがそうだ。そのうち羅刹鬼は、すでに今の世に姿を現している。


（あいつより強い鬼も、そのうち現れるのかもな）


　ふと予感めいたものを感じ、ヒエンはあわててその考えを振り払はらった。


　羅刹鬼にもまるで敵かなわなかったのだ。それ以上の鬼など、自分の手に負える相手ではない。


「嫌いやなことは、眠って忘れるにかぎるぜ」


　ヒエンは声に出してつぶやくと、与あたえられた部屋にもどり、布ふ団とんに潜もぐりこんだ。





　　　　５




　日ひ頃ごろの習慣というものは恐ろしいもので、夜半まで起きていたというのに、ヒエンは夜明けとともに目覚めていた。眠ねむ気けもさほど感じない。


　だが、なにもする気になれず、布団のうえで転がっていると、コトネが顔を出し、朝食の支し度たくができたことを告げた。


　そして食事の後、彼女はこれから大社に行くと言った。


　商都ミナマで大社といえば、商業の神イサリを主神として祀まつる神社で、商都をはじめ近きん隣りんの町や村に大勢の信者を持つ。


　もともとは小さな社やしろだったのだが、商都の発展とともに拡大されてきたのだ。今では広い境けい内だいを持ち、他ほかの神々を祀る末社も数多くある。


　春と秋、年始には盛大な祭が催もよおされる。そのおりおりに、御み神楽かぐらが奉ほう納のうされるのだが、コトネはその舞ぶ女じよに選ばれており、神楽舞の稽けい古こがあるというのだ。


「お供してくださいますよね？」


　コトネはそうヒエンに言った。


　昨日、風ふ呂ろ場ばで約束したこともあり、ヒエンに断れるはずがない。


　セラはひと足早く朝食をすませ、街に買い物に出かけたという。嫌な予感がしたが、たいした金は持っていないから無む茶ちやはできないだろう。


　表へ出ると、昨日、一いつ緒しよに茶会をした娘むすめたちが集まっていた。彼女らもコトネと同じく秋祭の舞女なのだ。昨日の茶会は、舞の稽古の帰りだったのだろう。


　ヒエンはコトネの荷物を持つと、娘たちの列のいちばん後ろに続く。


　護衛をすると約束した手前、とりあえず周囲に気を配ってみるが、殺気の類たぐいはまったく感じなかった。


　やがて参道を抜ぬけ、大社に着く。


　広い境内に入ると、その一画に、コトネたちの他にも十人ほどの娘たちが集まっていた。紅白の装しよう束ぞくに身を包み、両手には鈴すずを持っている。


　コトネたちも着き替がえのため、近くの建物へと入った。


　その場に残されたヒエンは、することがなく、ぼんやりと舞女たちを眺ながめる。そしてそのなかにスズリの姿を見つけた。


「なんで、おまえが？」


　驚おどろいて、声をかけた。


「ヒエン殿どのこそ、どうしてここへ？」


　スズリはあわてて駆かけ寄ってくる。


「いや、お嬢じよう様さまのお供でな……」


「お嬢様というと、コトネ？」


　スズリはあからさまに顔をしかめた。


　そして、


「また悪い癖を……」


　と、ひとりごとのように続ける。


「悪い癖くせ？」


　ヒエンは訊たずねたが、スズリは答えなかった。


「ところで、なんで、そんな格好をしてるんだ？」


「母に命じられたのだ……」


　スズリは顔を赤らめる。


「秋祭の舞女のなかから、優すぐれた舞を披ひ露ろうした者は、年始の大祭の舞女に選ばれるのだ。大祭で舞女を務めると、商業神イサリから福を授さずかるとされていて……」


「ああ、その話なら聞いたことがある。たしか縁えん組ぐみの申し込みが殺さつ到とうするんだってな？　良りよう縁えんを望む娘は、大祭の舞女に選ばれようと必死だとか？」


「そういうことだ……」


　スズリは不ふ機き嫌げんにうなずく。


「つまり、このまま実家に帰り、どこかに嫁とつぐということか？　面めん倒どうがなくなって、オレとしては大だい歓かん迎げい──」


「まさか！　わたしは武術に身を捧ささげている。家には、二度と帰らぬつもりだったのに……」


　スズリはヒエンの言葉を遮さえぎり、恨うらめしそうに睨にらみつけた。


「なるほど、それで商都に着いてからは様子がおかしかったんだな」


　ヒエンはようやく合が点てんがいった。


　そのとき、着替えを終えて、コトネたちが出てくるのが視界の端はしに見えた。


　スズリとふたりでいるのに気づくと、コトネは小走りに近づいてくる。


　それに気づくと、スズリは逃にげるように、ヒエンの側から離はなれていった。


「スズリさんと、なにを話しておられたの？」


　コトネは疑わしそうに訊ねてくる。


「なんで、ここにいるのか、聞いていただけさ」


　ヒエンは答えた。


「スズリさんのこと、気になります？」


「まさか！」


　ヒエンは、あわてて否定する。


　あの女にはあやうく殺されかけたこともある。


「今は、わたしの護衛なのですから、片時も、目を離さないでくださいね」


「も、もちろんさ」


　ヒエンはうなずく。


　コトネになにか言われると、どうしても聞かずにおれないような気分になるのだ。それが彼女の術中にはまっているということだろう。しかし、昨日、スクネと話をしたことで、ヒエンに浮うわついた気持ちはなくなっている。助言どおり、このまま術中にはまっておくつもりだった。


　振ふり回されるのも、たしかに悪くない気がする。


「わたしの舞まい、見ていてくださいね。今日は、ヒエン様のために舞まいますから」


　艶つやのある笑え顔がおでそう言い残すと、コトネは優ゆう雅がに立ち去った。


　そして神楽かぐらの稽けい古こがはじまる。


　主役である巫女みここそ加わっていないが、鳴り物も入った本格的なものだ。


　年配の女性神職が師し匠しようらしく、娘たちの舞を見回りながら厳しく指導している。動きの悪い娘は、手にしている細い棒でびしびしと叩たたいていた。娘たちの表情は真しん剣けんそのもので、まるで武術の稽古をしているような張りつめた気が満ちていた。


　そのなかにあって、コトネの舞は、素人しろうとのヒエンが見ても、ずば抜けていると思えた。


　足の運びは軽かろやかで、手の動きは滑なめらか、輝かがやくような笑みを浮うかべ、優雅に舞っている。


「それに比べて……」


　ヒエンは思わず顔をしかめる。


　スズリの舞はひどいものだった。


　今日から稽古に加わったのだから、しかたないのかもしれないが、足の運びはぎくしゃくし、手の動きはぎこちない。必死の形相で周囲の舞に合わせようとしている。


　当然、女性神職からは集中的に叩かれていた。


「見ちゃいられねぇぜ」


　ヒエンは思わず目を背そむけた。


　それで気がついた。


　境けい内だいの片かた隅すみに十人ほどの男たちがたむろし、神楽を舞う娘むすめたちに視線を向けている。


　皆みな、武器を帯びていた。


「何者なんだ？」


　ヒエンは、気をうかがってみる。


　嫌いやな気が返ってきた。


　殺気ではないが、邪じや気きの類たぐいである。


　ヒエンは男たちのほうへゆっくりと歩いていった。


　男たちのほうも気がついた。


　それまで、ひそひそと話していたのをやめ、威い圧あつするように睨みつけてくる。


「我らに何用だ？」


　ひとりが凄すごんだ。


「オレはあそこで舞っている娘のひとりに護衛として雇やとわれているんだ。近くで、武器を持った男たちが密談してたら、怪あやしいと思うだろう？」


「なんだとぉ？」


　何人かの男が、武器に手をかけた。


「若造がぁ、偉えらそうにしていると、怪け我がをするぜ？」


「それはどうかな？」


　ヒエンは余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。


　歩いているあいだに観察したが、たいした使い手はいない。ヒエンひとりで、十分、相手ができる。


（ひと暴れしたほうが、話が早そうだな）


　そう思ったときだった。


「わたしたちは評議衆に雇われている警護隊だよ。この大社が受け持ちの場所でね。見張りや巡じゆん回かいについて、打ち合わせをしていただけだよ」


　ひとりの男が一歩進みでて、穏おだやかな口調で話しかけてきた。


　背は高いが身体からだの幅はばはなく、手足にいたってはまるで棒のようだった。面おも長ながで顎あごの先だけに薄うすい髭ひげをたくわえている。両目も開けているのか、閉じているのかわからないほどに細い。


　一見したとき、男たちのなかでは、もっとも無害そうな印象を受けた。


　しかし──


（こいつ、気を消してやがる）


　ヒエンはそう感じ、あらためてじっくりと観察した。


　それで、気がついた。


「もしかして、無む想そう流りゆうの使い手か？」


「ほう？　よく知っていたね」


　男は細い目をわずかに見開いた。


「親父おやじから話だけは聞いていたが、会うのは初めてだぜ。しかし、刀を腰こしの後ろに差すのは、他ほかの流派じゃ聞かないからな」


「こちらこそ、神明流の使い手に会うのは初めてだよ」


「小こ太刀だちの二刀使いじゃ、隠かくしようがねぇか……」


　ヒエンは苦く笑しようし、


「オレの名はヒエン。神明流刀術は父クオンから受け継ついだ」


　と名乗った。


「なるほど、剣けん聖せいクオンの……」


　男はうなずいた。


「わたしの名は、シュリだ。師の名前は訳あって明かせぬがね」


　気を消しているので、どのくらいかわからないが、おそらくは相当な使い手だろう。


「それはそうと、警護隊の隊士とは知らず、失礼した」


　ヒエンは素す直なおに謝罪した。


　よく見ると、男たちはそろいの帯を巻いており、木製の札をさげていた。それらが警護隊の証あかしなのだろう。


「いやいや、わたしたちのほうも娘たちの品定めなどしていたからね。邪気が出ていたに違ちがいないから、キミが怪しむのも無理はない」


「なるほど、そういうことか……」


　ヒエンは苦く笑しようまじりにうなずいた。


　それで納なつ得とくがいった。同じ男として、その気持ちはわかる。舞ぶ女じよを務めている娘たちは、相当な器量の持ち主なのだ。


「ヒ、エ、ン、様！」


　そのとき背後から圧あつ倒とうされるような気配とともに声がかけられた。


　身のすくむ思いで振ふり返ると、コトネの姿があった。


「目を離はなさないでと、お願いしたでしょ？」


　細い眉まゆを寄せ、唇くちびるがわずかに尖とがっている。怒おこっているのだろうが、その表情も愛らしい。


「す、すまない」


　ヒエンは身体をふたつに折るほどにふかく頭をさげた。


「せっかく、ヒエン様のために一いつ生しよう懸けん命めい、舞まってたのに……」


　悲しそうな声が、頭のうえから降りそそぐ。


「申し訳ない」


　弁解はできるが、それはせず、ヒエンは頭を下げたまま、ひたすら詫わびの言葉を繰くり返した。


「許します……」


　コトネが微笑ほほえんだ気配を感じ、ヒエンはようやく顔をあげた。


「稽けい古こはまだ続くから、今度こそ目を離さないでね」


　まっすぐにヒエンを見て、念押しする。


「もちろんだとも！」


　ヒエンはしまりのない表情でうなずくと、コトネのあとに続いて、神楽かぐらの稽けい古こ場ばへともどっていった。
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　夜の大社の境けい内だいで、娘むすめがひとり、神楽を舞っていた。


　側には篝かがり火びがひとつ灯ともされており、白の上衣が炎ほのおの色に染まっている。


「やっぱり、まだ、やっていたか」


　その娘に、ヒエンは声をかけた。


　娘は答えない。


　最後まで通しで舞ってから、ようやく振り返った。


「何用だ？」


　スズリは冷ややかに言った。


「ほらよ……」


　ヒエンは竹の皮に包んだ握にぎり飯めしを放ほうり投げる。


「む、無用な気き遣づかいだ」


　反射的に受け取ってから、それがなにかに気づいて、スズリはヒエンを睨にらんだ。


「まあ、食べとけって。空腹だと、力もでないぜ」


「師し匠しようからは、力が入りすぎだと注意されていたというのに……」


　そう言いながらも、スズリは境内の白砂利じやりに腰をおろすと、竹の皮をほどいた。


　小さめの握り飯が五個、並んでいる。


「馳走になる……」


　スズリはまたたくまに握り飯をたいらげた。


　それを見て、今度は竹たけ筒づつを投げ渡わたす。


　スズリは今度は素直に受け取り、中に入っていたぬるい茶で喉のどを潤うるおした。


　一気に飲みほしてから、大きく息をつく。


「コトネの側を離れていいのか？」


　スズリは突つき刺さすような視線を向けてきた。


「彼女なら、母さんと一いつ緒しよに芝しば居い見物に行ったよ。母さんの前だと、彼女は素直なんだよな」


　ヒエンがため息をついた。


「コトネすら手て懐なずけるとは、さすがはセラ様……」


　スズリは感かん嘆たんの声をもらす。


「母さんのほうも、気に入ってるみたいだしな」


　セラにとっては、新しい遊び道具を手に入れたようなものだろう。


「ヒエン殿どのこそ、ずいぶん彼女のことを気に入っておられるようだが？」


「そりゃあ、彼女は綺き麗れいだし、華はなやかだし……」


「コトネは、あなたを取り巻きのひとりにしたいだけだ。まわりにいる男が、すべて自分を見ていないと気がすまない性格だからな。とくに、他ほかの娘に気があると思ったら、全力で振り向かせようとする。あの娘の悪い癖くせだ」


「あの娘の取り巻きかぁ。それはそれで幸せかもしれねぇなぁ」


　ヒエンがうっとりと言った。


「なっ……」


　スズリは言葉を失う。


「心配するなって。彼女が本気でオレの相手をしてくれているなんて、思っちゃいねぇよ。ただ無む茶ちやを言われたりすると、つい応こたえたくなるのさ。それはそれで楽しくてな」


「は、話にならぬ！」


　スズリは吐はき捨てるように言うと、勢いよく立ち上がり、ふたたび神楽の稽古をはじめた。


　ヒエンは邪じや魔まにならぬよう、すこし離はなれた場所からそれを眺ながめる。


　手の動き、足の運びは見み違ちがえるほどよくなっていた。武術で型の稽古をしているだけに、そのあたりは慣れたものなのだろう。


　だが、他の娘たちの舞いとは、なにか根本的に間ま違ちがっている気がする。


「おまえ、秋祭に出るつもりはないよな？」


　稽古が一息ついてから、ヒエンは訊たずねた。


「当然だ。わたしは、武術の道に生きるのだからな」


　スズリは即そく答とうした。


「なのに、なんで舞ぶ女じよになったり、居残りまでして稽古してるんだ？」


　秋の祭までかなり日がある。ヒエンは帝てい都とシスイへと向かう船の都合がつけば、この商都を発たつつもりなのだ。スズリはついてくる気でいるから、神楽かぐら舞の稽けい古こをするのはほんの数日のことである。


「舞女になったのは、母に命じられたからだ。わたしの母は厳しい人でな。とても断れなかった。だから、この街にいるあいだぐらいは、母の顔を立てようと思ったのだ。居残りしているのは、他の娘たちが真しん剣けんに舞まっているというのに、わたしひとりがいい加減に舞うわけにはゆかないからだ。せめて、みんなの足をひっぱらないぐらいには練習しておこうと……」


「なるほど、おまえのきつい性格は母親似なんだな」


　ヒエンは、うなずきながら言った。


「そ、そのとおりだが、他人には言われたくない！」


　スズリは声を荒あらげる。


「だが、そういう一いち途ずなところは、嫌きらいじゃないぜ」


　ヒエンは笑いかけた。


「あ、あなたはコトネの尻しりを追いかけていればいいのだ……」


　スズリは不ふ機き嫌げんに横を向く。


「そろそろ、帰ってくれ。わたしは稽古に集中したいのだ」


「ああ、邪魔をして悪かったな」


　ヒエンは答えると、握り飯の包みと空になった竹筒を懐ふところに収める。


「素人しろうとのオレが言うのもなんだが、神しん霊れいと遊ぶのが神楽舞だって聞くぜ？　おまえの舞は、まるで神霊を斬ろうとしているように見えるぞ？」


「神職からも同じようなことを言われた……」


　スズリはまるで急所を突かれたかのように、がっくりとうなだれた。


「巫女みこを助け、神霊を楽しませるのが舞女の役目なんだろ？　その舞女が殺気だってちゃな」


「頭では、わかっているのだが……」


　スズリはため息をつく。


「せっかくの機会なんだ。おまえ自身が楽しめばいいじゃないか？　そういうのは案外、伝わるもんだぜ」


「そうなのか？」


　スズリは半信半疑という顔だった。


「武術の稽古のときにも言ったろ？　もっと相手と気を合わせろってな。神楽舞も同じだと思うぜ」


　ヒエンはそう言うと、懐からもう一本の竹筒を取り出し、足あし下もとの玉砂利じやりに差し込んだ。


「喉が渇かわいたら、それを飲みな。果物くだものをすこし絞しぼってあるから、汗あせをかいたあとにはいいぜ」


　そして今度こそ本当に立ち去る。


　スズリは竹筒を抜ぬくと栓せんをはずし、一口、含ふくんでみる。


　ほのかな酸すっぱさと甘みがあり、喉に気持ちよかった。


「他人と気を合わせる……か」


　スズリは篝かがり火びの炎ほのおに向かって、微笑ほほえんでみる。


　自分でもわかるほど、それはぎこちなかったが、今はそれが精せい一いつ杯ぱいだった。


　そして、ゆるやかに、スズリは舞いはじめた。





　夜の闇やみに身を隠かくしながら、スズリが舞う姿をじっと見つめる者がいた。


　腰こしの後ろに黒鞘さやに収めた太刀たちを差している。


「子こ猫ねこのなかに獅し子しが一頭か。さて、どうしたものかな……」


　男はそうつぶやくと、もっとふかい闇のほうへ歩み去ったのである。
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　その翌日も、ヒエンはコトネの供をして、大社にやってきた。


　神楽の稽けい古こ場ばにはすでにスズリの姿もある。


「ごきげんよう。今日は叱しかられないといいわね」


　コトネが微笑みながら挨あい拶さつする。


「そのつもりだ」


　スズリはうなずくと、コトネに微笑みかえした。


　その反応が意外だったのか、コトネは一いつ瞬しゆんかたまったように見えた。


　しかし、すぐに笑え顔がおを取りもどす。


「それじゃあ、わたしもがんばらないとね。ヒエン様が見ていてくださるから」


　ひとりごとのように言うと、他ほかの娘むすめたちと挨拶をかわしてゆく。


　そして鳴り物が入り、神楽の稽古がはじまった。


　ときおり、コトネが監かん視しするように視線を向けてくるから、ヒエンは彼女から片時も目を離はなせない。


　だが、その視界のなかには、スズリが舞う姿も入っていた。


　彼女の舞まいは、まだどこかしら硬かたかった。だが、笑みを浮うかべ、他の娘たちと息をそろえようとしているのはわかる。


　昨日とは別人のような上達ぶりに、他の娘たちも驚おどろいているようだ。


　女性神職も満足しているらしく、スズリに棒を振ふるわない。


（あいつが、あれだけの武術を使えるのもうなずけるぜ）


　ヒエンは心のなかでつぶやいた。


　スズリが上達したので、稽古は順調に進んでいった。


（こりゃ、すぐに終わりそうだな）


　ヒエンが思ったときであった。


　数人の男たちが、あわただしく走ってくる気配を感じた。


　不ふ審しんに思い、ヒエンは振り返る。


　コトネの店の者たちだった。泊とめてもらっているので、顔を覚えていたのだ。


「どうしたんだ？」


　ヒエンは訊たずねた。


「大変なんです。海かい賊ぞくたちが港に上陸して、略りやく奪だつを働いています。コトネお嬢じよう様さまには、店にもどってもらおうと……」


「なんだって？」


　ヒエンはさすがに顔色を変えた。


　波国サイガの海賊どもが交易の独どく占せんを要求しているという話は聞いていたが、港に上陸するとなると、もはや戦いくさである。中海の水軍が混乱しているあいだに、その利権をすべて奪うばおうというのだろう。


　ヒエンは知らせに来た男たちとともに、コトネのもとへ走った。


「港に海賊が？」


　店の者たちの話を聞いて、コトネは顔色を変えた。


「今、警護隊が応戦していますが、街のなかにも入ってくる可能性があります。お嬢様方には、すぐ家のほうにもどるようにと……」


「わたしたちは今、神事を務めてるのよ。終わるまで帰らないわ」


　コトネは毅き然ぜんとして言い、


「海賊なんか、さっさと追い払はらってちょうだい」


　と、続けた。


　そしてコトネは唐とう突とつにヒエンを振り返る。


「ヒエン様なら、海賊なんて怖こわくもないでしょ？」


「そ、そりゃあな」


　ヒエンはうなずいた。


　海賊のなかにも武使はいるかもしれないが、そうそう後おくれはとるまい。


「わたしはヒエン様のため、一いつ生しよう懸けん命めい、神楽かぐらを舞まったわ。だから、今度はヒエン様が、わたしのために戦ってね」


「戦いくさは嫌きらいなんだよなぁ。あれに慣れると、武術が外げ道どうに落ちそうで……」


「ヒエン様は、わたしのためにはなにもしてくれないというの？」


「そ、そんなことはねぇが……」


「だったら、お願い。この街を商都ミナマを救って」


　コトネはヒエンの胸に飛び込むと、頰ほおを寄せてきた。


「し、しかたねぇなぁ」


　ヒエンはうなずいた。


　世話になった恩義もある。それに応こたえないわけにはゆかないだろう。


「あとで、武勇談を聞かせてね」


　コトネはにっこりと微笑ほほえむと、ヒエンから離れた。


「さあ、みなさん、稽けい古こを続けましょう」


　と、手を叩たたく。他の娘たちは不安そうな様子だったが、誰だれも異議は唱えなかった。


「ま、ここにも警護の武人はいるしな……」


　ヒエンは、無想流の使い手シュリのことを思いだす。


「ひと暴れしてくるか」


　そして疾しつ風ぷうのごとく走りはじめた。


　その様子を、すこし離れた林のなかから見つめる姿があった。


　ヒエンが思いだした無想流の使い手シュリである。


　彼の背後には、十人ほどが身を潜ひそめている。


「狼おおかみは去ったが、獅し子しは残ったな。しかし海賊どもがせっかく攻せめてきてくれてるんだ。決行するなら、今しかないだろうな」


　シュリはつぶやくと、手で合図を送った。
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　武器を持った男たちが、自分たちを取り囲むのに気づいて、スズリは緊きん張ちようを覚えた。


　彼らは、この神社に配属されている警護隊である。だが、いつも嫌いやな気を漂ただよわせているので用心していた。


「神楽の稽古はおしまいだよ」


　シュリが大きく手を打ち鳴らす。


　それと同時に、男たちが一いつ斉せいに武器を抜ぬき放つ。


　娘むすめたちが悲鳴をあげ、ひとかたまりになった。


「あなたがた？　いったい、どういうつもりです？」


　舞まいの指導をしていた女性神職が、男のひとりに詰つめ寄る。


　その男は問いには答えず、神職の肩かたを抜き打った。


　神職は悲鳴をもらすと、肩を押さえてうずくまる。


　指の隙すき間まから血があふれだし、白い上衣を赤く濡ぬらした。


「神職を斬きったりしたら、罰ばちが当たるよ？」


　シュリは顔をしかめた。


「このぐらいしないと、脅おどしにならないからね」


　女性神職を斬った男は、不敵な笑いを浮うかべた。


「やってしまったことは、しかたない。だが、この先は打ち合わせたとおりに行動してくれよ。これは、あくまで商売だからね。やり過ぎると、元も子もなくなる」


　シュリは男に注意をすると、娘たちを振ふり返った。


「お嬢じよう様さまたちは、おとなしくしていただこう。手て荒あらな真ま似ねはしたくない。あなたがたは今、大切な商品で、買い手は奴ど隷れい商人ではなく、あなたがたのご家族だ。それがどういうことか、わかるね？」


「わたしたちを人ひと質じちにして、身みの代しろ金きんを取ろうということか？」


　舞女のひとりが、そう言って、進みでてきた。


　スズリである。


　両手には神楽で使う、金属製の鈴すずを持っていた。


「やはり、獅子はおとなしくはしてくれないか……」


　シュリは肩をすくめる。


「貴様たち、この商都に雇やとわれた警護の者だろう？　それが人攫さらいの真似とはどういう了りよう見けんだ？」


「真似ではなく、人攫いだよ。警護というのは、平和なときには楽な仕事だが、敵が攻めこんでくるようじゃあ、危険このうえない」


「そのために、報ほう酬しゆうを貰もらってるんでしょ？」


　コトネが声を震ふるわせながらも、気き丈じように言った。


「たいした額ではないからね。だから、みんなと話し合って、たっぷりもらって、ここから逃にげようということになったのだよ」


「卑ひ劣れつな」


　スズリが吐はき捨てる。


「皆はさがって。わたしが、この男たちの相手をする。隙すきを見て、逃げて」


「逃げようとしたら、痛い目をみるよ」


　すかさず、シュリが娘たちを恫どう喝かつする。


　娘たちはひとかたまりになって、身を震わせている。


　逃げる心配はないと、シュリは看みてとった。


　だが、その瞬しゆん間かん──


「テアーッ」


　気合いの声があがったかと思うと、スズリが左手に走り、かたまっていた三人に躍おどりかかった。


「この娘、刃は向むかうぞ？」


「かまわん、斬り捨てろ！」


　男たちは声をかけあう。


　だが、スズリは烈れつ火かのごとく迫せまり、右手に持った鈴の尻しりを、ひとりのこめかみに打ちこんだ。


　もうひとりが振るってきた刀は、左手の鈴で受けとめ、右の拳こぶしを顔面に叩たたきこむ。鈴は握にぎったままなので、素す手でのときより遥はるかに強い打だ撃げき力りよくがある。


　両手で顔を押さえて、男は地面を転げまわる。


　三人目は、槍やりで突つきかかってきたところを右にかわし、柄えの部分を素す早ばやく抱かかえこんだ。そして間合いを詰め、急所を蹴けりあげる。


　この世のものとは思えぬ悲鳴をあげ、前のめりになったところを、後頭部に鈴の柄を打ちおろす。


　それで、悲鳴が止まる。


　まさに、あっという間だった。


　スズリはひとりが落とした刀を拾いあげると、二、三度、試ためし振ぶりをする。


「なんと粗そ悪あくな……」


　無む駄だに重く、重心が先のほうに偏かたよりすぎている。


　だが、ないよりはましというものだ。


　残りの男たちは武器を構え、スズリを取り巻いている。


　逃げるなら、今が好機なのだが、娘むすめたちは声すらあげられず、震えるばかりである。


「命が惜おしくば、ただちに去れ！」


　スズリは、男たちを一いつ喝かつした。


「なんだと？」


　ふたりほどが殺気だち、斬きりかかってくる気配を見せた。


　だが、それを制し、


「命は惜しいが、金は欲しい。悪いね、お嬢じようさん」


　と、シュリが進みでてゆく。


　彼だけは、まだ刀を抜ぬいていない。腰こしの後ろに差した鞘さやに収めたままだ。
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「貴様が首しゆ謀ぼう者しやか？」


「どちらかといえば、発案者かな？　彼らが不満ばかり言うものだから、妙みよう案あんを授さずけたんだよ」


「人攫いが妙案とはな……」


　外げ道どうめ、とスズリは吐き捨てる。


「時代が時代だからね」


　シュリは苦く笑しようした。


「天に代わって、貴様を成敗する」


　スズリは気を高め、太刀たちを上段に構えた。全身から薄うすく霊れい光こうが放たれる。


「ほほう？」


　シュリは感かん嘆たんの声をあげた。


「恐おそろしいぐらいの気の高まりだ。その刀が業わざ物ものでなくて、なによりだよ」


「貴様ごときを斬るには、これで十分！」


　スズリはひときわ高く気合いの声をあげ、斬りこんでいった。


　十分に踏ふみこみ、刀を打ちおろす。


　相手は刃やいばを抜かず、スズリの斬ざん撃げきをかいくぐろうとした。すれ違ちがったが、スズリはたしかな手て応ごたえを感じていた。敵の気が薄れている。額を断たち割ったに違いなかった。


「たわいもない……」


　スズリは姿勢を正し、刀を構えなおそうとする。


　だが、その瞬しゆん間かん──


「強いねぇ、お嬢さん……」


　斬ったはずの男の声が背後でしたかと思うと、強きよう烈れつな一いち撃げきを後頭部に受けた。


「ウッ……」


　うめき声を漏もらし、スズリは玉砂利じやりのうえに倒たおれた。


（なぜだ……手応えはあったのに……）


　スズリの脳のう裏りで疑問が渦うず巻まいたが、それはすぐ彼女の意識とともに、深い闇やみへと飲みこまれていった。
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　ヒエンが港に駆かけつけたときには、海かい賊ぞくたちはあらかた船へとひきあげていた。


　残って略りやく奪だつを働いていた海賊たちを次々と叩たたきのめし、警護隊にひきわたす。


　警護隊の隊長は、ヒエンの活かつ躍やくを見て隊に入らないかと誘さそってきたが、すぐ断った。


　戦いくさで身を立てるつもりはない。


　だが、コトネに対しては十分、面めん目ぼくを果たしたはずだ。


　ヒエンは、悠ゆう々ゆうと大社にもどる。


　しかし、その帰路で、大社で事件が起きたことを知った。


　警護隊の武人の一部が、大勢の舞ぶ女じよを人ひと質じちに取ってたてこもったらしい、と人々が話していたのである。


　それを聞いた瞬間、ヒエンは全力で走りだしていた。


　そして大社の参道でふらふらと歩いてくるスズリと出会う。


「いったい、何があったんだ？」


　ヒエンはスズリの肩かたを激しく揺ゆらした。


「ふ、不覚を取った……」


　スズリは目に涙なみだをにじませていた。


　後ろ髪がみは、血で濡ぬれている。


　ヒエンは傷の具合を調べ、重傷ではないことを確かく認にんした。


　傷を水で洗い、サラシを巻いてゆく。


　スズリはそのあいだに、大社で起きた出来事を、ともすれば高ぶりそうになる感情を必死で抑おさえながら語っていった。


「あの無想流の使い手が？」


　ヒエンは驚おどろいた。


　他ほかはともかく、シュリという男は、悪党には見えなかった。


　だが、スズリの話では、彼こそが首しゆ謀ぼう者しやのようだ。彼女に傷を負わせたのもシュリである。


　まあ、他の男たちでは何人かかっても、スズリにかなうまい。


「すべては、わたしが未熟だったせいだ。かくなるうえは、わたしの命で償つぐなうしか……」


　スズリが肩を震ふるわせながら言った。


「そう深刻になるな。無想流の使い手のことを、おまえに話していたら、結果はまた違ったかもしれねぇ」


「無想流というのは、聞いたこともない。どのような流派なのだ？」


「おまえが知らないのも無理はねぇ。無想流はいわば武術の流派のなかでも、邪じや流りゆうと呼ばれ、一度は闇に葬ほうむられた流派だからな」


「邪流？」


「ああ、無想流はある意味、武術ですらねぇからな。秘伝の呼吸法により、気を自在に操あやつるとされる。武使は五感だけでなく、気を読んで動くからな。それを狂くるわされたら、たまったもんじゃねぇ。無想流は武器を抜ぬかずに戦う。そして、その刃を見た者は誰だれもいない。刃を見ることすらなく、死ぬからだそうだ」


「そういえば、わたしも刃は見ていない……」


　スズリが思い出したように言った。


「高名な武術の使い手が、無想流のまえに次々と倒れていった。気を自在に操るゆえ夢想流とも、そして最強なるがゆえに無む双そう流との異名でも呼ばれ、恐れられた。ある意味、武術の使い手を倒すためだけに考案された流派だからな」


「それで他の流派から邪流と？」


　スズリは訊たずねた。


「いや、邪流と断じたのは〝近この衛え〟だよ」


「近衛というと皇こう帝てい直属の？」


「そう、帝てい都とシスイの北にある神しん域いきにいる最強の武使集団だ。皇帝を選定する大仕合を主しゆ催さいしているのは、奴やつらだからな。無想流の大仕合への参加を禁じたんだ。さらには、無想流の使い手たちを抹まつ殺さつしたという噂うわささえある。そして無想流は闇に消えたんだ」


「なにゆえ、近衛は無想流を邪流としたのだ？」


「オレにはわからねぇ。だが、親父おやじが言うには、無想流は武術の本質に反するからだそうだ」


「武術の本質？」


　スズリは首をかしげる。


「つまり、武術とは妖よう精せいを殺すために編みだされたということさ」


　ヒエンはため息まじりに言った。


「古代においては、たしかにそうであったかもしれないが……」


「近衛は帝国建国以来、なにも変わっちゃいねぇんだろ？　だからこそ、無想流は認めなかったんだろうな」


「そのような歴史が……」


「古い時代のことだからな。今の近衛にはそれほどの力はねぇし、そもそも大仕合そのものが久しく行われてねぇ。だから、無想流の流れを受け継つぐ使い手たちが、ぽつぽつと世に出ているわけさ。あのシュリという男のようにな」


「あの男、シュリというのか……」


　スズリは拳こぶしを握にぎりしめ、唇くちびるを嚙かんだ。そしてその名を脳のう裏りに刻みつける。


「無想流とは、そういうもんだから、あまりむきになるな。もっとも、おまえの得意な〝殺人刀〟を極きわめれば、無想流など怖こわくもないぜ。相手の気に惑まどわされず、斬きり倒たおせばいいからな」


　ヒエンは茶ちや化かすように言った。


「そうか！」


　ヒエンの言葉に、スズリは目を輝かがやかした。


「家にもどり、太刀たちを取ってこねば……」


「おいおい？　やる気かよ？」


　ヒエンは呆あきれた。


　この激しい気き性しようが、彼女を強くもし、限界ともなっているのだ。


「無論だ！」


　スズリの目が、燃えるように輝く。


　そのとき、ヒエンはふと気がつき、スズリの胸に手を伸のばした。


「な、なにをする？」


　スズリはあわてて腕うでで胸を隠かくそうとする。


　かさりという音がし、乾かわいたものが腕に触ふれた。


　スズリが驚おどろいて確かめると、それは一通の書状だった。


「そいつはなんだ？」


「いや、今まで気づかなかった」


　頭に一いち撃げきを受け、意識が朦もう朧ろうとしていたからだ。


　スズリは書状を懐ふところから抜き取り、ヒエンに手て渡わたす。


　ヒエンは急いで書状を広げると、文面に目を走らせた。


　スズリも反対側から覗のぞきこむ。


「こいつは……」


　ヒエンはうなった。


「奴らからの要求？」


「そのようだ。娘むすめひとりにつき、黄金十枚。それから逃とう亡ぼう用の船を一艘そうか……」


　ヒエンは腕うで組ぐみをする。


「こういうのもなんだが、たいした金額じゃねぇな。庶しよ民みんにとっては十分な大金だが、それでも払はらえない額ではねぇ。あの娘たちの実家は、皆みな、裕ゆう福ふくなんだろ？」


「皆ではないが……」


　商家といっても、格差は大きいのだ。


　だが、ヒエンが言ったとおり、このぐらいなら、いざというときのため蓄たくわえていよう。


「これは、どうしたらいい？」


「評議衆の誰だれかに渡わたすしかねぇだろうな。オレたちが下手へたに動いて、娘たちに万が一のことがあれば、責任なんてとれねぇしな」


「そ、そんな！　わたしは、あの男ともう一度……」


「そんなも、こんなもねぇよ。それより母さんに頼たのんで、その傷、治してもらいな。禿はげは作りたくはねぇだろ？」


「なっ！」


　スズリは言葉を失う。


　だが、冷静になって考えると、ヒエンの言うことは正しい。


　スズリは書状を、コトネの父に手渡した。


　コトネの父は商都ミナマを統治する評議衆の首座なのだ。


　知らせはすでに届いていたらしく、書状を見ても驚きはしなかった。


　スズリは平謝りしたが、コトネの父は笑え顔がおで首を横に振ふった。


「近ちか頃ごろは、警護の人数も不足ぎみで、素す性じようの知れぬ者まで雇やとっていたのが、間ま違ちがいでした。スズリさんが悪いわけではありませんよ」


　評議衆の首座を任されているだけあって、さすがに人間が大きいと、側そばで聞いていたヒエンは感心した。


「警護の人数をいたずらに増やすだけではなく、もっとしっかりとした組織にしないといけませんねぇ……」


　ひとりごとのようにつぶやきながら、コトネの父は数人の護衛を伴ともなって、出ていった。


「大変なことになったのう……」


　いつのまにか姿を見せていたセラが、ため息まじりに言った。


　そしてスズリの腕をつかむと、強ごう引いんに奥へと連れ去っていった。


　しばらくして、


「お、おやめください。そ、そこは……」


　というスズリの悲鳴にも似た声が聞こえてくる。


「なにをやってるんだ？」


　ヒエンは顔をしかめた。


　そして、近くにいた店の者を捕つかまえて、訊たずねごとをする。


「悪いが、大社につながる道を残らず、教えてくれねぇか？　どんな細い道でもいい。いや、そういう細い道こそ知りたいんだ」
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　ミナマ大社の東側にある裏山に、小さな祠ほこらがあった。いくつかある大社の末社のひとつで、近きん隣りんの土地神が祀まつられているようだ。


　大社からこの祠まで細い山道が続いていて、さらに東へと道は続いている。


　ヒエンは気配を消し、祠の陰かげに身を隠すように座すわっていた。


　予感めいたものがあったのだ。


　そして大社のほうから登ってくるかすかな気配を感じ、その予感が的中したことを確信した。


　やがて、足音が聞こえ、ひとりの男が姿を現す。


　背の高い瘦やせた男だ。


　刀を腰こしの後ろに差している。


「よっ」


　ヒエンは立ち上がり、片手をあげて挨あい拶さつを送った。


「参ったな……」


　無想流の使い手シュリは、ヒエンを見て、苦く笑しようを浮うかべた。


「どうして、わたしがここに来ると？」


「書状で、船を要求してただろ？　当然、海へ逃にげるだろうな。だが、あんたは他ほかの連中を信用しちゃいない。そして無想流を極きわめたあんたなら、厳しい監かん視しのなかでも、姿をくらますのはそう難しくない。逃げる時間は他の連中が稼かせいでくれる。あんたは他の道から、ひとり悠ゆう々ゆうと逃げおおせる……」


「見事な読みだな」


　シュリは拍はく手しゆをする。


「たまたまさ。抜ぬけ道は他にもあったしな。そっちへ向かわれていたら、オレはここで待ちぼうけになるところだった……」


　そう言うと、ヒエンは腰に差している二刀の小こ太刀だちを抜いた。


「噂うわさが本当だとすると、神明流とはやりたくないのだがね？」


「オレは噂に聞く無想流を確かめてみたいんだ。それに、あんたのやり方は、いろいろ気に食わねぇからな」


「わたしは、キミを気に入ってたんだがね」


　シュリはそう言いながらも、刀の柄つかに手をかけた。


「ひとつだけ聞こう。なぜ、あんたほどの使い手が、人攫さらいの真ま似ねを？」


「さしたる理由はないがね。無想流をある程度、極めたとき、ふと我に返ったのさ。このまま先に進んで何がある？　行くあてのない道を歩きつづけるのは無意味だとね」


「その気持ちはわからなくはねぇがな。だが、盗ぬすっ人とに落ちる理由にはならねぇぞ？」


「なにをしていいかわからないから、とりあえず金でも稼いでおこうと思っただけさ。金はいくらあっても困ることはないしね」


「そのことにも異論はねぇ。ただ、やり方が気に食わねぇなっ！」


　叫さけぶように言うと、ヒエンは自分からしかけた。


　大きく踏ふみ込み、右手の凰おう翼よくでシュリの首筋を切り払はらう。


　手て応ごたえはあった──


　だが、それこそが無想流の術だ。偽いつわりの気を相手に送り、幻げん惑わくさせる。


　スズリはそれで敗れた。


　神明流は、あらゆる感覚を研とぎ澄すまして受ける。気を読みはするが、それは情報のひとつでしかない。


　そして、次の瞬しゆん間かん、かすかな空気の流れを胴どうのあたりに感じた。


　左手の鳳ほう翼よくが、自然に反応する。


[image: ]


　そして甲かん高だかい金属音が、夕ゆう闇やみの迫せまる山中に響ひびき渡わたった。


　長い余よ韻いんが残る。


　鳳翼は、シュリの刀を、身体からだに触ふれるか触れないかというところで止めていた。


　驚おどろいたことに、その刃やいばは水すい晶しようのような透とう明めいな素材でできていて、表面には油が塗ぬられていた。


　だが、次の瞬間、刃は白はく濁だくした。そして微み塵じんとなって砕くだけ散る。


「光も音も消すってわけか？　しかし、無想流の刃、たしかに見届けたぜ」


　ヒエンはにやりとする。


「参ったな……」


　シュリがうめいた。


　顔がひきつっている。


「負けるというのは、存外、悔くやしいものだな」


「そうかい？　オレは満足だぜ」


　ヒエンは会心の笑えみを浮うかべていた。


　そして二刀を鞘さやにもどす。


「悔しいと思うなら、まだ武術に未練が残ってるってことだろ？　盗っ人になるぐらいなら、もうすこし修しゆ行ぎようを続ければどうなんだ？」


「それも、いいかもしれないな。我が師から、刃を見られた者は、かならず殺すようにと教えられていることもあるし」


　シュリはそう言うと、その場に鞘を投げ捨てる。


「なんだって？」


　悠ゆう然ぜんと立ち去ろうとしていたヒエンの足がぴたりと止まる。


「無想流の奥義は、他流に知られるわけにはゆかないのだそうだよ」


「そ、そうなのか……」


　しまったな、とヒエンは思った。


（厄やつ介かいな男と因いん縁ねんができちまったぜ）


　だが、もはやどうしようもない。武術の道を進んでいる以上、この手の因縁は避さけようがない。


　ただ問題は、ヒエン自身が武術を捨てようと思いはじめていることだ。


「いずれまた会おう」


　シュリは東へ向かって、山道をくだってゆく。


　その姿が消えるのを見届けてから、ヒエンは大社へと続く道をおりはじめた。





　それから三日後、船の手配が整い、ヒエンたちは帝てい都とに向かって発たつことになった。


　無論、スズリもついてきた。


（この女とも、ある意味、因縁だよなぁ）


　ヒエンは思う。


　コトネは見送りにはこなかった。


　自分のもとから離はなれてゆく者には、興味がないのだろう。


（ま、そんなもんだろうな）


　すべてを捨てて追いかけてきてくれるという妄もう想そうをしなくもなかったが、現実はこういうものだ。


（あの胸の感かん触しよくが忘れられないぜ）


　ヒエンは川かわ面もを見つめながら、ため息をついた。


　牛車を積んだ大型船は、大川サミルの緩ゆるやかな流れに逆らって、ゆっくりとのぼってゆく。


　行く手には入道雲が湧わきはじめ、激しい夕立を予感させた。
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　大川サミルのゆったりとした流れを、一艘そうの船がゆっくりと溯さかのぼっている。


　川かわ舟ぶねとしては最大級で、十人もの漕こぎ手が左右に並んでいた。


　船の中央には屋形が組まれ、畳たたみが敷しかれている。後部には牛車が積まれ、赤毛の牛と青毛の馬が繫つながれている。


　ヒエンは船首付近に立ち、じっと川面を見つめていた。


「なにを見ているのだ？」


　屋形の戸を開けて、スズリが声をかけた。


「特にはねぇ。ただ、屋形のなかにいるより、こうして風に当たっているほうが気持ちいいからな」


　ヒエンは素そっ気なく答えた。


「ところで、母さんは？」


「セラ様なら、昼食を召めしあがったあと、昼ひる寝ねをなされている。川の匂においが、とても心地ここち良いと仰おおせだ」


「そりゃ、そうだろうよ。ここには、帝てい都とシスイを流れるカタラ川の水も混じっているからな」


「なるほど、セラ様はシスイの生まれと聞いている。きっと懐なつかしく思われているのだろう」


　スズリは納なつ得とくしたようにうなずいた。


「まあな……」


　ヒエンは苦く笑しようを浮うかべた。


　言いたかったのはそれだけではないが、あえて説明するまでもないことだ。


「それよりも、おまえ、気づいているか？」


「気づくとは、なにをだ？」


　ヒエンに問われ、スズリはわずかに首をかしげた。


「昨日から、川の両岸に戦いくさ支じ度たくをした武人の姿がやたら目につく」


「そう言われれば……。しかし、今の時代、戦は珍めずらしくもないだろう？」


「小さな戦ならな。だが、どうもそんな感じじゃねぇ。大勢の武人が、どこかに集まっているようなんだ」


　ヒエンは顔をしかめる。


「大きな戦が起こると？」


　スズリがそう問うと、ヒエンは不ふ機き嫌げんにうなずいた。


「でなきゃいいけどな……」


　ヒエンはため息をつくと、行く手に視線をもどす。


　そして、川上からなにかが下ってくるのが見えた。


「あれは？」


　スズリも、それに目を留めたらしかった。


　不ふ審しんそうな表情を浮かべ、それを指差す。


「わたしには、川面を人が歩いてくるように見えるのだが？」


　スズリは何度か目をこすって見直したあと、ヒエンを振ふり返った。


「オレにも、そう見える……」


　ヒエンは苦く笑しようまじりにうなずいた。


「あれは、沼ぬま人びとさ。水面下に蘆あしで作った浮き座があって、そこに立っているんだ」


「なるほど……」


　あらためて観察すると、人ひと影かげは長い竿さおを手にしており、それを巧たくみに使って、進んでいる。


「沼人というと、帝都の南にあるコセ沼の？」


「ああ、そこで暮らす人々のことだ。沼といっても、実は広大な湿しつ原げんだからな。迷めい路ろのように水路が入り組んでいて、しかもわずかな水位の変化で、水路が変わる。沼を抜ぬけるには、沼人たちの水先案内が欠かせねぇんだよ。おまえ、シスイに行ったことはねぇのか？」


「実は……ないのだ……」


　スズリは恥はずかしそうに答えた。


「武術が盛んなところだから、行ってみたいとは思っていたのだが、ミナマにも道場はいくつもあったし、まずはそこで修しゆ行ぎようを、と……」


「しかし、どの道場でも、うまくゆかなかったわけか？」


「そ、そのとおりだが、あらためて言われたくはない」


　スズリは屹きつ然ぜんとして、ヒエンを睨にらみつける。一いつ瞬しゆん、淡あわい赤色の霊れい光こうさえ浮かびあがった。


「おまえは、無む駄だに気を使いすぎなんだよ……」


　ヒエンは呆あきれ顔になる。


　一瞬にして気を高められるのは恐おそるべき才能なのだが、それが続かないようでは、どうしても限界がある。


　それを超こえたくて、スズリは神明流の教えを請こおうとしているのだ。


　神明流は他ほかの武術の流派とは異なり、激しい感情を気に乗せうるとしているからだ。もっとも、それは至難であり、危険であるとも伝えている。感情は抑おさえられるにこしたことはないのだ。そのほうが安定して武術が使える。


「なんというか、おまえの場合、いきなり裸はだかを見せるようなもんだ。それだと、次がねぇだろう？」


「は、裸だと？　げ、下げ劣れつな……」


　スズリは顔を真っ赤にすると、いきなり強きよう烈れつな足あし蹴げりを飛ばしてきた。


　ヒエンが殺気を感じたときには、もはや遅おそかった。


「かはっ！」


　みぞおちに強烈な一いち撃げきが入り、ヒエンの身体からだは吹ふき飛ぶように船ふな縁べりを越こえていた。


　そして激しい水音を立てて、水中に落ちる。


　上下の感覚を失い、ヒエンは必死でもがこうとした。しかし、鍛きたえられた身体は、もともと水に浮きにくい。しかも水月にまともに蹴りを入れられたので、身体が痺しびれたように動かなかった。


　ヒエンの身体は、ゆっくりと川底へと沈しずんでゆく。


（これは死んだな……）


　ヒエンはなぜか冷静にそう悟さとった。


　カタラ川の水深は深い。水底のほうは暗いから、捜さがそうとしても、そうそう見つかるものではないのだ。胸に残っていた最後の息を吐はきだすと、意識が急速に薄うすれてゆく。


　しかし、水底に着こうという瞬しゆん間かん、誰だれかがヒエンの身体を支えた。そして明かりのほうへとひきあげてゆく。


（母さん？）


　そう思ったとき、ヒエンは不思議な安あん堵ど感かんに包まれて意識を失った。
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　目覚めたときには、ヒエンは船底に寝ねかされていた。


　意識を失ってから、さほど時間が経たっていないらしく、髪かみも着物もぐっしょりと濡ぬれている。


　すぐ側で、誰かが正座していた。


「母さん？」


　ヒエンは声を出そうとしたが、激しく咽むせる。そして気管に残っていた水を吐きだした。


「気がついた？」


　快活な声で呼びかけられた。


　母の──セラの声ではない。


　ヒエンは上体を起こし、声の主を見つめた。


　浅黒い肌はだをした娘むすめが、そこにいた。


　小こ柄がらで細身だが、華きや奢しやではなく、ひきしまった印象を受ける。髪を短くし、袖そでと裾すその短い浅黄色の着物を身につけていた。布で覆おおわれていない素す肌はだのあちらこちらに爛ただれや瘡かさ蓋ぶたがある。それが痛々しく見えた。


「あんたは？」


　ヒエンは娘を見つめる。


「あたいは、ホノさ。この船の渡しを務めさせてもらうね」


「あんた、沼ぬま人びとか？　さっき川を下ってきた？」


「水に落ちたっきり、すぐ浮うかんでこないんでびっくりしたよ」


「あんたが、助けてくれたのか？」


「うん」


　ホノと名乗った娘は、こくりとうなずいた。


「おかげで、命拾いした」


　ヒエンは正座し、両の拳こぶしを船底について頭を下げた。


「すまなかった……」


　神しん妙みようそうなスズリの声がする。


　声のするほうを振ふり向くと、すこし離はなれた場所で、スズリがヒエンと同じ姿勢でいるのが見えた。


「て、てめぇ！」


　怒ど鳴なろうとしたが、背後で引き戸が開く音がした。


「騒そう々ぞうしいのう。いったい何事じゃ？」


　そして眠ねむたそうに目をこすりながら、ヒエンの母、セラが姿を現した。


「な、なんでもねぇよ。ちょっと川に落ちただけだ」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとして答える。


「その娘とふたりで川遊びでもしておったのか？　まったく節操のないヤツじゃのう」


　セラはわざとらしくため息をつく。


「ぐっ……」


　ヒエンはなにも言い返せなかった。


　スズリに川のなかに蹴けり落とされて、溺おぼれ死じぬところだったとは、恥はずかしくてとてもではないが言えない。


「暑い日だからね、気持ちよかったよ。お嬢じようさんも入ってみれば？」


　ホノがヒエンの代わりに笑いながら答えた。


「それも悪くはないが、遠えん慮りよしておこう。この辺りの主を驚おどろかせるからのう……」


「主様だって？　あんた、おもしろいことを言うんだね」


　ホノは片手で腹を押さえて、大笑いする。


「おまえこそ、愉ゆ快かいな娘じゃのう」


　セラはそう言うと、唐とう突とつにホノを抱だきしめる。


「あっ……」


　ホノは驚き、わずかに身をすくめた。セラはかまわず少女の全身を確かめるように撫なでてゆく。


「よく日に焼けて、肌がさらさらじゃの。それに川のよい匂においがする。この辺りは、湿しつ原げんで癒いやされ、水が息を吹ふきかえしておるからのう」


「く、くすぐったいよ。それに綺き麗れいな服が濡れるし、汚よごれるよ？」


「気にせずともよい」


　セラはそう言うと、懐ふところから蛤はまぐりの貝かい殻がらを取りだし、なかから秘薬の軟なん膏こうを掌てのひらに取った。


　それをホノの手足に塗ぬりこんでゆく。


「温かくて、気持ちいい……」


　ホノはうっとりとした表情を浮かべる。


　セラは調子に乗って、首筋から胸むなもとまで手を伸のばした。


　ホノはかすれた声で喘あえぎ、びくんびくんと身体からだをのけぞらせている。


　高まってくるものを感じ、ヒエンはあわてて少女から目を背そむけた。


「これって、高い薬とかじゃないよね？　あたい、なにも払はらえないよ？」


「わしが自分で調合したものじゃ。気にせずともよい」


　セラは満足したようにうなずくと、屋形のなかへともどっていった。


「あんたたちのような楽しいお客さんを渡せるなんて嬉うれしいよ。コセ沼を抜ぬけるまで、ゆっくり寛くつろいでね」


　ホノはヒエンに笑いかけたあと、船頭と話し合うため、船せん尾びのほうへと立ち去った。


「あらためて、すまなかった……」


　スズリは、いまだ平へい伏ふくしつづけていた。


　ヒエンは、じっと彼女を見つめる。


「まあ、オレの喩たとえ方も悪かったし、刀を持っていないからと、油断しすぎだった。おまえも武使なんだから、体術だって鍛きたえていて当然だよな」


　鼻の頭を指でこすりながら言った。


　スズリは見た目は物静かでおとなしそうなので、突とつ如じよとして感情を爆ばく発はつさせられると、つい対処が遅おくれるのだ。


　蹴りとはいえ、受けそこねたのは久しぶりである。


「それにしても、ヒエン殿どのがなかなか浮かんでこないので狼ろう狽ばいした。そうしたら、あの少女が川に飛び込んで、ひきあげてくれたのだ。そして水を吐はかせて、口を重ねて息を……」


　スズリは普ふ通つうに正座すると、血の気の失うせた顔で言った。


「な、なんだって？」


　ヒエンは愕がく然ぜんとなった。


「まったく覚えてねぇぞ？」


「それは、ヒエン殿が意識を失っていたから」


　スズリが気き遣づかいをみせる。


「もったいねぇことをしたぜっ！」


　ヒエンが猛もう然ぜんと悔くやしがるのを見て、スズリは無表情に立ち上がると、屋形のなかへつかつかと入っていった。
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　ヒエンはそのまま船首にとどまり、座したまま大川の風景を見つめていた。


　しばらくすると船頭と話を終えたホノが返ってきて、船ふな縁べりに腰こしをおろす。


「元気になったかい？」


「ああ、もう大だい丈じよう夫ぶだ」


　ヒエンは沼ぬま人びとの少女を見つめると、笑え顔がおで答えた。


　すこし厚めの唇くちびるに、どうしても目が吸い寄せられる。その唇で、ヒエンは息を吹き込んでもらったのだ。


「うっかり川に落ちると、焦あせってもがいたり、水を飲んだりして、大人の男の人でもあっさり溺れるんだよ。息を止めて、なにもしなかったら、すぐに浮うかぶんだけどね」


「島育ちだから、泳ぎには自信があったんだがな。身体がまったく動かなくて……」


　腹に喰くらった蹴しゆう撃げきの痛みは、時間が経たつにつれ、むしろひどくなっている。


　屋形のなかで横になりたいところだが、着物もまだ乾かわいていないし、セラやスズリと顔を合わせたくもない。


　それなら、こうして沼人の娘むすめと話をしているほうがいい。


（それにしても、オレたち家族にとって、水は鬼き門もんだな）


　セラも少女時代に帝てい都とを流れるカタラ川で溺おぼれたことがあると聞いているし、父も中海に落ちて死んでいる。


「黒くろ髪かみの娘さんに蹴け落おとされたように見えたけど、痴ち話わ喧げん嘩かでもしたのかね？」


「あいつとは、そんな関係じゃねぇよ」


「それじゃあ、綺麗な髪かみの色のお嬢じようさんが、あなたのいい人？」


「あの人はあるところの領主の娘で、オレとスズリ……黒髪の女はその護衛なのさ」


「お姫ひめさまなんだ？　どうりで綺麗だと思った。それに優やさしい御お方かただね。〝水みず蜘蛛ぐも〟のあたいなんかを平気で触さわってさ。おまけに薬みたいなものまで塗ってくれて。全身が火ほ照てっているみたいで、まだ気持ちいいよ」


「それはなによりだな。だが、自分のことを、水蜘蛛なんていうのはよしたほうがいい。それは、あんたが乗ってきた浮き座のことだろう？」


「そうだけど、陸の人たちは、あたいたちをそう呼ぶからさ……」


　ヒエンも、そのことは知っていた。


　沼人たちは心ない人々から誤解もされ、蔑さげすまれてもいる。そういう人々が〝水蜘蛛〟という蔑べつ称しようを使うのだ。


「それに、なんて呼ばれたって平気だしね。あたいは、あたいだもの」


「そうか……」


　ヒエンはうなずいた。


　この少女が自分を蔑んでいないのなら、それでいい。同情するのは優ゆう越えつ感の裏返しである。


「でも、ありがとね」


　ホノは笑顔になった。


　そのあと、ヒエンは無言のまま、行く手を見つめていた。ホノも船ふな縁べりに座すわったまま、足をぶらぶらさせている。


　今日は沼の入口で泊とまり、二日がかりでコセ沼を抜ぬける。そのあとは帝都までカタラ川を溯さかのぼってゆくだけだ。


　しかし沼に近づいてゆくにつれ、ヒエンは嫌いやな気を感じはじめていた。


　川の両岸に戦いくさ支じ度たくの武人の姿がさらに目につくようになっている。


「あいつらは？」


　ヒエンはホノに訊たずねてみた。


「知らない」


　ホノが首を横に振ふる。


「この前、南からナユタの大神宮の軍勢が押しかけてきたけど、沼を越こえられず、引き返していったよ」


「ナユタの大神宮だって？　高こう祖そ神しんウツヒミの？」


　ヒエンは驚おどろいた。


　高祖神ウツヒミは天下界アーシアを創造したとされる三み柱はしらの大おお神かみのひとつで、自らが創つくった人や獣けものに魂たましいがないことを哀あわれみ、自らの魂を分け与あたえたとされている。『御み霊たま分わけ』と呼ばれる神代で最大の神かみ業わざだ。


　それゆえ、ウツヒミはもっとも広く崇すう拝はいされている神であり、聖都ナユタにあるウツヒミの社やしろは大神宮と呼ばれ、アーシア各地から人々が参拝に訪おとずれる。


「神宮が軍を率いて、いったいどこを攻せめようというんだ？」


　ヒエンは首をひねる。


「長おさたちの話では、帝都に上るつもりだったみたい。帝てい国こくにはもはや統治能力がないから、神宮が代わってアーシアを支配するんだってさ」


　ホノの言葉に、ヒエンは我が耳を疑った。


「たしかに大神宮には威い光こうがある。だが、それは世せ俗ぞくとは無関係のはずだ……」


　これまで、アーシアを統治してきたのは、武人である領主階級である。神宮はそれにとってかわり、神しん権けん政せい治じを行おうとでもいうのだろうか？


「信じられねぇな」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


「だよねぇ……」


　ホノが何度もあいづちをうつ。


「あたいたちは皇こう帝ていに許されて、千年間ずっと沼ぬまで暮らしてきた。帝都へ攻め入ろうという軍は、たとえ神宮だって通すわけにはゆかない。だから、長たちは渡わたしを断った。それで神宮は軍を退いたんだけどね」


「あきらめてはいなかったのかもな……」


　ヒエンは嫌な予感を覚えていた。


「めんどうなことにならないといいけどね」


　ホノはため息をつく。


　そのとき、背後の引き戸が開き、スズリが姿を現した。振り返ってみると、大おお太刀たちを下げている。


「殺気を感じるのだ……」


　スズリはそう言って、険しい表情で周囲を見回す。


「ああ、びんびんにな」


　ヒエンはうなずいた。


　神宮はおそらく周辺の領主に檄げきを飛ばし、武人を集めているのだ。そして神宮に逆らった沼人たちを屈くつ服ぷくさせようというのだろう。


（まったく正気を疑うぜ）


　ヒエンは心のなかで吐はき捨てる。


　船頭や漕こぎ手たちも不安そうだった。それでも船は止まることはなく、大川を上りつづけた。そして船着き場がある沼への入口へとさしかかる。


　すると、船首に篝かがり火びを焚たいた一艘そうの小こ舟ぶねが近づいてきた。


　細長い六人漕ぎの早はや舟ぶねである。そこに十人ほどの武人が乗っていた。全員が戦支度をしている。


　小舟が近づいてくるにつれ、ヒエンは圧あつ迫ぱく感かんが強くなるのを覚えた。


「どうやら、あの船には、恐おそろしい手て練だれが乗っているみてぇだな」


　ヒエンはつぶやいた。


　そして、


「あんたは屋形のなかに隠かくれていな」


　と、ホノに声をかける。


「ううん、あたいもここにいるよ。あいつらがなんて言うか聞いておきたいしさ」


「そうか……」


　ヒエンはそれ以上、何も言わなかった。


　もし、武人たちが彼女を捕とらえようとしたら、ひと暴れするだけのことだ。ただし、今回は簡単ではあるまい。


「そこの船！」


　小舟が横に並び、篝火の側に立っていた武人が大声で呼びかけてきた。


「へいへい……」


　船頭が低姿勢で応じる。


「川止めだ。しばらくのあいだ、この先には進めぬぞ」


　武人はそう続けた。


「川止め？　いったい、どういうことなんで？」


「神敵である水みず蜘蛛ぐもどもを成敗するのだ。大きな戦いくさになる。近づけば命はないものと思え！」


　武人は恫どう喝かつするように答えた。


（やはりな……）


　ヒエンは顔をしかめる。


　悪い予感ほどよく当たるというが、危き惧ぐしたとおりだった。


「あたいらを、成敗するだって？」


　ホノが気色ばんで、武人にくってかかった。


「おまえ、水蜘蛛か？」


「どこのどいつが命じたのか知らないが、やれるものならやってもらおうじゃないか！」


「お、おい？」


　側そばで聞いていたヒエンが驚おどろくほど、ホノの口調は挑ちよう戦せん的だった。


「な、なんだと？」


　武人の顔色が怒いかりのため赤黒く変わる。


「こ、小こ娘むすめが！　ならば、おまえから成敗してくれよう！」


　武人はそう言うと、手にしていた槍やりを構えた。


「ちょいと待った！」


　ヒエンは苦く笑しようを浮うかべつつも大声をあげた。こうなったからには、もはや後にはひけない。


「なんだ、貴様は？」


　武人が問いかけてくる。


「オレはこの船の客さ。急ぎの旅でな。こんなところで足止めをくらうわけにはいかねぇんだよ。あんたたちがなんと言おうが、通してもらうぜ」


「我らに逆らう気か？」


「そんなつもりはねぇよ。だが、大川サミルの往来は、帝てい国こくが万ばん民みんに保障しているものだ。あんたたちにそれを止める権限はねぇはずだ？」


「ウツヒミ大神宮の命令なのだぞ！　貴様、神敵になろうというのか？」


「あんたは神じゃない。ただの人だろう？　誰だれが命じたのか知らないが、そいつもただの人のはずだ」


　ヒエンは嘲ちよう笑しようを浮かべる。


「言わせておけば……」


　武人は激げき昂こうすると、舷げん側そくの垣かきを跳とび越こえて、船に乗り込んできた。


「覚かく悟ごするがいい！」


　本物の殺気を放ちながら、武人が頭上で槍を振ふりまわした。


　しかし──


「槍を収めてくだされ」


　小舟の後こう尾びに腰こしを下ろしていた武人がゆっくりと立ち上がると、激昂する槍使いを制した。


（こいつだな）


　ヒエンはわずかに目を細めた。


　乗り込んできた槍使いもおそらくは武使で、この近きん隣りんの小領主だろう。神宮の檄に応じて、戦に参加したのだ。しかし、いかに大声を出そうとも、気け圧おされる感じはなかった。


　一方、今、立ち上がったのは、神宮直属の武人に違ちがいない。


　着物の上から、真っ白な妖よう式しきの古甲かつ冑ちゆうを身に着け、分厚い直刀を帯びている。その声は静かだったが、全身が総毛立つような圧あつ迫ぱく感かんがあった。


「よいのですか？」


　槍使いは怪け訝げんそうに訊たずねた。


「よくはありませんが、無む駄だに犠ぎ牲せいを出すわけにもゆきますまい。その男と戦うには相当な覚悟が必要ですぞ」


「相手は小こ僧ぞうと小娘がふたり。どのような覚悟がいるというのです？」


「その小僧がどれほどの使い手か、わたしはよく知っているということです。なあ、ヒエン？」


　いきなり名を呼ばれ、ヒエンは眉み間けんに皺しわを寄せた。


「なぜ、オレの名を？」


　しかし、そう言われれば、聞いたことのある声だった。


　あらためて、白鎧の武人をまじまじと見る。


　それで、気がついた。


「アモン兄にい？　アモン兄じゃねぇか？」


　ヒエンは一いつ瞬しゆん、驚き、そしてすぐに笑え顔がおになった。


「おいおい、しばらく会わなかったぐらいで、忘れないでくれよ。あれほど一いつ緒しよに遊び歩いたというのに」


　アモンは苦笑を漏もらした。


「変わったといっても、着ているものと髭ひげを剃そったぐらいだぞ」


「なんというか、気配が違っていたからな。まったく気づかなかったぜ」


　帝てい都とにいた頃ころのアモンには大きな塊かたまりのような気を感じたが、今はそれが砕くだけて鋭えい利りな破は片へんになったような印象である。


「アモン殿どののお知り合いなのですか？」


　船に乗り込んできた槍使いも驚いている様子だった。


「帝都で武術の修しゆ行ぎようをしていたときの友達です。まだ若いが、なかなかの使い手ですぞ。なにしろ、あの剣けん聖せいクオンの跡あと継つぎですからな」


「剣聖クオン！」


　その名を聞いただけで、槍使いは顔色を変えた。


「あの武人は、ヒエン殿とどのような関係なのだ？」


　スズリもヒエンに小声で訊ねてきた。


「帝都で修行をしていたとき、稽けい古こをつけてもらってたんだよ。オレが知っているかぎりじゃ、親父おやじを除けばいちばんの使い手だ」
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　ヒエンはスズリに答えた。


　しかも教わったのは、武術だけではない。酒やいろいろな遊びも入っている。


「それにしても、アモン兄がなぜこんなところに？　シスイで遊び……いや修行を続けてると思ってたぜ？」


「わたしも、そうしたかったのだがな。父が隠いん居きよすることになり、急きゆう遽きよ、呼びもどされたのだ。おまえが帝都を去って、すぐあとだった。今は草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主にして、ウツヒミ大神宮の警護の武人ということさ」


　アモンが草薙神刀流の次期当主だということは、ヒエンも知っていた。だが、その自由気き儘ままな性格から、家を継つぐ気があるとはとても思えなかった。


「それにしても、神宮がなぜ帝都に攻せめ入ろうというんだ？　まして沼ぬま人びとを攻めるなんて？」


　ウツヒミ大神宮の名で今の状じよう況きようを思いだし、ヒエンは責めるような口調でアモンに訊ねた。


「オレの口からは答えられんな。決まったことに従うのが、武人というものだ……」


　アモンはため息まじりに首を横に振ふる。


「なんだよ、それは？」


　ヒエンはむっとなった。


「ナユタの神宮は、人や獣けものに魂たましいを分け与あたえた高祖神ウツヒミを祀まつっている。神宮が戦うとすれば、世のため人のためのはずだぜ？　神刀流の二流派も、そのための武術だと聞いたんだけどな。まさか、帝都を攻め、執しつ政せい家を滅ほろぼすことが、世のため人のためとでもいうのかよ？」


「神宮はそう考えたということだ……」


　アモンは無表情に答えた。


「神宮の誰だれが、そう考えたんだ？　そいつの考えがおかしいだけじゃねぇか？」


「それでも、従うしかないのだよ」


「武人ってのは、つまらないもんだな」


　ヒエンは冷たく言い放った。


　その言葉に、船に乗っている武人たちが、いろめきたつ。


　しかし、ヒエンは鋭するどい視線とともに強きよう烈れつな気を放って、彼らを黙だまらせた。


「同感だが、オレにも立場というものがあってな」


　アモンは淡たん々たんと言う。


「そんなものに、理解も同情もできねぇな」


「してくれんでいいよ。オレは、ただ為なすべきことを為すだけだ」


「そうかよ……」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんに鼻を鳴らした。


「どうやら、アモン兄にいは変わっちまったみたいだな。そういうことなら、勝手にしていればいいさ。オレは、ここを通してもらえればいいんだから……」


「沼を渡わたるなら、急ぐことだ。神宮は本気だぞ。草くさ薙なぎ、御雷みかづちの御ご神しん刀とうさえ担かつぎだしているのだからな」


「神刀を？」


　ヒエンは眉まゆをひそめた。


　ナユタの大神宮にはウツヒミから魂を分けられた最初の人々が神々として幾いく柱ばしらも祀られている。そのなかで、軍いくさ神がみと称しようされたフツキとタイシの神しん霊れいが封ふうじられている刀とう剣けんが、神刀〝草薙〟と神刀〝御雷〟だと聞いている。


　アーシアと魂宿るものの守り刀だった。


「そんなものを……」


　ヒエンは信じられない気持ちだった。


「神宮にとって、これは聖戦ということかよ？」


「そうだ……」


　アモンはゆっくりとうなずいた。


　ヒエンはもはやなにも言う気になれず、船頭に船を進めてくれるよう合図だけを送った。
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　沼人たちの集落は、コセ沼の真ん中あたりのどこかにあるとされている。その小島には船着き場を備えた船宿が何なん軒げんも建てられている。


　旅人たちの多くは、そのいずれかで宿を取り、一夜を過ごすことになる。


　ヒエンたちもそのつもりだったが、到とう着ちやくはもともと明日の予定だった。


　沼を渡るには、通常、まる二日かかるとされる。しかし、それは沼人たちが迷めい路ろのような水路を、わざと大回りしたり、同じ水路を何度も通るなどして、船乗りや客に沼の水路を覚えさせないためだという。


　おそらく今は、最短の水路を通って抜ぬけてきたのだろう。


　しかし暗い夜のことでもあり、どこをどう抜けてきたのかは、ヒエンにはまるでわからなかった。そもそも、覚えるつもりもない。


「船が一艘そうもないよ……」


　いちばん大きな船宿の船着き場に船を繫つなぎながら、ホノは苦く笑しようを浮うかべた。


「今夜は、お客さんたちの貸し切りだね」


　今日、泊とまるはずだった船は、予定を繰くりあげ、すべて渡してしまったのだろう。


「ホノか？　なぜ、客人を案内してきた？　戦いくさになるのだぞ？」


　船宿のほうから、数人の男が駆かけ寄ってきて、緊きん迫ぱくした声で言った。


　彼らが殺気だっているのを、ヒエンはぴりぴりと肌はだで感じる。


「ごめんよ……」


　ホノは謝ってから、事情を話してゆく。


「そういうときには、まず水に飛び込めと言ってるだろう。水に潜もぐれば、まず追いかけてはこないのだから」


　男のひとりが呆あきれたように言った。


「そのつもりだったんだけど、お客さんが急ぎだっていうから……」


　ホノが弁解する。


「そういうことなんだ。理り不ふ尽じんに足止めされるのも我が慢まんならないしな」


　ヒエンは男たちに向かって呼びかけた。


「ホノを守ろうとしてくれたことは感謝します。しかし我々は今、戦の支し度たくで忙いそがしく、お客様をお迎むかえするどころではないのです。船宿もすべて閉めておりますから」


「えっ？　船宿が使えないの？」


　ホノが驚おどろきの声をあげる。


「あたりまえだ。船宿には、武器や兵ひよう糧ろうが集められている。明日、その船をお渡ししたら、おまえも戦うのだぞ？」


「それは、もちろんさ。あんな連中、魚の餌えさにしてやるよ」


　ホノは勢いこんで言った。


「あんたも戦うのか？」


　ヒエンは啞あ然ぜんとなった。


　彼女はまだ若く、しかも女である。


「あたいらは十を超こえたらもう一人前だしね。あたいなんか、もう十五だから、本当なら子供のひとりぐらい産んでないといけないんだ」


　ホノが苦笑をもらす。


「いくらなんでも、早くないか？」


「早くないよ。あたいたちは四十まで生きることはまずないからね。あたいの両親も、三十とすこしで亡なくなってるし……」


「事故かなにかで？」


「ううん、ふたりとも病だよ。この沼ぬまには、いろんな毒虫が棲すんでいるからね。長く暮らしていると、なにかにやられるんだ」


「それは……知らなかった……」


　ヒエンはそれ以上、なにも言えなかった。


　そんな劣れつ悪あくな環かん境きようのなかで、彼ら沼人たちは暮らし続けてきたのだ。そしてその暮らしを守るため、神宮の軍勢と戦おうとしている。


「それにしても困ったな。宿が使えないんじゃ、おもてなしのしようがないよ……」


　なかば泣きそうな表情で、ホノはつぶやいた。


「オレたちのことなら、かまわないでくれ。この船で一夜を過ごすから……」


　ヒエンがそう言ったときだった。


「なにを言っておる？」


　屋形の引き戸ががらりと開いて、セラが姿を現した。


「ここの料理は、絶品なんじゃぞ？　こんな刻限まで、夕食を我慢していたというに」


　セラの目はつりあがっていた。


　沼人たちはコセ沼の渡わたしを退たい屈くつなものにさせないため、船宿で最高のもてなしをする。


　沼でとれる食材をつかった料理や、芸人たちの見せ物も有名だ。他ほかにもありとあらゆる遊びが、ここには用意されている。


　セラは船に乗ったときから、沼での宿しゆく泊はくを楽しみにしていたのだ。


「申し訳ありません……」


　ホノは桟さん橋ばしで畏かしこまると、両手をついた。


「おまえを責めてるのではない。こういうときになんとかするのが、男というものじゃ」


　セラはそう言って、ヒエンを睨にらみつける。


「こんな状じよう況きようで、どうしろって言うんだよ？」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんに言い返した。


「満足させよ」


　セラは当然という表情である。


「無理に決まってるだろ？　遊ぶのはシスイに着いてからにしてくれ。それに払はらいはあんたの実家のほうで頼たのむぜ」


　ヒエンは吐はき捨てるように言うと、そっぽを向いた。


「あ、あたいが、おもてなしいたします。満足いただけないかもしれませんが、精せい一いつ杯ぱいのことはしますから……」


　ホノが桟橋に額を押しつけながら言った。


「そうか……」


　その姿を見て、セラは鷹おう揚ようにうなずいた。


「では、楽しみにしておる。それも、できるかぎり急いでな」


　そう言うと、屋形のなかにひっこむ。


「すまねぇな……」


　ヒエンはため息をつきながら、ホノに声をかけた。


　セラが言いだしたら聞かない性格なのは、誰だれよりも知っている。


「ううん、悪いのはあたいだもの。お客さんに満足いただけないようじゃ、この仕事を続けられない。すこしだけ、待っててよ」


　そう言うと、ホノは船宿のほうへと走りだした。


「いい娘こだな……」


　その後ろ姿を見送りながら、ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。
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　しばらくして、ホノは満面の笑えみを浮うかべて、もどってきた。


　いっぱいの食材と包丁、まな板といった調理器具の入った大きな籠かごを抱かかえている。


　彼女の後ろには、ふたりの子供が続いていて、それぞれ、なにがしかを運んでいる。


「思ったとおり、今夜のお客さんに出す予定だった食材がいくらでも余ってた。頼んだら、安く譲ゆずってくれたよ。宿の調理人みたいにうまくできないけど、材料は最高のものだから勘かん弁べんしてよ」


　ホノはそう言うと、さっそく料理の支し度たくをはじめた。


「ひとりじゃ大変だろう。手伝おうか？」


　ヒエンは申し出る。


「だめだよ。それじゃあ、おもてなしにならないもの」


　ホノは笑顔で首を横にふる。


「お客さんは、屋形に入ってて。すぐに支度するから」


　ヒエンは素す直なおに従い、屋形へと入った。


　しばらく待つと、小さな男の子が入ってきて膳ぜんを並べはじめた。そしてさらに小さな女の子が、酒の入った桶おけを持ってくる。


　セラの目が闇やみ夜よにたたずむ猫ねこの目のようにきらりと輝かがやく。


「酌しやくを頼むぞ」


　セラはスズリに命じた。


「は、はい」


　スズリは背筋を正してうなずくと、セラに盃さかずきを手て渡わたし、酒を注いでゆく。


「酌は若い娘にかぎるからのう」


　そうつぶやくと、セラは一口で盃を呑のみほした。スズリはすぐにお代わりを注ぐ。


「よい酒じゃ……」


　満足そうにうなずくと、料理に箸はしをつけはじめた。


「おお、美味じゃ。魚は丹たん念ねんに泥どろをはかせておるし、この浮き草の芽も、この時期なのに新しん鮮せんだのう……」


　セラは目を細め、幸せそうな表情になる。


　ふたりの子供が、次々と新しい料理を運んでくるが、セラはどんどんと平らげてゆく。


　ヒエンとスズリのほうが先に満腹になり、箸を置いたが、セラはまだ物足りなさそうだ。


　小こ柄がらな身体からだのどこに収まるのか不思議なぐらい、セラはよく食べる。それでいて、華きや奢しやな体型はまったく変わらない。


　ホノが持ってきた食材は大量だったが、ついに尽つきてしまった。


「すごい食べっぷり」


　ホノが顔を覗のぞかせて、目を丸くしながら言った。


「ほぼ満足じゃが、もう一品ぐらい足りないのう……」


「だから、無む茶ちやを言うなって」


　ヒエンがたしなめたが、セラは首を横に振ふった。


「我が慢まんしてもよいが、それではその娘が納なつ得とくできんじゃろう？」


「うん、そのとおりだよ」


　ホノは勢いよくうなずいた。


「鮎あゆの腸わたがあるから、それでお酒を呑んで待ってて……」


　そう言うと、ホノは戸を閉めた。


　ヒエンはどうするのかと、心配になり、その後を追う。


　そして外へと出たとき──


「うわっ」


　ヒエンは思わず、声をあげた。


　ホノがいきなり帯を解とき、着物を脱ぬぎはじめたからだ。


「な、なにをするんだ？」


　ヒエンは目を背そむけながら訊たずねた。


「ちょっとね」


　ホノは微笑ほほえむと、下帯ひとつという姿になり、沼ぬまへと飛び込んだ。


　そしてかなり長い時間、潜もぐったまま浮かんでこない。


　ヒエンが不安になってきたころ、ようやく水から頭を出した。


「やったよ！」


　ホノは嬉うれしそうな声をあげると、一本の竹たけ筒づつの両りよう端たんを手で持ち、頭上に掲かかげた。


「それは？」


「鰻うなぎだよ。これの白焼きは美味おいしいからね」


　ホノはそう言うと、竹筒を船へと投げ入れた。


　なかから、細長く青黒いものが出てきて、くねくねと船底をのたうつ。


　そしてホノは岸にあがり、桟さん橋ばしを渡わたって、船へと移ってきた。


　目をそらさなければと思うのだが、ヒエンの視線は、娘むすめの裸ら体たいから離はなれなかった。


「見てくれて……いいよ」


　ヒエンの心の葛かつ藤とうを見み透すかしたように、ホノが囁ささやきかけてきた。


　両りよう腕うでをわずかに広げる。


「そ、そんなわけには……」


　そう言いながらも、ヒエンは視線を動かせない。


「お姫ひめさまに塗ぬってもらった薬のおかげで、身体の疵きずがみんな治った。ちょうど誰だれかに見てほしいぐらいだったんだ。こんなことは、きっと二度とないだろうから……」


　言われてみれば、ホノの肌はだからは瘡かさ蓋ぶたがすべて取れ、腫はれや爛ただれも消えていた。


　浅黒い肌についた無数の水玉が、篝かがり火びの明かりを受けて、夜空の星のように輝いていた。


「き、きれいだ……」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「そんなこと言われたら、恥はずかしいよ……」


　ホノはそう言うと、あわてて着物を身につけた。


　そして船底で暴れる鰻を器用に指で摑つかむと、まな板に金かな串ぐしで留め、手早くさばいていった。


「二、三日、泥どろ抜ぬきをしたほうが臭くさみが抜けるんだけどね。このあたりは水も澄すんでるから、獲とれたてでも十分、食べられるよ」
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　ホノはさばいた身に串くし打ちをし、炭火にかける。


　焼きあがるあいだに生しよう姜がをおろし、皿に醬しよう油ゆを盛る。


　そのあいだに、ふたりの子供が、空いた食器や膳ぜんを下げてきた。


「沼人はこんな小さな子供まで、働くんだな……」


「あたいの弟と妹だよ。まだ十にならないけど、船宿で手伝いをさせてもらってるんだ」


　ホノが答えて、ふたりに挨あい拶さつさせる。


　ふたりの子供は、無言で頭を下げた。


　ヒエンは笑え顔がおで挨拶を返す。


「うん、うまく焼きあがった。きっとお姫さまも満足してくれる」


　ホノは鰻の白焼きを皿に盛ると、女の子のほうに手て渡わたした。


　女の子はこくんとうなずき、料理をセラの膳へと運んでゆく。


　そしてホノは男の子のほうには、おろした生姜と醬油の入った小皿を運ばせた。


「いろいろ無理を言って、すまなかったな」


　ヒエンは詫わびた。


「ううん、これまでお客さんに手料理を食べてもらうことなんてなかったし、嬉しかったよ」


　ホノは笑顔で首を横に振ふる。


　そのときだった。


「娘も中に入れ」


　と、セラが呼ぶ声がした。


「は、はい」


　ホノは手ぬぐいで、濡ぬれた髪かみをあわただしく拭ふくと、屋形に入る。


「ご苦労であった。おまえも、すこし呑のむといい」


「いえ、あたいは……」


　ホノは遠えん慮りよしようとしたが、セラは強ごう引いんに盃さかずきを取らせた。


「それじゃあ、いただくね」


　スズリが注いだ酒を、ホノはくいっと呑みほした。


　そして礼を言って、盃を返す。


「心こころ尽づくしの料理の数々、十分に堪たん能のうさせてもらった。その礼といってはなんじゃが、このふたりに大神宮との戦いくさを手伝わせよう……」


「な、なんだって!?」


　セラの言葉に、ヒエンは顔色を変えた。


「心得ました」


　一方のスズリは神しん妙みように返事をしている。


「勝手に承知しているんじゃねぇよ。戦は嫌きらいだって、いつも言ってるだろ？」


「好きになれとは言っておらぬわ……」


　セラはヒエンを睨にらみつける。


「じゃが、罪もない沼ぬま人びとたちを理り不ふ尽じんに攻せめようとする神宮のやり方が気に入らぬ。思し慮りよもなく従う武人たちにものう。そうは思わぬか？」


「それは……そう思うが……」


　ヒエンはちらりとホノを見る。


　彼女はセラの言葉に驚おどろいている様子だった。


「その娘むすめが、戦で命を落としてもかまわぬのじゃな？」


「そ、そんなことはねぇ！」


　ヒエンは顔色を変えた。


「それに神宮の軍は、帝てい都とシスイを攻めようとしてるのじゃぞ？　沼人たちが敗れるようなことがあれば、帝都にも戦火が及およぼうの。わしの実家も滅ほろぼされるかもしれん」


「そう……だったな」


　ヒエンは苦く渋じゆうの表情になった。


　帝都には大勢の人々が平和に暮らしている。そしてシスイを支配している執しつ政せい家は、セラの実家である。ヒエンは彼女をそこに帰すため、旅を続けてきたのだ。


「これは、あたいたちの戦だよ。お姫ひめさまのお気き遣づかいは嬉うれしいけど、あたいたちだけで戦うし、戦える。連中はあたいらを軽く見ているけど、きっと後こう悔かいすることになるよ」


「まあ、そう言うな。戦のあいだだけ、このふたりはおまえに仕えるということじゃ。なんなりと命じるがよい」


　セラの言葉に、スズリは畏かしこまってうなずいた。


　彼女がなぜ反論しないのか、ヒエンには不思議だった。静かにしているが、心のなかでは、大神宮のやり様に怒いかりを覚えていたのだろうか。


「しかたねぇな……」


　ヒエンはうなずくしかなかった。


「だが、オレは彼女を守るだけだぜ。大神宮の威い光こうを畏おそれて集まっただけの武人どもを追い返せばいいんだろ？」


「当然じゃ。武術は自らを鍛きたえるためのもの。人を殺すためのものではないからのう……」


　セラは満足そうにうなずいた。


「その娘のまえで、せいぜい恥はじをかかぬことじゃな」


「そんな無様な真ま似ねはしねぇよ……」


　ヒエンはにやりとして言い返した。


「戦うと決めたからには、思いきり暴れさせてもらうぜ」
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　翌朝早く、船は沼を渡わたり、帝都へと続くカタラ川へと出た。


　牛車と赤毛牛、青毛馬は、戦が終わるまで船頭が預かってくれることになった。彼らとしても、このままでは仕事にならないのだ。


　ヒエンとスズリ、そしてなぜかセラまでもが、ホノの操あやつる小こ舟ぶねに乗り換かえて、夕刻近くに沼の小島へともどった。


　そして戦を手伝うことを伝えた。


　沼人の長老たちはヒエンらを疑ったが、ホノが責任を持つからと説とき伏ふせた。


　そのため、ホノはひとりで水路のひとつの見張りをまかされることになった。そこを通る敵の数がすくない場合は討うち、多い場合はそのことを報告するという役目を与あたえられる。


　そして一夜が明け、ホノは小舟でヒエンたちを乗せ、命じられた水路まで移動した。


　あとは待つだけである。


　スズリは船首に座し、朱しゆ鞘ざやに収められた愛刀を膝ひざに置いて、静かに瞑めい目もくしている。


　赤みを帯びた細刃はの大おお太刀たちで、銘なを〝紅こう冠かん〟というそうだ。


　ヒエンは舟の中央であぐらをかく。


　そしてホノは後方で櫂かいを握にぎっていた。


「今日、来ると思うか？」


　スズリが座したまま、訊たずねてくる。


「まず来るだろうな。長く陣じんを張れば、余計に兵ひよう糧ろうがかかる。動員した数が多ければ多いほど、負担は大きくなるからな。ゆっくり攻めるとは考えにくい」


「なるほど……」


　スズリは納なつ得とくしたようにうなずいた。


　それで気合いが入ったのか、立ち上がって前方を見み据すえる。


　水路は背の高い蘆あしで遮さえぎられ、見み渡わたしはよくない。


　この辺りは水路の幅はばも狭せまく、小舟が一艘そう通れるほどしかない。たとえ敵が大軍でも、その利を活いかすことはできない。


「来たみたいだよ……」


　ホノが遠くであがった狼煙のろしを指差した。


「狼煙の色は黒。大軍がやってきたとの合図だね」


「さて、この水路に現れるかな？」


　ヒエンがひとりごとのようにつぶやく。


　敵は迷めい路ろのような水路を探たん索さくしながら進むしかない。おそらく手勢を分けるだろう。


　沼ぬま人びとたちは、あちらこちらに潜ひそみ、敵が通過するのを待ち構えているのだ。


　地の利は圧あつ倒とう的てきに沼人たちにある。


　もっとも、沼人たちの戦せん闘とう力は未知数だ。


　ホノを見ると、動きは敏びん捷しようだし、戦いくさを恐おそれている様子はない。


　用意している武器は、かえしのついていない銛もりだった。片手で扱あつかう槍やりのようなものだ。


　ヒエンとしては、彼女には操船に専念してもらうつもりだった。戦うのは、スズリとふたりで十分である。


　そうして、昼を過ぎた頃ころ──


「水が、動いた……」


　ホノが緊きん張ちようした声を響ひびかせた。


　ほどなくして、葦あしのあいだから小舟が一艘、姿を現した。十人ほどの武人が乗っている。


「い、いたぞ！」


　あわてたように、武人たちはこちらを指差してきた。


「ゆ、弓を射ろ！」


　舟の後方にいる武人が、命令した。


「どうすればいい？」


　スズリがゆっくりと朱鞘から、大太刀を抜ぬく。


「射手は五人だな。ちょうどいい。残らず受けてみな」


「受けろと？」


　スズリは一いつ瞬しゆん、ヒエンを振ふり返る。


「おうっ！　よけるんじゃねぇぞ」


　ヒエンはうなずいた。


　あいかわらず、座したままである。


「承知した……」


　あからさまに不満そうな表情ながらも、スズリはうなずいた。


　そして、五人の射手が横に並び、次々と矢を放ってくる。


「はいっ！　はあっ！」


　スズリは大太刀の刃をひらめかせて、その矢を次々と払はらいのけていった。


　両断された矢が、水面に浮うかぶ。


「そうそう、その調子だ」


　ヒエンは呑のん気きに声をかける。


「受けながら、徐じよ々じよに気を高めるんだぞ。一枚ずつ、脱ぬいでゆく感覚だ」


「ま、また下げ劣れつなことを……」


　スズリの身体からだから瞬しゆん時じにして赤い霊れい気きが立ち上った。


　そしていきなり身をよじって、一本の矢をかわす。


　その矢は、ヒエンの眉み間けんに向かって、まっすぐ飛んできた。


　そして貫つらぬいたと見えた瞬しゆん間かん、


「あぶねぇ」


　ヒエンは鳳ほう翼よくをひらめかせる。


　矢は鳳翼の刃やいばでぴたりと止まり、しばらくしてから膝ひざもとに落ちた。


「よけるな、と言っただろう！」


　ヒエンは怒ど鳴なった。


「油断していたわけではなかったのだな」


　澄すました声がかえってくる。


（こいつ、狙ねらいやがったな）


　ヒエンは顔をしかめた。


　いつか、この女に殺されるなと思う。実際、すでに二度ほど死にかけた。


「なにをしている！　一いつ斉せいに放て！」


　敵の舟ふねを指揮する武人が、いらだった声で叫さけんだ。


　射手は互たがいに声をかけあい、スズリに向けて、矢を引き絞しぼる。


「三っ、二ぃ、一ぃ……」


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶ！」


　だが、スズリのほうが一瞬、早く動いていた。


　気は十分すぎるほど高まっていた。


　無数とも思える炎ほのおの飛礫つぶてが、弓を構えた武人に向かって疾はしる。


「放てっ！」


　五本の矢も空を切った。


　だが、それはスズリに届くより先に炎の飛礫に焼かれ、消し炭となって、水に落ちた。


　飛礫は射手にも当たり、武人たちは悲鳴をあげる。なかには、着物が発火しはじめた者もいた。


「み、水をかけろ」


　武人たちはあわてふためく。


「凄すさまじいな……」


　ヒエンはうなった。


　武術は術者の気の高まりで威い力りよくが変わる。間合いがもっと近ければ、具足すら撃うち抜いていただろう。


「それが続けばなぁ……」


　ヒエンはゆっくりと立ち上がった。


　スズリは肩かたで息をしはじめている。そろそろ自分の出番のようだ。


「舟を寄せてくれ……」


　ヒエンはホノに声をかけた。


　しかし返事はない。


　不ふ審しんに思い振り返ると、そこに彼女の姿はなかった。


「いつのまに？」


　射手に気を奪うばわれていたからではあるが、まったく気配を感じなかった。


　ヒエンはスズリを下がらせ、船首に立った。


　スズリは櫂かいを取ると、ぎこちなく舟を進ませはじめる。


　ヒエンは気を高め、跳ちよう躍やくに備えた。


　敵が混乱しているうちに飛び移り、一気に片をつけるつもりだった。


　しかし、その間合いに入るよりも早く──


「それっ！」


　武人たちの乗る舟が、いっそう激しく横よこ揺ゆれしはじめた。


　ふと気がつくと、ホノが船ふな縁べりに手をかけ、体重をかけている。


　武人たちは重い具足を身につけて立ち上がっており、しかも着物についた炎を消そうとあわてふためいていた。


　たまらず、舟は転てん覆ぷくし、武人たちは水に投げだされた。


「お、溺おぼれる」


「助けてくれっ」


　武人たちは水面から顔を出すと、必死にもがきながら叫び声をあげた。


「ここらは背が立つだろうけど、底が泥どろだからね。どんどん沈しずんでゆくよ」


　ホノは船底を向けている小こ舟ぶねに器用にあがると、笑い声をあげる。


「具足を脱ぬいで、武器を捨てるんだね。そしたら、きっと助かるよ」


　ホノは銛もりの先で、武人の頭をつんつん突ついてまわる。


　武人たちはあわてて武器を放ほうり投げると、短刀を抜ぬいて、具足を繫つなぐ紐ひもを切ってゆく。


「仲間のところまで、泳いで帰りな」


　武人たちは必死の形相で水を搔かく。


　そしてノロノロと水路を引き返していった。


「この舟、も～らい♪」


　ホノは嬉うれしそうにヒエンに手を振ふってきた。


「たいした手て際ぎわだ……」


　ヒエンは心底、感心していた。


　ホノは器用に舟を表に返すと、底に溜たまった水を外へとかきだし、櫂を漕こいでもどってきた。


「連中、肝きもを冷やしただろう。もう誰だれもこの水路にやってこないかもな」


　ヒエンはホノに笑いかけたが、その言葉どおり、夕刻まで待っても、敵は姿を現さなかった。


　そして白い狼煙のろしが、沼ぬまのあちこちから上がる。敵が退たい却きやくしていったとの合図だった。


「ざまあみろだ」


　ホノが南の方角へ向かって、舌を出してみせた。


　そして戦利品の小舟を曳ひいて、意い気き揚よう々ようと沼の小島へと凱がい旋せんしたのである。
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　昼間の戦いは、沼人たちの大勝利に終わっていた。


　大神宮の命を受け、攻せめこんできた近きん隣りんの武人たちは迷めい路ろのような水路をさまよったあげく、沼人たちの待ち伏ぶせを受け、散々な目に遭あって撤てつ退たいした。


　物見に出た者の報告では、数多くの武人が神宮の敷しいた陣じんにもどらず、それぞれの領地まで逃にげ帰ったという。


　もはや攻めてはこられまいと、誰もが思った。


　沼人の集落がある小島は、祭のような騒さわぎになっていた。


　すべての船宿が満員になるほどの客が訪おとずれても、これほどには賑にぎやかにならないだろう。


　沼人たちは盛大に篝かがり火びを焚たき、そのまわりで唄うたい、踊おどっていた。


　船宿が酒や料理を振る舞まい、皆みなが呑のみ、食べた。


　ヒエンはそんな人々の輪から離はなれ、夜の桟さん橋ばしであぐらをかき、ぼんやりと暗い水面を見つめていた。


　戦いに協力したとはいえ、しょせん他所よそ者である。もっとも、セラはおかまいなしに、宴うたげに混じっている。スズリも強ごう引いんにひっぱりこまれていた。


　ふたりともいちおうは女だから、歓かん迎げいされているだろう。だが、どちらかひとりでも暴れだしたら大変なことになる。


　それもあって、あまり近くにいたくないのだ。


「こんなところにいたぁ」


　舌足らずな声がしたかと思うと、桟橋を渡わたってくる足音が続いた。


　振り返ると、ホノが瓢ひよう簞たんをひとつと料理が盛られた大皿を持ち、ややおぼつかない足取りで向かってきていた。


「や、やぁ」


　ヒエンは強こわ張ばった笑えみを浮うかべる。


　しかし、心ひそかに彼女が来てくれるのではないかと願っていた。


　そして現実に自分を捜さがしてくれた。


　ヒエンは心臓の鼓こ動どうが高鳴ってゆくのを覚えた。


　辺りは暗く、自分たちの他ほかには誰もいない。遠くに赤く燃える篝火が無数に浮かび、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを感じさせる。


「食べて。呑んで」


　ホノはヒエンの隣となりに腰こしを下ろすと、皿をあいだに置き、ヒエンに箸はしを手て渡わたした。そして瓢簞の蓋ふたをはずし、差し出す。


「あ、ありがとな」


　ヒエンは喉のどの渇かわきを覚おぼえ、一気に呑んだ。


　なかに入っていたのは酒だった。身体からだがかっと熱くなり、頭がくらりとなる。


（まずいぜ）


　ヒエンは思った。


　この状じよう況きようで酔よいでもしたら、理性を保てる自信がない。


「せ、せっかくだから……」


　ヒエンはホノが持ってきてくれた料理を箸で突つつき、せっせと胃に収めてゆく。美味うまいはずだが、味などまったく感じなかった。


　ホノはその様子を微笑ほほえみながら見つめている。


　あっというまに料理はなくなってしまった。


「お腹なか、空いてたんだね」


　ホノが目を丸くしている。


　空になった皿をどけると、ホノがそこにできた間を自分のほうから詰つめてきた。


「ま、まあな……」


　ヒエンはひきつったような笑みを浮かべる。


「明日、行っちゃうんだね」


　ホノが静かにヒエンを見つめながら言った。


「あ、ああ……」


　ヒエンはうなずく。


　なにか言わなければと思うのだが、気の利きいた言葉が浮かんでこない。


「……あたいのこと、好きにしてくれていいよ？」


　長い沈ちん黙もくのあと、ホノのほうから声をかけてきた。


　ヒエンは口を開いたが、まだ言葉が出てこない。頭のなかが灼やききれて灰になった気がした。


「お客さんなら、あたい、いいよ」


　ホノが微笑みながら続ける。


　膝ひざ立ちになり、ヒエンの頭を胸に抱かかえた。


　豊かではないが、柔やわらかな感かん触しよくが、布越ごしに伝わる。一昨日おととい見た彼女の裸ら体たいが脳のう裏りに浮かんだ。


「今夜だけ、あたいを……」


　その言葉で、ヒエンは我に返る。


「い、いけねぇって」


　ありったけの理性をふりしぼって、ヒエンはホノから離れた。


「どうして？　あたいのこと嫌きらい？」


　悲しそうな表情で、ホノが訊たずねてくる。


「そ、そんなことはねぇ。ただ、まだオレたちは出会ったばかりだ。それに一夜だけの関係なんて……」


「だって、お客さん、明日にはいなくなるじゃない？」


「ああ、帝てい都とに母さ……じゃなくて、お姫ひめさまを送りとどけなきゃならねぇ。だが、そのあとは自由だ。だから、その……また会うことだってできる」


「帝都に行けば、あたいのことなんて、すぐ忘れちゃうよ。ううん、忘れたほうがいい……」


「そんなことはねぇ！」


　ヒエンは強い口調で、ホノの言葉を遮さえぎる。


　不意に口をついたものだが、それは自分の本心だと思えた。ヒエンの心のなかで、彼女のことが大きくなりつつある。
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「あんたさえよかったら……その……シスイに一いつ緒しよに来ねぇか？」


「それは、できないよ……」


　ホノは寂さびしそうに微笑ほほえむと、わずかにうなだれた。


「なぜだ？」


　ヒエンはホノの両りよう肩かたを摑つかんで、激しく揺ゆすった。


「この沼ぬまの水路は、水みず蜘蛛ぐもの網あみなんだよ。あたいらは、ここでしか生きられない……」


「あんたは水蜘蛛じゃなく人じゃねぇか？　どこでだって生きられる」


「それが駄だ目めなんだよ。あたいは渡しだからね。沼を抜ぬけたら、追っ手がかかるんだ。水路の秘密を、外に漏もらすわけにはゆかないから」


「そ、そんなことが……」


　ヒエンは言葉を失った。


　しかし、それぐらいの掟おきてがあっても不思議ではない。


　水路の秘密が守られているからこそ沼人たちは暮らしてゆけるのだ。今日のように攻せめられることがあっても容易たやすく退けられる。


「それなら……オレが……」


　ヒエンは言いかけたが、ホノの唇くちびるで口を塞ふさがれた。


　しばらくのあいだ、ふたりは互たがいの唇を重ねあった。


「……陸の人には、ここでの暮らしは耐たえられないよ。お客さんは、陸でいい娘こを見つけなきゃ。あたいはここで子を産んで育てる。こう見えて、言い寄ってくる男は、けっこう多いんだ」


　ホノは唇を離はなすと、ため息まじりに囁ささやいた。


「でも、お客さんみたいな男の人、初めてだよ……」


　ヒエンはなにも言い返せなかった。


　沼人として生きてゆく覚かく悟ごがあるかといえば、正直、自信はない。ホノに言い寄る男がいることも疑いはない。


「なんか、酔よいが醒さめちゃったね。呑のみなおそうか？」


　ホノは笑って言うと、ヒエンからわずかに離れた場所に座すわりなおした。そして、酒の入った瓢ひよう簞たんをヒエンとのあいだに置く。


「そうだな。今夜は、オレも呑ませてもらうぜ」


　ヒエンは喪そう失しつ感かんを覚えつつも、笑え顔がおでうなずいた。


　突とつ風ぷうが、水面を波立たせたのは、そのときであった──
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「な、なに？　この風？」


　髪かみを押さえて、ホノは悲鳴にも似た声をあげた。


　横よこ殴なぐりの雨のように、沼の水が飛沫しぶきとなって飛んでくる。


　ヒエンは腕うでを顔にかざし、目を細めて天を見上げた。


　空は雲で覆おおわれ、まるで墨すみで塗ぬりつぶしたかのようである。さっきまでは風もなく、満天の星空だったというのに……


「いったい、どうなってんだ？」


　その瞬しゆん間かん、暗幕のごとき夜空をまばゆい閃せん光こうが走りぬけた。わずかに遅おくれて轟ごう音おんが鳴り響ひびく。


　ホノが本物の悲鳴をあげて、しがみついてくる。


「突風に、稲いな妻ずまだって？」


　ありえない、とヒエンは思った。


　暦こよみでは赤せき暑しよの節も終わり、まもなく晩夏にあたる紫し雷らいの節を迎むかえる。夕立も増えるし、台風がくることもあろう。だが、何事にも前まえ触ぶれというものはある。この嵐あらしはあまりにも突とつ然ぜんだった。あきらかに尋じん常じようなものではない。


　突風は止やむことなく、稲いな光びかりがヒエンとホノを青白く浮うかびあがらせる。


「神宮に逆らった神しん罰ばつとでもいうの？」


　ヒエンを抱だく手に力を込めながら、ホノが震ふるえる声で言った。


「神罰……」


　その言葉で、ヒエンはアモンの警告を思いだした。


　大神宮が本気であるということ。


「奴やつら、神刀の力を使いやがった……」


「神刀？」


　ホノが顔をあげて、ヒエンを見つめる。


「ナユタの大神宮にはウツヒミだけでなく、数多くの神しん霊れいが祀まつられてるが、そのなかに二柱の軍神もいるんだ。その軍神の神霊は刀とう剣けんに封ふうじられ、アーシアを守護しているとされる。それが神刀〝草くさ薙なぎ〟と神刀〝御雷みかづち〟だ。風ふう神じん刀とう、雷らい神じん刀とうとも呼ばれている。連中、その神刀の神かみ業わざを使ったに違ちがいねぇ」


　突風はますます激しさを増し、旋せん風ぷうとなって荒あれ狂くるっていた。そして無数とも思える雷かみなりが、降り注ぎはじめた。そのいくつかが船宿に落らく雷らいし、炎ほのおが噴ふきあがる。


　その炎が、強風に煽あおられ、またたくまに広がっていった。


「あたいらの……集落が……」


　ホノは言葉を失っていた。


「ここは危ねぇ」


　水面の波は荒れ狂い、いつ飲み込まれるかもしれない。身を隠かくす場所もなく、雷の直ちよく撃げきを受けるかもしれない。


　だが、どこが安全なのかは皆かい目もく、わからなかった。


　ヒエンはホノを抱きあげると、いちばん近くにある船宿のほうへと進んでいった。その建物は幸い、落雷も免まぬかれ、まだ火も移っていない。


　風にあらがいながら進んでゆくと、向こうから誰だれかがやってくるのが見えた。


「母……さん？」


　稲妻に照らされたその姿を見て、ヒエンは呆ぼう然ぜんとつぶやく。


　大おお太刀たちを手にしたセラが、ゆらゆらと歩いていた。


　この強風のなかでも、彼女の長い髪はまったく揺ゆれず、着物もなびいていない。そして全身からは純白の霊れい光こうが放たれている。


　セラの後を、当とう惑わくしたような表情を浮かべたスズリが続いている。


「ヒエン殿どの……」


　スズリがこちらに気がついて、あわてて駆かけ寄ってきた。


「なにがあったんだ？」


　ヒエンは彼女に訊たずねた。


「わからぬ……」


　スズリは首を横に振ふった。


「わたしたちが囲んでいた篝かがり火びに雷が落ち、わたしは弾はじき飛ばされて、わずかなあいだ意識を失っていた。そして気がつくと、セラ様がわたしの太刀を手にし、歩いておられたのだ……」


　スズリの声もさすがに震えていた。


　風はいまだ激しく、雷も鳴り止まない。まるでこの世の終わりのような状じよう況きようだった。


「これは、いったい何事なのだ？　セラ様はどうされたのだ？」


　スズリはヒエンに訊ねかえしてきた。


「神宮が、神刀の力を使いやがったのさ。この風も雷もそのせいだ。それに母さんだが、例のあれだな」


　ヒエンは、呻うめくように言った。


　こうなったセラは、容易に止められないのだ。


「あたいも弟と妹を捜さがさなくちゃ！」


　ホノが我に返ったように叫さけぶと、ヒエンの腕から降り、船宿のほうへと走っていった。


「気をつけてな！」


　ヒエンはホノに呼びかけた。


　今は、母のほうが気にかかる。


　セラはゆらゆらと歩くと、岸から沼ぬまへと入っていった。


　彼女は水に沈しずむこともなく、そのまま水面を歩いてゆく。荒れ狂う波が、彼女の周囲だけ噓うそのように静まっていた。


　そしてセラはゆっくりと太刀を頭上に掲かかげた。


　その瞬しゆん間かん、空全体を網あみで包みこむような稲いな妻ずまが走ったかと思うと、それがひとつの巨きよ大だいな柱となって、空から大地に突つきささる。


　その真下に、セラがいた。


　ヒエンは目を見張り、息を飲んだ。


　耳をつんざくような轟ごう音おんが鳴り、全身に痺しびれたような感覚が襲おそう。


　ヒエンは言葉を忘れたように、口だけをぱくぱくと動かした。


　巨大な落雷をセラはまともに受けた。だが、何事もなかったように陸へともどると、ヒエンのほうに歩いてきた。


　そして、しばしヒエンを見つめたあと、ぱたりと倒たおれた。スズリの大太刀が、その手から落ちる。


　あわてて、ヒエンは母を抱き止めた。


　震える手を首筋に当ててみると、肌はだは温かく、脈も感じられた。


　ヒエンは母の細い身体からだを抱だきしめ、大きく安あん堵どの息をつく。


　ふと気がつくと、先さき程ほどまでの強風が噓のように鎮しずまっていた。上空を覆おおっていた雲も晴れ、満天の星がふたたびまたたいている。


　しかし、風も雷かみなりも夢ではなく、現実に他ほかならなかった。


　沼人たちの集落は激しい落らく雷らいによって、建物の多くが破は壊かいされ、あちらこちらから炎ほのおがたちのぼっている。


　人々の悲痛な声が響ひびいていた。


「ヒエン殿……」


　スズリが聞き取れないほど、かすれた声をかけてきた。


　地面に落ちた大太刀は、すでに自らの鞘さやに収めている。


「神宮に奉ほう納のうされている神刀は、世界を、人を守るためのものだろうがっ……」


　ヒエンは低く呻いた。


　激しい感情がこみあげてくるのを、なんとか抑おさえようとする。


　ヒエンは意識のないセラを抱かかえ、スズリとふたりでホノを捜した。


　沼人の娘むすめは、半はん壊かいし、炎を噴ふきあげる船宿のすぐ近くで見つかった。


　彼女は悔くやし涙なみだを滲にじませながら、地面に横たえられた男の子と女の子を見つめている。


　一いつ瞬しゆん、はっとしたが、ふたりとも意識はしっかりし、呼吸も確かだった。だが、全身のそこかしこに怪け我がや火傷やけどを負っている。


　ヒエンとスズリはうなずきあうと、ホノの弟と妹の手当てをしてゆく。


　意識のないセラを寝ねかせたあと、子供たちに薬を塗ぬり、さらし布を巻く。武術の修しゆ行ぎように怪我はつきものなので、その処置は慣れたものだ。


「ちくしょう……」


　ホノは拳こぶしを握にぎりしめ、何度もそう繰くり返した。


「神宮の奴やつら、あたいらが水みず蜘蛛ぐもだからって、本物の虫けらみたいに……」


　ホノはそう言うと、手近に転がっていた銛もりを拾いあげた。


　そして船着き場のほうへと駆かけだしてゆく。


「待てよ！　どこに行くつもりだ！」


　ヒエンはあわてて呼び止めたが、子供たちの手当てがまだ終わっていない。


「神宮の連中に思い知らせてやるんだ。あたいらの身体にも、赤い血が流れていることを！」


　ホノは答えた。


　ヒエンは大急ぎで手当てを終えてから、スズリとともに船着き場に走った。


　何艘そうもの小こ舟ぶねが繫つながれていたはずだが、そのほとんどはどこかへ流されていたり、落雷を受けて壊こわれていた。


　そのなかで、無事だった一艘にホノは数人の沼人たちと乗り込み、水路のほうへと漕こぎだしていた。


「そんな少人数で、なにをしようっていうんだ！」


　大声で呼び止めたが、ホノは返事をしなかった。


　ヒエンはあわてて使えそうな小舟を探す。


　船底に水が溜たまっているが、使えそうなのが一艘見つかった。


　ヒエンは近くに転がっていた桶おけを拾うと、舟ふねに飛び乗る。


　ためらうことなくスズリも続いた。


「オレが舟を漕ぐ。おまえは水を汲くみだしてくれ」


「承知した」


　スズリはうなずいた。


　舟を漕ぐのは得意だが、夜ということもあり、慣れぬ水路だ。また船底に溜まった水が重しとなり、なかなか思うように前に進まない。


　ホノが乗った舟の航こう跡せきを見失わないように進むだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


「……無む茶ちやをするんじゃねぇぞ」


　ヒエンは我知らず声に出していた。
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「見たか！　御ご神しん刀とうの神かみ業わざを!!」


　アーシアにあまたあるウツヒミの社やしろの境けい内だいで、ひとりの男が高笑いをしていた。


　ナユタ大神宮の末社のひとつ、二柱の軍神フツキとタイシを祭さい祀しする神職である。


　名を、リクウという。まだ若く、二十を超こえたばかりだが、極きわめてすぐれた神しん霊れい術の使い手で、その祈き禱とうは神霊の霊れい力りよくをよくひきだす。


　それゆえ、軍神の社の宮ぐう司じに抜ばつ擢てきされたのだ。


　彼の左右には、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうと御雷みかづち神しん刀とう流りゆうの当主が、それぞれひかえていた。ふたりの武使の表情は強こわ張ばっている。


「なにゆえ、儀ぎ式しきが中断したかはしれぬが、水蜘蛛どもは御神刀の力を、思い知ったことであろう。今一度、儀式をとりおこない、奴らを誅ちゆう殺さつしてくれるわ」


「おそれながら、リクウ様……」


　草薙神刀流の当主であるアモンは、片かた膝ひざを地面についたまま若い神職ににじり寄った。


「御神刀の力を使えば、そこにおわします神霊の霊力を失うことになります。どうか、おひかえください」


「黙だまれ、アモン！　御神刀に頼たよらねばならなかったは、貴き殿でんらが水蜘蛛どもを成敗できなかったからであろう？」


「申し訳ございません……」


　アモンは神しん妙みように頭を垂れた。


　だが、なんの策もなく、コセ沼ぬまに攻せめこむよう下げ知じしたのは他ほかでもないこの若い宮司である。


　そのときも反対したが、まったく聞き入れようとはしなかった。


　しかたなく近きん隣りんから集まった武人を小舟に分乗させ、沼へと攻め入らせたが、結果は惨さん憺たんたるものだった。


　大勢の犠ぎ牲せいを出し、生き残った武人はそれぞれの領地へと帰っていった。


　本ほん陣じんに残っているのは、大神宮直属の武人のみである。その数は百にも満たない。


　これでは、たとえ沼を渡わたっても帝てい都とに攻め入るどころではない。


　聖都ナユタへ引き返すべきだと、アモンは進言したが、リクウは激げき怒どして拒きよ絶ぜつした。


　そして自らが中心となって、御神刀の霊力を解放するための祈禱をはじめたのである。


　神刀の霊力の使用は、遥はるか神代より厳しく戒いましめられているというのにだ。だからこそ、神刀はその霊力を保ちつづけることができたのだ。


（それを、この若造は……）


　アモンは怒いかりすら覚えていた。


　世界の乱れを鎮しずめるといって、さらに世を乱していることや、水みず蜘蛛ぐもと蔑さげすんでいる人々に御神刀の力を使う。それが、世のため人のためであろうはずがない。


　そのことに気づいてもいないのだ。


　だが、この若者が軍神の社の宮司である以上、草薙神刀流の当主としては仕えるしかない。それも、遥はるか神代から続くならわしなのだ。


（だから、帰りたくはなかったんだよなぁ）


　アモンは心の底から思った。


「御神刀の神業を知れば、逃にげ帰った武人たちもふたたび馳はせ参さんじよう。水蜘蛛どもとて、進んで沼を渡そうとするに違ちがいないわ」


　リクウは傲ごう然ぜんと言い放った。


「……ならばこそ、御神刀の力を使うのはおやめください。リクウ様が禁を破ったことを、大宮司様は決して喜ばれますまい」


　アモンは畏かしこまったまま進言した。


「わたしも、アモン殿どのと同じ考えにございます」


　それまで沈ちん黙もくを守っていた御雷神刀流当主のシンザがようやく口を開いた。


（それなら、さっさと言いやがれ）


　シンザの年ねん齢れいはアモンよりも五歳ほど年下だが、若い頃ころから御雷神刀流の当主を務めていただけあって、そのあたりの要領は心得ているようだ。


　大宮司の名を出したことで、リクウも思いなおしたらしく、不承不承ながら祈禱の再開は取り止やめると言った。


「明日になれば、沼人たちがきっと泣きついてこようぞ」


　リクウはそう言うと、社務所に用意した寝しん所じよのほうへと去っていった。


「……やれやれ」


　アモンはふかくため息をついた。


「いったい誰だれがそそのかしたものか、リクウ殿は本気で、執しつ政せいに代わり、アーシアを治めるつもりでおられる」


　そうシンザに苦く笑しようを投げかけた。


「まったくです。大神宮が戦いに参加するのは、悪あつ鬼きや妖よう魔まが相手のときのみ。まさか人と戦うため、我らが神刀流を振ふるうことになるとは思いもしませんでした」


「御ご神しん刀とうと神刀流は、天下界アーシアと魂たましい宿すものを守護するためのものですからな」


　アモンはため息をつく。


　すくなくとも、自分はそう教えられてきた。


「とにかく警護は厳重にしておきましょう。沼人たちが攻めてくるかもしれませんからな」


「ならば、我らは社の周囲を固めましょう。アモン殿は、リクウ様のお側そばに」


「心得た」


　アモンはうなずく。


　あの若い宮ぐう司じに守る価値があるとは思えぬが、それが代々、続いた神刀流の役割なのだ。
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「敵てき襲しゆうだ！」


　参道のほうで、見張りが警告の声をあげたのは、夜半を過ぎてからであった。


　アモンは社務所の側で木にもたれ、仮か眠みんを取っていた。


　眠ねむっていても、気が緩ゆるむことはない。異状を察したら、すぐ気がつく。


　警告の声がするより先に、アモンは目を覚ましていた。


「嫌いやな気が、近づいているな……」


　アモンは立ち上がると、うなじのあたりを手でさすった。


「何事だ？」


　社務所の戸が開き、夜着姿のリクウが現れる。


「沼ぬま人びとが攻せめてきたようです」


　アモンは畏まって答えた。


「なんだと？　神しん罰ばつを受けてなお、心を改めぬとは……」


　救いようのない輩やからだと、リクウは吐はき捨てる。


（救いようのないのは、おまえだよ）


　アモンはそう言ってやりたかったが、無論、できるはずがない。


「数は？」


「正確にはわかりませんが、さほど多くはないかと。しかし、強い殺気を感じます。くれぐれも、ご油断なさいますな」


「ひとり残らず、討うち取るのだ！」


「心得ました」


　アモンはうなずいたが、できれば追い返したいと思っていた。


　もっとも、沼人たちが退いてくれるかどうかは疑問である。おそらく命を捨てる覚かく悟ごで来たことだろう。


　社やしろの周囲は、シンザと御雷みかづち神しん刀とう流りゆうの一門がかためている。


　彼らが突とつ破ぱされるとは思えない。だが、人数がすくないため、囲みを抜ぬけて忍しのびこんでくる者がいるかもしれない。


　敵が現れないことを祈いのるしかないな、とアモンは思った。


　だが、信心が足りないのか、その祈りはまったく通じなかった。


　真っ暗な木々のあいだから、突とつ如じよとして小こ柄がらな影かげが飛びだしてきたのである。


「おおっ!?」


　リクウが野太い声をもらす。


　それまで気配をまったく感じさせなかったが、最後の最後で殺気を抑おさえきれなかったらしく、アモンはからくも反応できた。


「たあーっ！」


　短い槍やりのような武器が突つきだされてくるのを、アモンは直刀を抜いて払はらった。


　柄えが両断され、足あし下もとの砂利じやりに落ちる。だが、影はすこしも怯ひるむことなく、武器を捨てると、今度は獣けもののようにリクウに躍おどりかかった。


　アモンは空中で相手を捕とらえ、首に太い腕うでをかけると、そのまま地面に叩たたきつけた。


「くっ！」


　短い悲鳴を漏もらし、影は苦く悶もんする。


　したたかに背中を打ちつけ、おそらく息ができないことだろう。


　アモンは素早くのしかかり、組み伏ふせた。


　それで気づいた。


　さほど豊かではないが、胸が膨ふくらんでいることに。


「おまえ、女か？」


　アモンは思わず、身体からだを浮うかせてしまった。


　その瞬しゆん間かん、思いきり、股こ間かんを蹴けりあげられた。


「クーッ……」


　そこだけは、いかに武使とて鍛きたえようがない。


　アモンはその場で転がり、しばし悶もん絶ぜつした。


　女は素早く立ち上がると、リクウに襲おそいかかる。


　だが、そのときには、リクウもすでに体勢を整えていた。


「はあっ！」


　飛びかかってきたところを狙ねらい澄すまして、刀を抜き打った。


　今度は声すらあげず、女は地面に落ちた。そしてそのまま動かなくなる。


「油断だぞ、アモン！」


　リクウが冷ややかに言う。


「申し訳ありません」


　アモンはそう言うしかなかった。


　理由はどうあれ、自分の不覚というしかない。


　アモンは篝かがり火びから薪まきをひとつ取り、倒たおれた女の顔を照らしだす。


　そして激しい後こう悔かいを覚えた。


　まだ年若い娘むすめだったからである。


　娘はまだ息があった。


　だが、手当てをしても助からないというのは明らかである。


「……満足かい？」


　娘は苦しそうな息をしながらも、顔だけを持ちあげて、リクウを睨にらむ。


「あんたらが下した神しん罰ばつとやらで、あたいらは大勢、命を落としたよ。だけど、あんたらにはぜったいに沼ぬまを渡わたらせない。もしも沼に入りこむのなら、覚悟することだね。あたいら水みず蜘蛛ぐもは、沼のそこかしこに潜ひそんでいる。あんたら獲え物ものが通るのを、息を潜めて待ちかまえているから……」


　リクウの顔はひきつり、青ざめていた。


　沼人を見るのは、おそらく初めてであるはずだ。普ふ通つうの人となんら変わりないとは思いもしなかったのかもしれない。


「沼を迂う回かいし、帝てい都とに入ることはできぬのか？」


　リクウがアモンを振ふり返って訊たずねた。


「できることはできますが、ひどく遠回りになります。また、道も険しく、峠とうげには堅けん固ごな砦とりでも築かれていますゆえ」


　アモンは答えた。


　先年、帝都に攻せめ込んだ隣りん国ごくハクサの水すい賊ぞくも、峠の砦を抜くことはできなかった。それゆえ、コセ沼が増水しているのを狙い、湖のようになった沼を船で押し渡わたり、カタラ川を遡さかのぼって侵しん攻こうしたのだ。


「そうか……」


　リクウはうなだれるようにうなずいた。


　もともと彼に野心はない。この乱世を憂うれう気持ちに噓うそもあるまい。大神宮が行動を起こせば、いまのアーシアの争乱はたちどころに鎮しずまると信じていたのだ。


　問題なのは、若い彼をそんな気にさせた者が、大神宮の本社にいることである。


「ここは一度、ナユタへ退きましょう。我ら大神宮は、魂たましい宿る者を護まもるのが務め。人と人との争いは、武人どもにまかせるしかありません」


「大神宮が動いても、人の血が流れるのは同じということか？」


　リクウの言葉に、アモンは静かにうなずいた。


　沼人の娘にアモンは心のなかで感謝を覚えた。


　哀あわれではあるが、彼女の命を捨てての行動で、この若い神職もすこしは目が覚めたようだ。


「なにか言い残すことはないか？」


　アモンは娘の側にひざまずくと、静かに声をかけた。


「お客さん……」


　今にも消え入りそうな声で、娘は答えた。


　出てきた言葉には疑問を抱いだいたが、アモンは無言で次を待つ。


「ヒエン……あたい……あんたが……」


　そして娘は事切れた。


「ヒエンだと？」


　アモンは激しく動どう揺ようを覚えた。


　そして彼女が、ヒエンと再会したとき船に一いつ緒しよにいた沼人の娘だったことを思いだす。


　この娘は、ヒエンとどういう関係だったのだろう。


　あの若者が、意外に惚ほれっぽく、のめりこみやすい性格なのは、アモンも知っている。彼がそうなったのには、自分もひと役買っているからだ。


　もし、この娘がヒエンのことを好きになっていて、彼もまた同じ気持ちだとしたら、取り返しのつかないことをしたというしかない。


（三十年以上、武術の修しゆ行ぎようをしてきたというのに、オレもまだまだ未熟というしかないな！）


　アモンは冷たくなった娘の手を取り、胸のうえで合わせてやった。


　そのときだった。


「アモン……殿どの」


　足音がしたかと思うと、緊きん迫ぱくした声が響ひびいた。


「シンザ殿？」


　御雷神刀流の当主の声だった。


「どうされた？」


　ふと見ると、シンザの鎧よろいの胸むなもとが切り裂さかれ、ざっくりと血が滲にじんでいる。


「リクウ殿を、早く逃にがしてくだされ。恐おそるべき使い手が……」


「使い手？」


　アモンは嫌いやな予感がするのを覚えた。


「小こ太刀だちの二刀です。おそらくは、神明流かと……」


「ヒエンか！」


　アモンは胸が詰つまる思いがした。


　あいつのことだ。


　間ま違ちがいなく、この娘むすめを助けだそうとしてやってきたのに違ちがいない。


　だが、それはすでに手て遅おくれなのだ。
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「ホノ～っ！」


　ヒエンは大声で叫さけびながら、社やしろの参道を走っていた。


　彼の後には、スズリが無言で続いている。


　必死に追いかけたが、沼ぬま人びとたちが操あやつる舟に追いつくことはできなかった。


　陸にあがってからも、できるかぎり急いだが、この社に到とう着ちやくしたときは、戦いはもう終わっていた。


　沼人たちは敗れ、全員、囚とらわれていた。


　参道を守っていた武人は十人。ヒエンは迷わず斬きりこみ、すべてを叩たたき伏ふせた。


　しかし、ひとり神刀流のかなりの使い手がおり、その武使だけはスズリとふたりがかりで攻せめ、最後には相手が使ってきた術を木霊こだまで返し、手傷を負わせた。


　神刀流の刃は筋すじは、アモンとの稽けい古こで慣れていたおかげである。


　沼人たちは解放したが、そのなかにホノの姿はなかった。


　事情を聞くと、彼らは陽動であり、ホノは単身、横手から社に潜せん入にゆうしたという。


　彼女は神職の命を狙ねらっているのだ。


　成功するとは思っていないかもしれない。ただ、沼人の意地を見せるつもりなのだ。


　当然、命など捨てる覚かく悟ごだろう。


　早まったことを、とヒエンは唇くちびるを嚙かんだが、今いま更さら、どうしようもない。


　ホノが無事であることを祈いのりながら、参道を走った。


　やがて篝かがり火びで囲まれた社の拝はい殿でんが見える。


「ホノっ」


　その拝殿に向かって、ヒエンは迷うことなく走りつづけた。


　しかし、行く手にひとり立ちはだかる者がいた。


「ヒエン……」


　かけられたのは、聞き覚えのある声である。


「アモン兄にい……」


　ヒエンは立ち止まり、スズリも手で制した。


「どういう意図かは聞かねぇ。戦いくさは武術の仕合と違うことも知っている。決まりもねぇし、掟おきてもねぇ。だが、あんたらがやったことは、あまりにも非道だぜ。魂たましい宿るものの始祖である高祖神ウツヒミを祀まつる大神宮のやることとは思えねぇ」


「オレが謝ったところでどうなるものでもないからな。ただ、我らはナユタへもどるつもりだ」


「ナユタにもどる？　それは自分たちの過あやまちに気がついたってことかい？」


「気づかせてもらったのだ。そこに眠ねむる勇ゆう敢かんな娘のおかげでな……」


　アモンはそう言うと沈ちん痛つうな表情で、社務所の近くを振ふり向いた。


　その視線の先を追いかけて、ヒエンは全身の力が抜ぬけてゆくのを感じた。


　あきらかに生気のない顔で、ホノが横たわっている。


　身につけている着物は、赤い血で染まっていた。


「アモン兄が……彼女を？」


「すべては、オレの責任だ」


　アモンは苦しげに言うと、ヒエンに頭を垂れた。


　ヒエンはふらふらとホノのほうに歩み寄ると、ひざまずき、冷たくなった彼女の身体からだを抱かかえ起こした。


「ホノ……」


　堪こらえようもなく、涙なみだがこぼれた。


　彼女とは出会って、わずか数日である。お互たがいのことをよく知ったわけでもない。


　だが、ヒエンの心に彼女のことは、ふかく刻みこまれていた。


「その娘は最後に、おまえの名を呼んでいた……」


　アモンはヒエンに呼びかけた。


　しかし、その言葉は彼の耳に入っているようには見えない。


「うおおおおおっ！」


　そしてヒエンは闇やみが薄うすれかけてきた空をみあげて、声をかぎりに吠ほえた。


　その咆ほう哮こうは、いつまでも続くかと思えるほどの長さとなった。


　そして息が尽つきると、ヒエンはホノを地面に降ろし、ゆらりと立ち上がった。


　そして鳳ほう翼よく、凰おう翼よくを抜き放った。


「ヒエン殿？」


　スズリが声をかける。


　境けい内だいには、アモンの他ほかには武人の姿はない。


　おそらく裏手から逃のがれたのだろう。


　戦は、終わったということだ。


「アモン兄……」


　ヒエンは赤く血走った目で、帝てい都とでの修しゆ行ぎよう時代、兄のように慕したった武使を見つめた。


「なんだ？」


「オレと戦をしてくれないか？」


　地の底から響ひびいてきたような低い声だった。


「仕合いか？　それとも死合いか？」


「戦いくさだと言ったろ。オレは今、誰だれかを斬りたくてしかたねぇんだ……」


「ヒエン殿どの、それは武術の道に外れることだ！」


　スズリがたしなめるように言った。


「おまえは黙だまって見てやがれ！　おまえが覚えたがってる感情を気に乗せるところを見せてやるから……」


　凄すさまじい気き迫はくをぶつけられ、スズリはわずかに後ずさる。ヒエンの全身から、紫むらさきがかった霊れい光こうが一いつ瞬しゆん、ゆらめくのが見えた気がした。


　スズリは喉のどを鳴らし、自らの唾だ液えきを飲みこんだ。


「今のおまえに殺されるわけにはゆかんな……」


　アモンはわずかに目を細め、剣けんを抜いた。


　神刀〝草くさ薙なぎ〟に似た形をしている。銘なを〝野の分わき〟といい、草薙神刀流の当主が代々、受け継ついできたものだ。


「ああ、本気できてくれ。命のやりとりでもしなきゃ。収まりがつかねぇんだよ……」


　ヒエンはそう言うや、疾しつ風ぷうのごとく跳とんだ。


　右手の凰翼でアモンの喉を斬り裂さかんと真横に振るう。


「デェーイ！」


　アモンはそれを上体をそらし、紙一ひと重えでかわすと、剣を袈け裟さ懸がけに振りおろした。


　ゆったりとした一いち撃げきではあったが、大地までをも斬きり裂くような力強さを感じる。


「シェアーッ！」


　ヒエンはそれを左手の鳳翼で受けると、刃やいばにそって小こ太刀だちをすべらせ、鍔つばで止まる瞬しゆん間かん、踏ふみ出された脚あしに斬りおろした。


　そこに鎧よろいはなく、着物が斬り裂かれ、赤い鮮せん血けつが走った。


　そのあいだにも右手の凰翼を休ませることなく、アモンを攻せめたてている。鎧のわずかな隙すき間まを的確に狙ねらい定さだめていた。


「すごい……」


　スズリは思わずうなった。


　神速のごとき、ヒエンの動きはスズリもよく知っているが、今はそれ以上だった。


　攻めの速さと激しさでは誰にも負けないつもりだったが、完全に超こえられている気がした。


「感情を気に乗せてるからなのか？」


　それを会え得とくしたら、今よりももっと速く激しい攻めができるのかもしれない。そして、それをいつまでも続けることができる──


　そんな自分の姿を想像し、スズリはぞくりとなった。


　ヒエンはスズリの武術を〝殺せつ人にん刀とう〟と評している。相手を封ふう殺さつして勝つ流りゆう儀ぎだからだ。


　それが悪いと言っているわけではない。むしろ、それを極きわめるべきだと勧すすめている。そのほうがスズリには合っている、と……


　今のヒエンの戦いぶりは、普ふ段だんとは異なり、まさにその殺人刀であった。電光石火、変へん幻げん自じ在ざいの攻めで、相手を封殺している。


　一方の神刀流の使い手は、まるで稽けい古こでもつけているかのように、基本の技わざを丹たん念ねんに繰くり返していた。


　神刀流は武術の源流であり、構えも形も技も単純かつ明快である。だが、それを良しとし、極めれば、至高の強さを得られるとする。


　だが、ヒエンはアモンの剣を知り尽くしているようで、その逆、裏を巧たくみについていた。


　スズリに受けの稽古をつけるときに見せる精せい緻ちかつ狡こう猾かつな攻めを、さらに徹てつ底ていさせている。


　鎧のため急所をついてはいないが、相手の全身を文字通り斬り裂いていた。そうして相手の疲ひ労ろうを誘さそい、隙すきができるのを狙っているのだ。


「ヒエン殿……」


　ヒエンはアモンという武人を本気で殺すつもりでいる。


　スズリは次し第だいにいたたまれなくなってきた。


　今のヒエンは、あきらかに普ふ通つうではない。アモンはそれを感じ、彼を正気にもどそうと身体からだを張っている。基本の技を繰り返しているのは、おそらくそのためだ。


　だが、ヒエンは醜みにくく顔をゆがませ、破は壊かいと殺さつ戮りくの衝しよう動どうのおもむくまま二刀を振ふるいつづけている。そして奇き怪かいな叫さけび声をあげつづけていた。


（まるで鬼おにのようだ……）


　スズリは全身が震ふるえるのを感じた。


　激しい感情に飲みこまれ、闘気が暴走を続けている。


　このままでは、いずれヒエンはアモンという武使の命を絶つことだろう。


　出血と疲労のため、アモンの動きは次第に重くなってきている。


　そして、ついに大きく体勢を崩くずした。


「いけない！　ヒエン!!」


　スズリは反射的に小こ柄づかを抜ぬいて投げた。


　ヒエンはとどめをさそうとしていたが、その小柄を反射的に受けた。


　そのわずかなあいだにアモンは体勢を立て直したが、ヒエンは最後の仕上げとばかり、二刀を振るう勢いを強めていった。


「ヒエン！」


　スズリは叫ぶと全力で走り、ふたりのあいだに割って入ろうとした。


　大きく腕うでを横に広げ、ヒエンを睨にらみつける。


「な、なにをしやがる！」


　ヒエンは怒ど鳴なる。


　鳳ほう翼よくと凰おう翼よくは、スズリの肩かたと脇わき腹ばらに浅く食いこんで止まっていた。


「いけない……ヒエン……」


　スズリは歯を食いしばって苦痛に耐たえながら、ゆっくりと首を横に振った。


「くそっ！」


　ヒエンは吐はき捨てると、その場に膝ひざを立ててしゃがみこんだ。


　そしてその膝に顔を埋うずめる。


「アモン兄にい……なんで、オレを止めてくれなかったんだよ？」


　くぐもった声がもれる。


「できるものかよ？　おまえはオレの攻めをすべて受けられるが、オレはおまえの攻めを受けるのは、これが初めてなんだぞ」


　アモンもくたりと座すわりこむと、肩で荒あらく息をついた。


「くそっ！」


　ヒエンは何度もそう繰り返した。


「だから……戦いくさなんか……嫌きらいなんだ。オレは……いったい……誰だれを斬きればよかったんだよ？」


　ヒエンはきれぎれにつぶやくと、肩を震わせる。


　そんなヒエンを見下ろし、スズリは胸のつまる思いがした。


　不思議な衝動にかられ、スズリはヒエンを背後から抱だきしめる。


「武術が人を斬るためのものでしかないなら、わたしは修しゆ行ぎようを続けようとは思わないわ。クオン様がわたしに見せてくれた武術は、そんなものではなかった。見ているだけで温かくなってくるような、そんな剣けんだった。だから、わたしは武使になろうと決めたの……」


　スズリは優やさしい口調で、ヒエンに囁ささやきかけた。


「おまえの剣は……ぜんぜん違ちがうじゃねぇか？」


　ヒエンは顔もあげず、答えた。
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「だから、クオン様の剣を知りたい。それをいちばんよく知っているのは、ヒエン、あなただから……」


　アモンはふたりの若者を残し、よろめく足取りで、その場をあとにした。


　東の空は赤く染まり、どこからか鶏にわとりの鳴く声がする。


　ヒエンとスズリのふたりは、夜が完全に明けるまで、そのまま動くことはなかった──
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「母者が、震ふるえている……」


　巨きよ大だいな石柱を見つめ、それはつぶやいた。


　高貴な身分の子供が着るような衣服をまとい、短くたくしあげた袴はかまから細長い足が伸のびている。そして、歯がひとつの高たか下げ駄たを履はいていた。そのせいで、高く見えるが、背せ丈たけは人間の子供ほどしかない。


　そして自分の背丈よりも長い大おお太刀たちを杖つえのように地面について持っていた。


　人ではない。その瞳ひとみは血のように赤く、短くそろえた髪かみは老人のように白かった。そして、額の両りよう端たんから短い角が生えている。


「どうしたの……童どう子じ？」


　すぐ側そばで、まるで棺ひつぎのような長なが櫃びつに腰こしを下ろしていた小こ柄がらでほっそりとした女が、ゆっくりと振ふり返った。長い黒くろ髪かみを結ゆおうともせず、身につけている黒い着物に、模様を描えがくように流している。


　女の表情も声こわ音ねも、どこかしら虚うつろだった。


「母者が震えているんだ。まるで、哭ないているように」


　女が童子と呼んだそれは、不思議そうに首をかしげた。


「鬼き神しん石せきが……？」


　女は、宝石のように透すきとおった石柱に目を向けた。


　そのなかに宿る紅ぐ蓮れんの炎ほのおのごとき光が、激しく明めい滅めつしている。


「これは……」


　女は目を細め、つぶやいた。


「哭いているのではないわ……。誰だれかが哭く声に……共鳴している……。とても強くて……激しい声……」


　そして、女は狂くるおしそうに身み悶もだえると、着物の袷あわせを押し広げた。


　白い胸が、なかばあらわになる。


「どこかで、強い鬼おにが生まれようとしているのか？　このオレのように？」


「そんなはずは……」


　女はゆっくりと首を横に振る。


「あなたより……強い鬼など……いるはずがないのに……」


　女は立ち上がると、童子と呼んだものの側に歩み寄り、すがりつくように胸にかき抱いだいた。


　童子は目の前にある女の青白い肌はだに、鋭するどく尖とがった指の爪つめを這はわせる。


　赤い糸をひくように血が滲にじみだし、女は激しく身み震ぶるいした。


「あなたは……最強の戦鬼の……生まれ変わりだもの……」


[image: ]


　女はそう言うと、ちらりと石柱に視線を向ける。


　それは鬼神石と呼ばれ、瘴しよう気きのごとく強きよう烈れつな鬼気を発はつ振しんしており、共鳴したものを鬼へと変化させるのだ。


　女も、かつて鬼神石と共鳴し、鬼となった。


　そしてその石柱には、男がひとり、太い縄なわでくくりつけられている。男の首は力なくうなだれ、ぴくりとも動かない。まるで魂たましいが抜ぬけ去ったかのようだ。


「行ってみるか？」


　童子は顔をあげると、無む邪じや気きに女に笑いかける。


「あいな……」


　女はうなずいた。


「哭き声は……帝てい都とシスイの方向から……聞こえてくる……」


「それは、ちょうどいいな」


　童子は満面の笑えみを浮うかべると、地面をとんと蹴けった。


　それだけで、その小さな身体からだは驚おどろくほど高く跳はねあがる。


　女も、それを追って跳とぶ。


　人ならざるふたつの影かげは、岩だらけの荒こう野やを、空を駆かけるかのごとく、西を目指した。




第三巻に続く
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　あとがき







　ブレイドライン第二巻、いかがでしたでしょうか？


　第一巻の発売から四ヶ月。僕としてはかなり早い刊行です。ザ・スニーカー誌で連れん載さいしたものを加筆修正し、まとめました。


　今回のブレドラは道中記もので、帝てい都とに向かうヒエンたちが、さまざまな事件に巻きこまれることになります。せっかく旅をしているのだから、天下界アーシアの世界観なども見てもらいたいと思い、各章に工夫を凝こらしたつもりです。





　第一章の『レイヴン』は、ブレドラの本筋ともいうべき〝鬼き道どう衆しゆう〟との戦いです。


　人喰鬼、血吸鬼は洋風ファンタジーではオーガー、ヴァンパイアに相当します。子供を喰くらう、若い娘むすめの生き血を啜すするといった非道を働くことで変へん化げするというのが、アーシアでの設定です。ちなみに、人間の死体を食べると屍し喰くい鬼おにという餓が鬼きのような姿をした下位の鬼になります。こちらは、グールでしょうね。


　ゾンビーやスケルトンは出そうか出すまいか迷っています。アーシアには、なんとなく合わない気がするんですよね。たぶん「アンデッド」という概がい念ねんが、日本人の死生観とずれがあるからでしょう。スケルトンは人じん骨こつ鬼おにという和名がすぐ思いつくからまだなんとかなりそうですが、ゾンビーはただの亡もう者じやですからね。登場させるとしても、工夫が必要かもしれません。


　もう、お気づきでしょうが、ブレドラの章タイトルはあえて洋風にしてあります。レイヴンはヒエンたちに警告を与あたえ、霊れい道どうに導いた八咫烏ヤタガラスから。カラスというと真っ黒な姿のせいか、ダークなイメージがつきまとうのですが、神聖な鳥だとする神話もすくなくありません。最近は、かなり専門的なことも、インターネットで簡単に調べられますので、興味のある方はサーチしてください。僕も、最近よく使っています。ただし、インターネットの記述はあくまで参考程度。正確かどうかもわかりませんから、そのまま使ったりはしません。





　第二章は『ドリームキャッチャー』。夢を食べる聖せい獣じゆうとした獏バクのことです。


　本来は「ドリームイーター」とするべきなのでしょうが、ネイティブ・アメリカンが作るお守り「ドリームキャッチャー」が僕は好きなのでこうしました。グランドキャニオンに行ったとき土産みやげで買って、今でも寝しん室しつに吊つるしています。羽は根ね飾かざりをつけた網あみのようなものを作り、良い夢を捕とらえたいという発想が、とても素そ朴ぼくで素す敵てきだと思います。


　現実は苦しいものだから、せめていい夢を見たいというのは誰だれしもが思うところでしょう。実際、夢は最大のエンターテイメントだし、僕など、もしも自分の好きな夢が見られるのなら、現実の生活などどうでもよくなる気がします。


　不規則な生活をしているせいか、ときどき〝明めい晰せき夢む〟というものを見ることがあります。「これは夢だ」とわかる夢のことです。明晰夢はある程度、自分のコントロールが利きくので、けっこう好き放題できます。ただし、あまりに無理をすると目が覚めてしまうので、その加減が難しい。目が覚めないように好き放題するにはコツがあるらしく、僕はまだまだドリームマスターにはなっていません。


　またテレビをつけっぱなしにしながら寝ねていると、放送の内容とシンクロした夢を見ることもありますよね。ホラー映画を見ながら、うっかり寝てしまったりすると悲ひ惨さんなことになりますが……





　第三章は『ホーリーダンサー』。和風ファンタジーといえば、やはり巫女みこをはずすわけにはゆきません（笑）。普ふ通つうに巫女だと「シャーマン」になるのでしょうが、スズリたちはただ御み神楽かぐらを舞まうだけなので、こうしました。本物の巫女は作品中にはまだ出てきていませんしね。


　ミナマの大社の舞ぶ女じよたちは、今いま宮みや戎えびす神社の福ふく娘むすめからイメージしてます。十日戎の祭礼で、ご奉ほう仕しされる娘さんたちのことです。今宮戎の公式サイトで調べてみたら、毎年、九月から十一月の中ちゆう旬じゆんにかけて募ぼ集しゆうしているんですね。福娘に選ばれるということは、たいへん名めい誉よなことで、昔は本当に良りよう縁えんに恵めぐまれたそうです。


　アーシアの神話、神社や神職、神しん霊れいなどについては、今後、作品のなかで語ってゆきたいと思っています。第四巻がこのテーマになる予定です。





　第四章は『ウォーターランド』。湿しつ原げんのことです。そのままだと「マーシュ」になるのですが、あまり音がきれいじゃないんでこうしました。


　昔、京都の南には、巨椋おぐら池という巨きよ大だいな池があったそうで、コセ沼ぬまはそれからイメージしました。もっとも、今では干かん拓たくされ、すっかり陸地になっています。僕は大おお阪さかの生まれですが、育ったのはその京都の南の宇う治じ市ですので、まあ地元です。高校、大学の頃ころ、通学に使っていた電車は昔、池だったところを縦断していたみたいです。最初は見み渡わたすかぎりの田圃たんぼだったんですが、いきなり巨大なニュータウンができました。


　子供の頃には、そこまで大きいものでなくても、近所にいくつも池がありました。よく遊びに行っては、水生昆こん虫ちゆうやザリガニなどを捕つかまえたものです。でも、いつのまにか、そういう池はなくなっていったんですよね。そして僕もすっかり自然から隔かく離りされた暮らしに慣れ、今では泥どろのなかに裸足はだしで入るなんてことはできなくなりました。


〝沼人〟のような特とく殊しゆな暮らしをしている人々は、これからも作品に出してゆくつもりです。彼らのような存在こそが、ファンタジーだと思うので……





　全編通してのテーマということになれば、ヒエンの女の子との出会いと別れということになるでしょうか？　各章ごとに女性キャラが登場し、ヒエンとかかわってゆきます。第二章のスズリだけは第一巻からの再登場で、今後もヒエンと行動を共にすることになります。他の三人は、たぶん今回限り。ただ、ホノとの別れはさすがにショックが大きいので、次巻以降もいろいろひきずるんじゃないかという気がします。


　さて、その第三巻ですが、帝てい都とシスイを舞ぶ台たいに、大きな事件を起こすつもりでいます。どういうストーリーになるかは、次巻予告をご覧になってください。もっとも、今はまだ漠ばく然ぜんとしたアイデアしか出ていません。予告どおりにならなかったら、ご容よう赦しやください。


　出版は二〇一〇年の初夏を予定しています。


　和風ファンタジーなどという変わったことを始めたもので、どうなることかと思いましたが、読者の皆みな様さまにはおおむね好評なようでホッとしています。今のライトノベルには、若くて元気のいい作家がたくさんいますから、彼らに負けないような作品をこれからも書きつづけてゆきたいと思っています。もっとも、僕もまだ四十なかばなんですけどね（笑）。まだまだ先は長いというしかありません。


　どうか、これからも応おう援えんよろしくお願いします。
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　古びた牛車を載のせた一艘そうの川かわ舟ぶねが大川を溯さかのぼってゆくのを、コトネは屋や敷しきの二階の軒のき下したから、つまらなそうに見つめていた。


「行ってしまわれたね……」


　そういう声がして、ミナマの評議衆首座である父エビナが側そばにやってきた。


「ひきとめるつもりなんてないわ……」


　コトネはそう言うと、すねたような表情で父を振ふり返る。


「スズリさんは、わたしのこと、嫌きらってるもの」


「そんなことはないよ。苦手にはしているかもしれないがね」


　エビナは微笑ほほえみながら、静かに首を横に振った。


「同じことだわ……」


　コトネはため息をつく。


　小さかった頃ころ、彼女はスズリのことを実の姉のように慕したっていた。同じくらいの年ねん齢れいの娘むすめたちが集まって、一いつ緒しよに遊んでいたものである。スズリはそのなかで中心のような存在だった。その頃から彼女は物静かで、しかし立ち振ふる舞まいは凜りんとしていた。いつも皆みなを優しく見守っているようで、どんなもめごとが起きても、彼女があいだに入ると、すぐに収まるのだった。


　彼女がいたおかげで、コトネは皆と仲良くなれた。


　しかし、いつのころからか、皆の態度が変わってきたのである。大きくなるにつれ、世の中のことがわかってきたからだ。


　コトネの家は、このミナマでも屈くつ指しの商家で、父は評議衆の首座である。一方、スズリの家は、代々続く古い商家ではあるものの、ここ何代かは商売もさほどうまくゆかず、評議衆にも選ばれていない。


　スズリはそのままだったが、他の娘たちがコトネを取り巻き、媚こびるようになってきたのだ。コトネがどんなわがままを言ってもそれが通るようになり、あまりに度が過ぎ、見かねたスズリが注意をしようとすると、他の娘たちは血相を変えて彼女を責めたてた。


　スズリが武術を習いはじめたという噂うわさを聞いたのは、そのころからである。そして次し第だいにコトネから離はなれていった。


　コトネは皆の中心になったが、もはや誰だれとも心が通っていない気がしている。


　そして身体からだが大人になるにつれ、今度は男たちからの視線も集めるようになった。コトネを取り巻くなかに、ひとりまたひとりと男たちが増えていった。彼らもまたコトネの言うことをなんでも聞く。


　自分を取り巻いているのは、この家の富や権勢が目当てなのだと、コトネはわかっている。あるいはこの身体だ。


「わたしのまわりにいる人たちは、皆、欲よくにまみれているわ。でも、スズリさんだけは、昔のままだった。わたしたちを守ろうとして、たったひとりで武人たちに向かってくれた。わたしたちが逃にげる隙すきをつくってくれたのに……」


　しかし身体が竦すくんで、あのときはまったく動けなかったのだ。そしていつも取り巻いている娘たちは、誰ひとりとしてコトネのことなど見てもいなかった。


「身みの代しろ金きんは、すべてお父様が支し払はらったんでしょ？」


「急を要したからね。しかし武人たちは舟で逃げるところを捕とらえている。ちょうど中海の水軍が来ていてね。中海は戦いくさやら大おお津つ波なみで大変な状じよう況きようだというのに、サイガの水軍がこの街に手を出そうとしていると知って駆かけつけたのだ。船団を率いてきた若い女頭領の独自の裁量というから驚おどろいたよ。あの人は、これから中海で大きな存在になるかもしれないね」


　エビナはもどってきた身代金をすべて、その女頭領に渡わたし、ミナマ近海の巡じゆん視しを頼たのんでいる。捕らえた武人たちの始末もまかせた。


「スズリさんがミナマに残ってくれたら、心強かったのに……」


　恨うらめしそうに、コトネはつぶやく。


「あのヒエンとかいう武ぶ使しでなくてかい？　あの若者、恐おそろしく強いらしいが？」


「あんな人、他の男たちと同じだわ。わたしがちょっと甘えると、すぐになんでも言うことを聞くようになった。ま、取り巻きのひとりにはいいかもね」


「そうかね……」


　エビナは笑いながら、娘の頭に手をかける。


「これからも、おまえのまわりには欲にまみれた者たちが集まってくるだろう。しかし、おまえはその欲を受けとめ、うまく操あやつることをすでに身につけている。それはこの家の娘として大切なことだよ……」


「お父様？」


　コトネは父を見つめた。なにか大事なことを伝えようとしている気がしたのである。


　父は自分がなにをしようと叱しかったりはしない。だが、調子に乗って、度を超こすようなことがあれば、容よう赦しやなく自分を切り捨てるように感じている。だから、ぎりぎりのところで、とどめている。そうしているかぎり、父は許してくれるし、認めてくれるのだ。


「おまえはもっと人を見る目を養わないといけないね。人はたしかに欲で動くが、それには限度というものがある。欲を超えたところで、人が動くということを知らなければ、これからの時代は乗り越こえてゆけないよ。あの若い武使が、他の男たちと同じにしか見えないようでは、まだまだということだ」


「そうかしら？」


　コトネは首をかしげた。しばらく考えてはみたが、あまりそんな気はしない。


「やっぱり、わたしはスズリさんに側にいてほしいな。わたしの身体が目当ての男の人なんて、信用できない」


　コトネは言うと、ふたたび窓の外に目を向けた。スズリたちが乗る川かわ舟ぶねは、すでに見えなくなっている。


　赤せき暑しよの節は、今が盛りだ。空には雲ひとつなく、これから、もっと暑くなるだろう。


　コトネは皆みなを呼びだし、南の浜はまへ水浴に行こうと思った。冷たい波に身をまかせれば、この虚むなしい気分も、すぐ流されるはずだから──







コトネの本音・〈完〉





〈初出〉







プロローグ＆第一章『レイヴン』「ザ・スニーカー」'08年12月号掲載分に加筆修正


第二章『ドリームキャッチャー』「ザ・スニーカー」'09年２月号掲載分に加筆修正


第三章『ホーリーダンサー』　　「ザ・スニーカー」'09年４月号掲載分に加筆修正


第四章『ウォーターランド』　　「ザ・スニーカー」'09年６月号掲載分に加筆修正


エピローグ　　　　　　　　　　書き下ろし


アーシア番外記『コトネの本音』書き下ろし




ブレイドライン２


アーシア剣けん聖せい記き





水みず野の　良りよう
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